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序文 トム ・ ク ラン シー Preface Tom Clancy 


BI: bE OB MA R-VTABPARORBI, REKRITRBS ETI EKETA 
Ed, SPVACHAL IDV GHORHKAU NKEA, EVIENCH 
る 。 し か し 、 こ の よう な こと は 実際 に は ほとん ど 行わ れ て いな か っ た 。 第 二 次 世 界 大 
戦 当時 の 潜水 艦 が も っ ぱら 行っ て いた " エン ド ・ ラ ン " 攻撃 と は 、 高 速 の 水上 航 走 で 
敵 を 捕捉 し 、 そ れ に 肉 人 迫 し て 攻撃 を 加え 、 敵 が 混乱 し て いる 問 に すばやく 水中 に 身 を 
隠す 、 と いう も の だ っ た 。 

し か し な が ら 、 技 術 の 進歩 は 、 第 二 次 世界 大 戦中 すでに 潜水 艦 の 戦闘 に も 変化 を ゃ も 
た らし 始め て いた 。 レーダ ー の 発達 と 、 そ れ を 使用 し た 航空 機 に よる 昼夜 た が わ ぬ 哨 
戒 に よっ て 、 ド イツ 海軍 の U ボ ー ト は 、 そ の 活躍 の 場 と し て いた 夜間 の 行動 を 大 きく 
制限 され る こと と な り 、 そ の 粘 果 、 ド イツ は 第 二 次 世 界 大 戦 に お ける 決定 的 な 勝機 を 
逃す こと に な っ た 。 

1950 年 代 に は 、 原子力 推進 の 出現 と ソナ ー の 大 幅 な 性 能 向 上 に より 、 潜 水 艦 の 戦闘 
に 再び 転機 が 訪れ た 。 原 子 力 潜水 艦 は (水上 航 走 する こと な く ) ほとん どの 艦船 を 上 
回 る 速度 で 航行 可能 と な り 、 パ ッ シ プ ・ ソ ナー の 探知 距離 は 、 第 二 次 世 界 大 戦中 の 米 
潜水 艦 に 搭載 され て いた 水上 レー ダー の それ を 完全 に 凌ぐ ほど に な っ た 。 今日 で は 、 
30 カ イリ 以上 離れ た 艇 船 を 潜水 衛 が ソナ ー に より 発見 する こと な ど 、 さ ほど 珍し いこ 
と で は な い 。 さ ら に 、 電 子 技術 の 発達 は 潜水 艦 の 主たる 兵器 で ある 魚雷 に も 大 き な 変 
革 を も た らし た 。 魚雷 は 、 か つて は 目標 に 命中 する か また は 燃料 切れ に な る まで 直進 
する と いう 、 比 較 的 単純 な 構造 の 兵器 で あっ た が 、 現 在 で は 、 ア クティ ブ プ ・ ソ ナー や 
パッ シ プ ・ ソ ナー な どの 探知 装置 と 、 目 標 を 自動 的 に 追尾 する よう に プロ グラ ム さ れ 
た 制御 用 コン ビュ ー タ を 搭載 し て お り 、 薔 水 艦 か ら の 有線 誘導 も 可能 と な っ て いる 。 
目標 と な る 艦船 は 、 よ ほど の 高速 艇 で な い 限り この 魚雷 の 攻撃 か ら 逃 れる こと は で き 
な い 。 そ の 弾頭 部 に は 、 お よそ 0.51 の 姓 (また は 核 弾頭 ) が 搭載 され て お り 、 目 標 
は は ほぼ 確実 に 破壊 され る 。 ま た 、 現 在 の 潜水 艦 の ほとん ど は 、30 カ イリ 以上 の 射程 距 
離 を も つ 水 中 発射 式 の 対 艇 巡航 ミサ イル を も 装備 し て いる 。 

し か し 、 洪 水 艦 に と っ て 、 今 も 昔 も 変わ ら な いこ と が ひと つ だ け あ る 。 そ れ は 、 洪 
水 艦 の 任務 は 隠密 で ある と いう こと で ある 。 ひ と た び 発 見 され れ ば 、 数 多く の 対 凌 兵 
器 を 装備 し た 艦船 や 、 ソ ノブ イ や 投下 ソナ ー 等 の 探知 装備 を 持っ (潜水 艦 の 天敵 と も 
言う べき ) 対 洪 ヘリ コブ プター の 攻 繋 を 受け る こと に な る 。 凌 水 艦 の 優位 は 、 そ の 不可 
視 性 に の み 存 在 し 、 そ の 安全 は 敵 に 発見 され て いな い 場 合 に の み 保 証 さ れる 。 し た 
が っ て 、 凌 水 艦 に と っ て 最も 有効 な 戦術 と は 、 待 ち 伏せ 攻撃 と 、 敵 に 察知 され る 前 に 
逃亡 する こと で ある 。 こ の 生死 を 賭け た ゲー ム は 、 深 海 と いう 暗く 冷た い 3 次 元 の 世 
界 で 進行 する の だ 。 

潜水 艦 に は 、 さ ら に 天敵 と 呼べ る 相手 が いる 。 そ れ は 他 で も な い 、 敵 の 潜水 艦 で あ 
る 。 そ れ は 同じ 環境 に 存在 し 、 潜 水 艦 の 何たる か を 全て 同様 に 知り 、 同 様 の 訓練 を 受 
け 、 同 様 の 兵器 や 装備 を 持つ 。 ま た 、 敵 の 潜水 艦 も 逐次 改良 され 、 そ の 性 能 は 向上 し 
つつ ある 。 英 潜水 艦 の 任務 は 、 ア メリ カ 海 軍 の 凌 水 艦 や 水上 艦 姓 は も と より 、NAT 


O 同盟 国 の 補給 を 担う 商船 まで 、 片 っ 端 か ら 沈 め る こと で ある 。 簡単 に 言え ば 、 ア メ 
リカ 海軍 の 任務 と は 、 自 由 主 義 諸国 の 存立 の た め の 制 海 権 を 確保 する こと で あり 、 ソ 
ビエ ト 海 軍 の 任務 は それ を 妨害 する こと で ある 。 ど ちら が より 困難 な 任務 で ある か 
は 、 想 像 に 難く な い 。 


この 物語 は 、 あ な た が アメ リカ 海軍 の SSN (原子 力 攻撃 潜水 艦 ) の 艦長 と し て 任 
命 さ まれ る と ころ か ら 始 まる 。 そ し て ほど な く 、 こ の 国家 の 最高 権力 者 か ら 、 あ る 言葉 
を 言い 渡さ れる 。" 我が国 は 戦争 に 突入 し た "と 。 着任 し て か ら こ れ ま で 、 作 戦 展 開 
に 備え て 訓練 を 行っ て いた 今年 の 春の 間 中 、 テ レビ や 新聞 な どの メデ ィ ア に は 、 東 西 
両 陣営 の 兵器 削減 
交渉 に お ける 合意 と いう 、 長 い 半 待ち わ ぴ た 冷戦 の 終わ り に 関す る 記事 が 満ち 溢れ て 
いた は ず だ っ た 。 

し か し 、 展 開 配置 に 赴く た め に 出港 し た わずか 3 日 後に は 、 雲 行き が 怪し く な り 始 
め た 。 い くつ か の 不幸 な 出来 事 が 、 永 久 平 和 の 望み を 一 騰 に し て 現実 の 戦争 の 恐 頂 へ 
と 変え て し まっ た の だ っ た 。 あ な た は (潜水艦 と いう 隔絶 され た 特殊 な 環境 に 勤務 し 
て いる こと か ら ) どの 様 な 理由 に より この 事態 が 起こ っ た か を 、 は ほとんど 知る こと は 
で き な か っ た 。 だ が 、 理 由 な ど 全 く 関 係 な か っ た 。 自 分 の 国 が 戦争 に 突入 し た こと 
と 、 戦 争 で 闘う こと こそ 自分 の 職業 で ある こと が 、 あ な た に と っ て 全て だ っ た 。 

あな た は 39 オ の 海軍 中 佐 で ある 。 海軍 兵学 校 (United States Naval Academy) を 卒業 
後 、 原 子 力 機関 学校 (Nuclear School) を 皮切り に 、 凌 水 艦 将校 学校 (Submarine Officer 
BasicSchool)、 原 子 力 技術 将校 学校 (Prospective Nuclear Engineer Officer School), ##7K 
将校 学校 上 級 課程 (Submarine OfficerAdvanced Course)、 玉 長 養成 課程 (Prospective 
Exec-utive Officer Course)、 艦 長 養成 学校 (Prospective Commanding Officer Schoo! 等 
数 々 の 学校 を 卒業 し 、 カ リフ ォ ル ニア 州 モ ンタ レー に ある 海軍 大 学校 (Post-Graduate 
School at Monterey) で 作戦 解析 の 修士 号 を 取得 し た 。 ま た 、 盤 隊 勤 務 に お いて は 、S 
SN と SSBN (" プー マー" の 異名 を も つ 、 原 子 力 弾道 ミサ イル 薔 水 艦 ) の 両方 に 
配属 され た が 、 自 分 の 進む べき 道 は 攻撃 潜水 艦 で ある と 悟っ た 。 な ぜ な ら 、 攻 撃 港 水 
艦 こ そ 常 に 戦場 に ある か ら で あ る 。 そ し て 、 機 関 長 、 航 海 長 、 副 長 の ポス ト を 歴任 し 
た が 、 そ の 間 、 長 期間 の 航海 に よる 家族 と の 別離 、 キ ュー バ 人 危機 で の 派遣 、 度 重なる 
艦隊 訓練 、 一 ヶ月 に も 及ぶ 18 時 間 勤 務 の 緊張 の 毎日 な ど ゃ 経験 し た 。 そ し て つい に 、 
あな た が 17 年 間 に わ た っ て 続け た これ ら の 芝 力 と 妨 尉 は 、 あ な た の ハイ スク ー ル 時 代 
か ら の 夢 で あっ た 原子 力 潜 水 箱 の 艦長 の 座 を 得る た め の 代 償 と し て 支払 われ た の だ っ 
だ 。 

戦時 下 に お ける 戦闘 艦 の 艦長 た る あな た は 、 い ま 世 界 で 最も 過酷 な 運命 を 背負 っ て 
いる 。 あ な た に は 、 自 分 の 潜水 艦 と 100 名 を 越え る 乗組 員 の 命 を 守り 、 大 西洋 方 面 薔 
水 艦隊 司令 部 か ら 与え られ る 任務 を 遂行 し な けれ ば な ら な い 責 任 が ある 。 し か し 、 こ 
れこ そ あ な た の 望ん だ 道 に 他 な ら な い 。 

あな た は 、 今 まさ に 、 人 生 最良 の 喜び を 感じ て いる こと だ ろう 。 


すぐ ゲー ム を 始め た い 人 の た め に 
第 1 間 : オペ レー ティ ング ・ マ ニュ アル 


スタ ー ト 時 の オプ ショ ン 
戦闘 : AC Os 


戦略 移動 : ノル ウェ ー 海 の 戦場 


第 2 間 : キャ プ テ ン ズ ・ マ ニュ アル 
ブリ ー フ ィング : ノル ウェ ー 海 の 戦場 に 関し て 


第 3 開 : リフ ァ レ ンス ・ マ ニュ アル 
アメ リカ 潜水 艦 搭載 兵器 
アメ リカ の 潜水 態 
ソ連 海軍 の 艦船 
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マニ ュ ア ル : この マニ ュ ア ル は 、 利 用 し や すい よう に 3 つの 章 に 分 け 何 が どこ に 
られ て いま す 。 記さ れ て いる か 
第 1 章 画面 表示 と 操作 に 関す る 説明 
第 2 章 戦術 や トリ ッ ク な ど 、 こ の ゲー ム の 後 妙 な と ころ に 関す る 詳 
し い 説 明 
第 3 章 実際 の 兵器 や 艦 族 の アー タ 
が 述べ られ て いま す 。 
最初 に 訓練 シナ リオ を プレ イ す る 場合 、 第 1 章 の " 戦闘" の 項 (⑤11 一 
30) を 参照 し な が ら 、 操 作 に 慣れ る 様 に し て くだ さい 。 
テク ニカ ル ・ サ プル メン ト : この ゲー ム に お ける キー の 配置 や 操作 方 
法 は 、 使 用 する コン ピュ ー タ の 機種 に より 若干 異な る 場合 が あり ま 
す 。 こ の マニ ュ ア ル は 、 全 て の 機種 に 関し て 共通 に 書か れ て いま す 。 
マニ ュ ア ル で は 、 キ ー 操 作 な ど は ゴシック 体 で 書か れ て いま す の で 、 
それ ら の キー の 配置 や 操作 は 、 テ クニ カル ・ サ プル メン ト を 参照 し て 
下 き い 。 
キー ボー ド ・ オ ー バ ー レ イ : ゲー ム で 使用 する キー の 配置 を 分 か りや 
すく する た め に 、 キ ー ボ ー ド ・ オ ー バ ー レ イ が 付属 し て いま す 。 





シナ リオ の 選択 : いき な り 本 編 (ビッド スト ー ム ・ ラ イジ ング の ゲー ム に 
キャ ン ペ ー ン シナ リオ ) に は 挑戦 せ すず 、 ま ず 訓 練 シ レナ リオ を プレ イ す 慣れ る た め に 
る こと を 、 強 く お 奨 めし ます 。 

初め て プレ イ す る と き に は 、 以 下 に 示す 設定 を 選ん で くだ さい 。 


年 代 : 1992 年 

潜水 艦 : ロサ ン ゼ ルス ( 改 ) 級 

難易 度 : 初級 

シナ リオ : 訓練 ( ノ ヴ ェ ン バー 型 潜水 艦 ま た は カシ ン 型 
駆逐 艦 と の 対戦 ) 


ゲー ム を 始め て か ら : 手短 な イン トロ 画面 の 後 で 、 ゲ ー ム は す で ぐに 開 
始 さ れん ます 。 ま ず 、 テ クニ カル ・ サ プル メン ト ま た は キー ボー ド ・ オ 
ー パ ー レ イ を 参照 し て 、 ポ ー ズ ・ キ ー を 探し て 下さ い 。 こ の キー を 押 
す と ゲー ム を 一 時 停止 する こと が で きま す 。 マ ニュ アル 等 を 参照 する 
際 に 便利 で す 。 ま た 訓練 で は 、 リ プレ イ も 表示 可能 で す 。 こ の 表示 を 
行う と 、 そ れ ま で の 戦闘 の 経過 を 確認 する こと が で きま す 。 

画面 表示 の 意味 を 理解 する ・ プ ライ マリ 画面 と セカ ンダ リ 画 面 の 切 
り 替 え 方 法 と 、 そ の 表示 の 意味 を 憶え て 下さ きい 。 

敵 を 捜索 する : 次 に 敵 を 探し て み ま し ょ う 。 プ ライ マリ 画面 に は 戦 
術 デ ィ ス プレ イ を 、 セ カン ダリ 画面 に は コン タク ト ・ デ ィ ス プレ イ を 
選択 表示 し て 下さ い 。 表示 画面 な ど に 関す る こと は 、" セン サー" の 
項 (P14~20) を 読ん で 下さ い 。 

敵 に 接近 する : 敵 を 発見 し た ら 、 そ の 方 角 に 向け て 前 進 し 、 敵 に 接 
近 し ま す 。" 航法 " の 項 (P12~14 を 読ん で 、 盤 を 拘 作 し て 下さ い 。 

兵器 を 発射 する : 敵 に 近 ざ いた ら 、 兵 器 を 使用 し て み ま し ょ う 。M 
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戦闘 シナ リオ と 
キャ ン ペ ー ン ・ 
シナ リオ 


能力 査定 ・ 


ark48 魚 宇 を 使用 する こと を 勧め ます 。 魚 香 発射 に 関し て は " R 
器 " の 項 (P21~2 の を よく 読ん で 下さ い 。 

太 練 を 繰り 返す : これ らち の 訓練 シナ リオ を 数 回 線 り 返し て プレ イ し て 
下さ きい 。 そ の 時 、 対 艦 ミ サイ ル の 発射 方 法 や 、 敵 の 魚雷 の 回 避 方 法 な 
ど を 試し て み ま し ょ う 。 ま た 、 レ ベル を 変え て 挑戦 し て みて くだ さ 
い 。 





戦闘 シナ リオ : 訓練 を マス ター し た ら 、 今 度 は " 実戦" に 挑戦 し ま 
し ょ う 。 戦闘 シナ リオ の どれ か を 選択 し て くだ さい 。 これら の シナ リ 
オ は 、 戦 闘 開始 時 に は 敵 の 種類 や 数 が 判ら な いよ うに な っ て いる の 
で 、 自 分 で 敵 を 発見 し 、 そ れ を 識別 する 必要 が あり ます 。 ときには 、 
あな た の 方 が さき に 発見 され て し まう こと も ある で し ょ う 。 RAKE 
高く 設定 し て お く と 、 い き な り 攻撃 を 受け る (開始 直後 に 発見 され て 
いる ) こと も あり ます 。 仮に この よう な 状況 に 陥っ て も 、 う ろ た えて 
は いけ ませ ん 。 敵 弾 が 近づい て きた ら こ れ を 回 避 し 、 同 時 に 反撃 する 
た め に 必要 な 情報 を 収集 し 、 そ の 機会 を うか が いま す 。 う まく すれ 
ば 、 敵 の 人 道 跡 か ら 逃 れ 、 攻 撃 す る の に 有利 な 状況 を 作り 出す こと も 可 
能 で し ょ う 。 こ こ で は 、 経 験 を 積 な こと が 何より ゃ 優先 され ます 。 
様々 な 戦闘 で 経験 を 積ん だ 後に は " MAR’ に 挑戦 し て み ま し ょ う 。 
この シナ リオ で は 、 遭 遇 する 敵 部 隊 に 関す る 情報 が 全く あり ませ ん の 
で 、 よ り 緊 張 感 の ある ゲー ム を 楽し め る こと で し ょ う 。 

キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ : 個々 の 戦闘 シナ リオ で も 興味 深く 、 満 足 で 
きる 、 様 々 な 戦闘 を 楽し r こ と が で きま す が 、" レッ ドス トー ム ・ ラ 
イジ ング " の キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ で は 、 さ ら に 楽し み が 胎 ら み ま 
す 。 こ の シナ リオ で は 、 第 3 次 世界 大 戦 を 通じ て の 戦闘 を プレ イ す る 
こと が で きま す 。 

この キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ で は 、 戦 略 的 な 移動 を 行う と いう 項目 
が 追加 され て お り 、 受 け 取 っ た 命令 を 的 確 に 遂行 する た め に 、 適 切な 
時 間 内 に 適切 な 場所 へ 移動 し 、 適 切な 目標 に 対し て 攻撃 を 加え る こと 
が 要求 さき れ ま す 。 ま た 、 武 器 の 補給 や 機器 の 修理 に 関し て も 注意 を は 
ら わ な けれ ば なり ませ ん 。 

キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ は 、 あ る 程度 ラン ダム な 要因 に より 決定 さ 
れる 部 分 を 含ん で いる の で 、 ワ ル シ ャ ワ フワ 条約 軍 の 戦略 や 行動 は ゲー ム 
を する ご と に 変化 し ます 。 従っ て 必勝 法 な る も の は 存在 し ませ ん 。 強 
いて 挙げ れ ば ぱ " 経験 を 積む せ " こと が 、 勝 利 に 結び 付い て いる と いえ る 
で し ょ う 。 





能力 査定 (ER:Effciency Rate) : 戦闘 が 終了 する た びに 、 あ な た の 盤 


勲章 ・ 昇 進 長 と し て の 能力 の 査定 を 行い 、 そ の 値 を 更新 し ます 。 こ の 値 は 、 現 在 


まで の あな た の 能力 査定 値 の 平均 で す 。 こ の 査定 値 は 、 撃 破 し た 英 の 
戦力 や 角 種 、 自 分 の 乗り 組む 汗水 艦 の 態 種 、 使 用 し た 兵器 の 数 、 ゲ ー 
ム の 雛 易 度 な ど を 考慮 に 入れ て 算出 され ます 。 ま た 、 任 務 を 達成 する 
と 、 評 価 は 一 層 高 まり ます 。 





勲章 : 任務 遂行 に 成功 し 、 高 い 能 力 査 定 を 受け る と 、 勲 章 を 授与 さ 
れる こと が あり ます 。 勲章 に は ラン ク の 低い も ゃ の か ら 順 に 

CM ・ 海 軍 賞 替 勲 章 (Navy Commendation) 

BSV ・: 青 銅 星 章 (Bronze Star for Valor) 

SS ・ 銀 星 章 (Silver Star) 

DSM  : 特 別 従軍 勲章 (Disinguished Service Medal) 

NC ・ 海 軍 十 字 章 (Navy Cross) 

CMOH 米国 議会 栄 激賞 替 勲章 (Congressional Medal of Honor) 
が あり ます 。 


AE: 現代 で は 、 戦 闘 が 終わ る た ぴ に 艦長 が 昇進 する こと は あり ま 
せん 。 特に 戦時 下 で は 、 現 役 の 経験 ある 艦長 は 、 戦 争 が 終わ る か 上 の 
者 が 転出 する まで 昇進 は あり ませ ん 。 





AK—-hBOFST Yar 





年 代 


艦 種 識 別 テ スト 


乗艦 の 選択 





この ゲー ム で は 、 様 々 な オプ ショ ン を 選択 する こと が で きま す 。 そ 
れ ら の オプ ショ ン を 設定 する た め に は 、 コ ント ロー ラー を 使っ て 選択 
する 項目 に ハイ ライ ト (白い 文字 ) を 移動 させ 、 セ レク ター を 押し て 
決定 し ます 。 マ ニュ アル 本 文中 で 使用 する コン トロ ー ラ ー と は 、 ジ ョ 
イス ティ ッ ク 、 マ ウス 、 カ ー ソ ルキ ー な ど 、 移 動 方 向 を 入力 する 装置 
の こと で す 。 ま た 、 セ レク ター と は 、 そ れ ら 入力 装置 の ボタ ン ま た は 
リタ ー ン ・ キ ー の こと で す 。 これら の 入力 装置 は パソ コン の 機種 に よ 
り 異 な り ま す 。 FMI” テクニ カル ・ サ プル メン ト " を 参照 し て 下さ 
い 。 





この ゲー ム で は 、 以 下 に 示す 4 つの 年 代 を 設定 する こと が で きま 
す 。 

1 9 8 4 年: ソ連 海軍 の 技術 レベ ル は 、 西 側 と 比較 する と か な り 遅 
れ て いる 。 ア メリ カ 海 軍 潜 水 艦 の 搭載 兵器 は 、 初 期 型 の M a r k48 魚 
軍 と ハー プー ン ・ ミ サイ ル に 限定 され て いる 。 

1988 年 : ソ 連 海軍 で は 、 静 廣 性 の 高い 新型 の 攻撃 潜水 艦 " シェ 
ラ 型 " と " キロ 型 " が 就役 開始 。 ア メリ カ 海 軍 潜 水 艦 は トマ ホー ク ・ 
ミサ イル 用 の 垂直 発射 管 と ADCAP と 呼ば れる 性 能 向 上 型 Mar k 
48 魚 雷 の 装備 を 開始 。 こ の シナ リオ の 状況 は 、 原 作 " レッ ドス トー 
ム ・ ラ イジ ング " の 設定 年 代 と 一 致し て いる 。 

1992 年 : ソ 連 北 方 艦隊 に 原子 力 空母 が 就役 。 ま た 、 技 術 の 向上 
に より 、 他 の 艦船 の 性 能 も 向上 。 一 方 、NATO 軍 の 潜水 艦 は 、 シ ー 
ラン ス 対 潜水 艦 ミ サイ ル 、 ス ティ ン ガ ー 対 空 ミ サイ ル の 装備 を 開始 。 

1996 年 : ソ 連 北 方 能 隊 は 、 そ の 規模 の 拡充 と 、 第 一 線 に 配備 さ 
れ て いる 全て の 艦船 に 対す る 性 能 向 上 を 続け た 。 西側 で は 、 新 鋭 の シ 
ー ウ ルフ 級 攻撃 潜水 艦 が 就役 を 開始 。 こ の 潜水艦 は 、" スウ ィ ム ・ ア 
Dh” と 呼ば れる 静 府 性 の 高い 自 走 発射 式 の M a r k48 魚 雷 を 装備 す 
る 。 





画面 に 表示 され る イラ スト の 艦 種 を 、 こ の マニ ュ ア ル の 第 3 章 (P71 ~ 
93) を 参照 し て 、 正 し く 識 別して 下さ い 。 不正 解 の 場合 は 、 強 制 的 に 訓 
練 シ ナリ オ を 開始 し ます 。 





この ゲー ム で は 、 搭 乗 する 原子 力 攻撃 潜水 艦 を 選択 する こと が で き 
ます 。 選択 で きる 艦 は 就役 年 度 順 に リス ト ア ッ プ され て いま す 。 一般 
に 、 新 し いも ゃ の は ほど 静か で 、 速 度 が 速く 、 多 量 の 兵器 を 搭載 する こと 
が 可能 で す 。 特 に シー ウル フ 級 は 強力 で す が 、 残 念 な が ら そ の 就役 は 
1996 年 以降 と な り 、 そ れ 以 前 で は 使用 で きま せん 。 

また 、 実 際 に 海軍 で 行わ て て いる 様 に 、NMPC (Naval Military 
Personnel Command | 海軍 人 事 局 ) に よっ て 搭乗 する 艦 が 決定 され る こ 
と を 、 選 択 す る こと も で きま す 。 こ の 場合 、 あ な た が 任 さ れる 艦 の 種 
類 は 、 そ の と き 大 西洋 能 隊 に 配属 され て いる 薔 水 艦 の 租 種 と 数 に よっ 
て 決定 され ます 。 
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初級 (Introductory) : 最初 の 数 回 は 、 こ の レベ ル で プレ イ す る こと を ゲー ム の 難易 度 
お 奨め し ます 。 実際 の 戦闘 と 較べ る と 、 英 艦 の 発見 ・ 追 跡 が 容易 で 、 
か つ 、 あ な た の 盤 は 非常 に グ メ ー ジ に 強く 、 乗 組員 の 練 度 も 高い の 
で 、 分 析 能 力 な ども 優れ て いま す 。 

中 級 (Normal) : ある 程度 操作 に 慣れ て きた ら 、 こ の レベ ル で プレ イレ し 
て くだ さい 。 初級 と 比較 する と 、 敵 艦 の 発見 ・ 追 跡 は 若干 困難 に な 
り 、 被 弾 に よる 損害 も 大 きく な り ま す 。 

上 級 (Serious)・ こ の レベ ル は 全て の 観点 か ら 、 実 際 の 戦闘 と 同じ で 
ある と 言え ます 。 敵艦 の 戦術 は 洗練 され て お り 、 そ の 繰 艦 や 兵器 使用 
の 練 度 は 相当 高く 、 複 雑 で 好 し い ゲ ー ム が 展開 され る こと に な り ま 
To 操作 方 法 を 完全 に マス ター し て いな いと 、 こ の レベ ペル で は 勝て ま 
せん 。 

最上 級 (Ultimate) : この レベ ル の 現実 度 は 上 級 よ り も 、 さ ら に シビ ア 
で ある と 言え ます (た っ た の 一 覧 で も 撃沈 され る 可能 性 が あぁ ある) 。 ま 
た 、 あ な た の 艦 の ソナ ー 上 員 は 分 析 能 力 に 欠け 、 あ な た 自身 が 音 紋 よ り 
和英 の 艦 種 を 判断 する 必要 が あり ます 。 上級 で の プレ イ が 、 子 供 の 遊び 
に 思え る 様 に な る まで 、 こ の レベ ル に は 挑戦 し な いこ と が 賢明 で す 。 





シナ リオ は 3 つの グル ー プ に 分 けら ち れ ます 。 訓練 シナ リオ は 、 操 作 ン ナ リオ 
や ゃ 新しい 戦術 を 学ぶ の に 最適 で す 。 戦闘 シナ リオ は 、 特 定 の カテ ゴリ 
ー に 分 類 さ れ た 英 部 隊 と の 戦闘 を シミ ュ レ ー ト し た も の で す 。 キャン 
ペー ン ・ シ ナリ オ "” レッ ドス トー ム ・ ラ イジ ング "” は まさ に 究極 の シ 
ナリ オ と も 言え る も の で 、 ト ム ・ ク ラン シー の 描い た 第 3 次 世界 大 戦 
に 参戦 する こと に な り ま す 。 こ の シナ リオ で も 他 の シナ リオ と 同様 
に 、 様 々 な 設定 を 行う こと が で きま す 。 

訓練 シナ リオ は 、 戦 闘 方 法 を 容易 に 学ぶ こと を 目的 と し た 、 簡 易 シ 
ナリ オ で す 。 こ れ ら の シナ リオ に 登場 する 帝 は 、 ど ちら も あな た の 艦 
に ダメ ー ジ を 与え る こと は あり ませ ん 。 こ こ で は 、 危険 や 困難 を 伴う 
こと な く 、 画 面 表 示 や 操作 方 法 を 学ん だ り 、 様 々 な 戦闘 方 法 を 試す こ 
と が で きま す 。 

” 対 ノ ヴェ ン バ ー 型 潜水 艦 " : この シナ リオ は 、 ソ 連 海軍 の 最も 旧式 
な 原子 力 攻撃 潜水 艦 、 ノ ヴェ ン バ ー 型 と の 対 潜水 艦 戦闘 を シミ ュ レ ー 
ト し て いま す 。 難易 度 の 設定 に より 、 戦 闘 が 行わ れる 環境 が 変化 し ま 
Fo 初級 の 場合 は 障害 物 の な い 深い 海 、 中 級 で は 流氷 域 、 上 級 で は 結 
水 海 、 最 上 級 で は 浅海 に 設定 され ます 。 

” 対 カ シン 型 駆逐 能 " ・ こ の シナ リオ は 、 ソ 連 海軍 の 旧式 な カシ ン 刑 
駆逐 艦 と の 対 水 上 艦 戦闘 を シミ ュ レ ー ト し て いま す 。 先 の シナ リオ と 
同様 、 難 易 度 の 設定 に より 戦闘 が 行わ れる 環境 が 変化 し ます 。 MRS 
よび 中 級 で は 障害 物 の な い 深 い 海 、 上 級 で は 流水 海 、 最 上 級 で は 浅海 
に 設定 され ます 。 

戦闘 シナ リオ は 、 様 々 な 戦闘 状況 に お ける 、 あ な た の 分 析 力 、 判 断 
力 、 そ し て 勇気 を 試す も の で す 。 戦闘 シナ リオ に は 以下 の も の が あり 
ます 。 

"一騎 討ち " (a Duel): 原子 力 攻撃 潜水 艇 と の 、1 対 1 の 戦闘 で す 。 難 


11 


WEEE RET AK LAM TT. MOMKEOHREDMMELET, 

"巡航 ミサ イル 潜水 艦 ” (the Cruise Missile Sub) : 巡航 ミサ イル 原潜 
CBR. SAT SYP ACT. 難易 度 を 高く する と 、 度 衛 の 攻撃 潜 
水 艦 が 登場 し ます 。 

"ウルフ パッ ク " (the Wolfpack) : ウル フ パ ッ ク (攻撃 潜水 艦隊 ) と 
の 戦闘 で す 。 敵 の 組織 的 な 戦術 に 対抗 する に は 充分 な 注意 が 必要 で 
To 

” 弾道 ミサ イル 潜水 能 " (the Boomer Bastion): ソ連 の 原子 力 弾 道 ミ 
YA LRKELRRL, RYÖTZYFI ETE, TOMKE IAJ 
原子 力 攻撃 潜水 艦隊 に 守ら れ て お り 、 攻 撃 は 困難 で す 。 

” 輸送 船団 " (a Convoy): : あな た は ソ連 の 補給 艦隊 と 遭遇 し ます 。 護 
衛 艦 さえ 沈め て し まえ ば 、 輸 送 船 相手 に 演習 を 行う よう な も の で す 。 

"水上 攻撃 部 隊 " (a Surike Group) : 英 の 水上 攻撃 部 隊 を 迎撃 する シナ 
リオ で す 。 英 の 攻撃 能力 を 悠 っ て は いけ ませ ん 。 

” 対 洪水 艦 部 隊 " (an ASW Group) : ソ連 の 対 潜水 盤 部 隊 が 、 あ な た 
の 哨 式 海域 に 侵入 し て きま し た 。 これら を 返り 討ち に する こと が で き 
る で し ょ うか ? 

” 空母 機動 部 隊 "” (a Carrier Task Force) : あな た は 潜水 秀 乗 り に と っ 
て 最高 の 獲物 で ある 空母 に 遭遇 し まし た 。 こ の チャ ンス を 逃す わけ に 
は いき ませ ん 。 

” 道 遇 戦 " (Chance Engagement): 上 で 述べ た 様々 な 敵 と 、 ラ ンダ 
ム に 遭遇 する こと に な り ま す 。 こ れこ そ あ な た の 本 当 の 勇気 を 試す も 
の で す 。 


キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ 

"レッ ドス トー ム ・ ラ イジ ング " (RedStorm Rising): この キャ ン ペ 
ー ン ・ シ ナリ オ は 第 3 次 世界 大 戦 の 勃発 か ら 終 結 ま で を 通じ て 戦う も 
NCH. キャンペ ー ン は 長期 間 に わ た る 数 々 の 任務 より 構成 され 、 そ 
の 間 に は 、 埋 局 に 応じ て いろ いろ な イベ ント が 発生 し ます 。 





作戦 命令 アー ム が 始ま る と 、 簡 単 な イ ント ロ 画 面 の 後 で 、 最 初 の 命令 が 入り 
ます 。 こ れ に は 攻撃 目 様 と 敵 に 関す る 情報 が 書か れ て いる の で 、 注 意 
深く 読ん で くだ さい 。 


近代 的 な 潜水 艦 の 発令 所 で は 、 コ ンピュータ 化 き され た ディ スプ レイ や 通信 装置 
に よっ て 、 盤 長 は 戦闘 を 指揮 する の に 必要 な 全て の 情報 を 、 リ アル タイ ム に 入手 
する こと が で きま す 。 こ れ ら の 情報 は 、 コ ンピュータ に よっ て 処理 され 、 分 か り 


や すい 形 で 画面 に 表示 され ます 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 人 情報 を 解析 し 、 不 明 馬 
な 点 を 推測 し 、 経 験 的 な 判断 に より 補足 し て 最終 的 な 決断 を 下す の は 、 や は り 艇 
長 の 仕事 な の で す 。 





BB: MEO 


あな た の 盤 が 敵 と 出会っ た 瞬間 、 戦 闘 が 開始 され ます 。 画面 表示 と 
探 作 は 複雑 で す が 、 現 代 の 潜水 艦 の 戦闘 と 言う も の は 非常 に 複雑 な の 
で す 。 こ の 複雑 な 操作 を いく ら か で も 分 か りや すく する た め に 、 キ ー 
ボー ド ・ オ ー パ ー レ イ が 役に立つ で し ょ う 。 

" レッ ドス トー ム ・ ラ イジ ング " キャ ン ペ ー ン を 選択 し て いる 場合 
に は 、 ゲ ー ム は 戦闘 場面 か ら で は な く 、 浴 に 入っ て いる と ころ か ら 始 
まり ます 。 詳し く は 次 の 章 (P31~) の " 戦略 移動 " の 項目 を 読ん で 下さ 
い 。 

操作 に 慣れ る た め に 、 訓 練 シ ナリ オ か ら 始 め て くだ さい 。 こ の シナ 
リオ で は 瑞 艦 の 攻撃 に よる ダメ ー ジ を 受け る こと が な い の で 、 撃 沈 さ 
れる の を 区 れる 事 な く 操作 に 慣れ る こと が で きま す 。 ま た 各 章 の 、" 
上 級 者 向け "と 注釈 きれ て いる 項目 は 、 読 み 飛 ば し て 結構 で す 。 こ れ 
ら の 項目 は 、 基 本 的 な 操作 を 修得 し た 後に 憶え れ ば よい か ら で す 。 コ 
ンピュータ の 機種 に よっ て 、 キ ー の 割付 は 異な り ま す 。 こ れ ら の 操作 
キー は マニ ュ ア ル で は 強調 文字 で 書い て あり ます 。 キ ー の 割付 け は 、 
キー ボー ド ・ オ ー パ ー レ イ ま た は テク ニカ ル ・ サ プル メン ト を 参照 し 
て 確認 し て くだ さい 。 











ゲー ム を プレ イ し て いる と 、 た ぴた ぴ ア ドバイ ス が 必要 な 状況 に 陥 コ ンピュータ の 
る こと が あり ます 。 あ な た の 艦 の 戦術 コン ビ ピュー タ は 、 ヘ ルプ ・ キ ー ア ドバイ ス 

を 押す こと に より 、 い つ で ゃ 状況 を 分 析 し て 適切 な アド バイ ス を 与え 
て くれ ます 。 





ポー ズ ・ ポー ズ ・ キ ー を 押す と 、 戦 闘 を 一 時 停止 する こと が で きま 便利 な 

す 。 再 び こ の キー を 押す こと に より 、 戦 闘 は 再開 され ます 。 オプ ショ ン 
リプ レイ : この キー を 押す と 、 自 艦 や 敵艦 の 動き な ど 、 そ れ ま で の 

戦闘 の 経過 を 振り 返る こと が で きま す 。 こ の オプ ショ ン が ゲー ム 中 い 

つ で も 使え る の は 、 難 易 度 で 初級 を 選択 し た 時 に 限 ち られ ま す 。 





以下 の オプ ショ ン は 、 好 み に 応 じ て 使 用 し て 下さ い 。 その 他 の 
アク ショ ン ・ ト ラッ ク : 兵器 の 発射 や 命中 の アニ メー ショ ン の ON/ オプ ショ ン 
OFF は 、 こ の キー に よっ て 設定 する こと が 可能 で す 。 な お 、 兵 器 の 発射 
の シー ン は 、 難 易 度 で 初級 を 選択 し た 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 
命令 の 取り 消し : 戦闘 中 の 行動 は 、 い くつ も の キー 操作 を 必要 と し ま 
す 。 あ る 行動 (命令 ) を 実行 し 、 も し それ が 間違っ て いた と し て も ゃ も 、 
何 の 問題 も あり ませ ん 。 新た に 正しい 命令 を 出せ ば 良い の で す 。 それ 
まで の 行動 は 即座 に 中 止 さ きれ 、 新 し い 命令 が 直ちに 実行 さま れ ます 。 し 
か し 数 値 な どの 入力 を 必要 と する 命令 (深度 や 針路 の 設定 ) は 、 命 令 
取り 消し キー を 押し て キャ ン セ ル す る 必要 が あり ます 。 





あな た の コン ビュ ー タ の 画面 は 、 現 代 の 原子 力 潜 水 艦 の 発令 所 に 備 ゴン ソー ル 
え 付 けら れ て いる 、 様 々 な コン ソー ル や ディ スプ レイ の 表示 を シミ ュ 
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レー ト し て いま す 。 こ の ゲー ム で は 、 艦 長 で ある あな た は 、14 個 の 異 
な る 情報 の 中 か ら 、 同 時 に 3 つ を デア ィ スプ レイ に 表示 し て 見 る こと が 可 
能 で す 。 こ れ ら の 3 つの ディ スプ レイ は 、 航 法 ア ィ ス プレ イ 、 プ ライ マ 
リ ・ デ ィ ス プレ イ 、 セ カン ダリ ・ デ ィ ス プレ イ と 呼ば て ん て いま す 。 

航法 ディ スプ レイ : この ディ スプ レイ に は 、 常 に 自 艦 の 航法 関係 の 情 
報 が 表示 され て いま す 。 

プラ イマ リ ・ デ ィ ス プレ イ : 8 つの 画面 
の 中 か ら 、1 つ を 選択 し て 表示 きせ る こと 
が で きま す 。 

セカ ンダ リ ・ デ ィ ス プレ イ : $ つ の 画面 
の 中 か ら 、1 つ を 選択 し て 表示 させ る こと 
が で きま す 。 セ カン ダリ ・ デ ィ ス プレ イ 
の 表示 に は 、 プ ライ マリ ・ デ ィ ス プレ イ 
を 切り 替え る と 自動 的 に 呼び 出 き れる も 
の が あり ます 。 

セン サー 作動 条 : どの セン サー が 作動 
し て いる か を 、 以 下 の 略 号 で 表示 し て い 
ます 。 

A= ア クティ イプ ・ ソ ナー (Active Sonar) 

T= 曳 航 ソ ナー (Towed Array) 

R= レ ー ダ ー Radar) 

な お 、 パ ッ シ プ ・ ソ ナー は 常に 作動 し て いま す 。 ま た 、 艦 の 深度 が 
55 フ ィ ー ト 以下 に な る と 、E SM (電波 セン サー : Electronic Suppor 
Measures) は 自動 的 に 作動 し ます 。 こ れ ら の セン サー に つい て の 詳し い 
説明 は 、 別 項 の " センサー" を 読ん で 下さ い 。 

アコ ー ス ティ ッ ク ・ ボ リュ ー ム : 現在 自分 の 盤 が 発生 し て いる 雑音 の 
レベ ル で す 。 

口頭 報告 : 乗組 員 の 報告 や 、 あ な た の 命令 の 復唱 が ここ に 表示 され 
ます 。 





Mh 洋 


航法 
ディ スプ レイ 


航法 こそ 、 凌 水 解 の 様々 な 控 作 に お いて 、 最 も 基本 に な る も の で 
す 。 こ の 反 作 で 艦 の 針路 、 深 度 、 速 度 な ど を コン トロ ー ル し ます 。 
この ディ スプ レイ は 、 盤 が どの よう に 航行 し て いる か を 表示 する ゃ も 
の で す 。 

Heading (針路 ) : 艦 の 針路 を 表示 し ます 。 北 は 0' 、 東 は 90 、 南 
は 180' 、 西 は 270 と な り ま す 。 

Speed (速度 ) : 艇 の 速度 を ノッ ト (kts) で 表示 し ます 。"C" が 表示 
され て いる 場合 は 、 プ ロペ ラ の 回 転 に よっ て キャ ビ テ ーション (> 
ず ) が 発生 し て いる こと を 表し て いま す 。 こ の キャ ビ テ ーション は 
大 き な ノ イズ を 発生 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 深度 を 深く と る 
と 、 キ ャ ビ テ ーション の 発生 を お くら せる こと が で きま す 。 

Depth (RAE) : 艦 の 海面 か ら の 深度 を フィ ー ト で 表示 し ます 。 
矢印 は あな た の 艦 が 変 温 層 (hermallayery の 上 下 ど ちら に いる か を 表 
し て いま す 。 変 温 層 は 音 の 伝搬 を 妨げ る の で 届か ら 身 を 隠す の に 有 
効 で す 。 
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Rudder (Kø) : これ は 、 現 在 の 縦 能 の 状態 を 表し て いま す 。 
*STEADY" と いう 表示 の 場合 は 艦 が 直進 し て いる こと を 示し て いま す 。 
Planes (H4) :・ こ れ は 、 現 在 の 横 能 の 状態 を 表し て いま す 。 
"LEVEL" と いう 表示 の 場合 は 、 艦 が 一 定 の 深度 を 維持 し て いる こと を 
示し て いま す 。 
a 
航法 制御 針路 : 針 路 を 変更 する に は 、 針 路 設 定 キ ー を 押し ます 。 操 能 員 が 針 
路 を 尋ね て きま す の で 、000 か ら 360 ま で の 3 桁 の 数 字 を 入力 し て 下さ 
い 。 設定 する 針路 が 0' ~99 の 場合 は 、1 桁 また は 2 桁 の 数 字 を 入力 し 、 
リタ ー ン キー を 押し て も か まい ませ ん 。 
深度 ・ 深度 を 変更 する に は 、 居 度 設定 キー を 押し ます 。 控 能 員 が 深 
度 を 尋ね て きま す の で 、010 か ら 999 ま で の 3 桁 の 数 字 を 入力 し て 下さ 
い 。 操 艇 員 は 指示 され た 深度 に 浮上 また は 沈降 し ます 。100 フ ィ ー ト 以 
下 の 深 度 を 設定 する 場合 に は 、2 桁 の 数 字 を 入力 し 、 リ ター ン キ ー を 押 
し て も か まい ませ ん 。 
注意 : 現代 の 潜水 艦 は 、 決 し て 戦闘 中 に 海面 に 浮上 する こと は あり 
ませ ん 。 海面 を 航行 する こと は 、 多 く の デ アメ リッ ト こ そ あ れ 、 何 の メ 
リッ ト も な いか ら で す 。 海面 に 浮上 する こと は 、 降 伏 を 意味 し ます 。 
ハイ テク の 塊 で ある 原潜 を 手 土産 に 投降 する と いう こと は 、 国 家 に 対 
する 反逆 で す 。 こ の た め 、 戦 闘 中 に 許さ れる 最 浅 深 度 は 10 フ ィ ー ト に 
制限 され て いま す 。 
速度 : 艦 の 速度 を 変更 する に は 、 増 速 キ ー ま た は 減速 キー を 押し 
て 、 推 進 器 の 出力 を 調節 する こと で 行い ます 。 出力 は 0 一 6 の 7 段階 の 設 
定 が 可能 で す 。 
注意 : 直進 時 に 較べ 、 回 頭 中 や 艦 が 損傷 し て いる と き に は 、 速 度 が 
低下 し ます 。 
緊急 回 頭 : 採 能 員 に 針路 を 指示 する か わり に 、 緊 急 に 回 頭 命令 を 出 
すこ と も で きま す 。 こ れ は 敵 の 魚雷 を 回 避 す る と き に 効果 的 で す 。 取 
管 キ ー ま た は 面 能 キー を 押す と 、 縦 能 の 角度 を 5 づつ 変更 で きま す 。 
最大 15' まで 能 を 切る こと が で きま す 。 
水平 直進 : 針路 や 深度 の 変更 、 も し く は 緊急 回 頭 な どの 、 繰 艦 に 関 
する 全て の 命令 を 取消 す 場合 に は 、 水 平 直進 キー を 押し ます 。 こ の キ 
ー を 押す と 、 艦 は 現在 の 針路 、 深 度 を 維持 し ます 。 
無音 航行 : この キー を 押す と 、 盤 は 最小 速度 (4-ー6 ノ ッ ト ) ETH 
度 を 落と し 、 作 動 中 の 全て の アク ティ プ ・ セ ン サ ー を 停止 し ます 。 








戦術 この 画面 は 、 戦 術 デ ィ ス プレ イ ・ キ ー を 押す と 、 プ ライ マリ ・ デ ィ 
ディ スプ レイ スプ レイ 上 に 表示 され ます 。 こ こ で は 自 艦 と 、 そ の 時 点 で 追跡 可能 な 
全て の 目標 (敵艦 で ある 可能 性 が 高い ) の 相対 的 な 位置 関係 を 表示 し 
ます 。 こ の 画面 に は 8 つの 縮尺 (factorO~7) が あり 、 地 図 拡大 キー お 
よび 地図 縮小 キー を 押す こと で 、 そ の 倍率 を 変え る こと が で きま す 。 
この 画面 で 表示 され る 記号 の 意味 に つい て は 、 テ クニ カル ・ サ プル メ 
ント を 参照 し て くだ さい 。 
この 画面 の 使用 頻度 が 、 戦 闘 を 通じ て 最も 高い で し ょ う 。 なぜ な 
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ら 、 戦 闘 状 況 を 総合 的 に 眺め る た め に 最も 都合 の 良い 画面 だ か ら で 
す 。 
敵 能 船 は 、 ま ず 最 初 に 薄暗い 色 の シン ボル で 画面 上 に 現れ ます 。 こ 
の 時 点 で 、 正 確 に 知る こと の で きる 情報 は 、 目 棟 の 方 位 だ け で す 。 艇 
の セン サー が さら に 情報 を 集め る に つれ 、 大 艦 の 正確 な 位置 が 判明 
し 、 シ ン ボ ル の 色 も 変化 し ます 。 そ し て 、 目 標 が 水上 艦 な の か 、 ま た 
は 凌 水 邊 な の か を 見 分 け 、 最 終 的 に は 艦 種 、 速 度 、 針 路 ま で も 判明 し 
ます 。 目標 に 関す る アー タ の 信頼 度 が 十分 な 場合 は 、 画 面 上 に は 目標 
の 航跡 が プロ ッ ト さ れ ま す 。 何等 か の 原因 に より 、 目 標 を ロス ト ( 失 
探 ) し て し まっ た 場合 、 画 面 上 に プロ ッ ト さ れる 有 目標 の 座標 は 推定 位 
置 と な り 、 そ の 人 色 は 再び 薄暗く な り ま す 。 
画面 上 の 目盛 り は 、1 海 里 ( 約 2.000 ヤ ー ド : 1.832m) を 表し ます 
(た だ し 、 画 面 の 縮尺 が 、 フ ァ ク ター 0.1 の 場合 を の ぞ く ) 。 
水中 を 進む 魚雷 の 軌跡 は 、 敵 味方 の 区 別 な く 全 て 画面 に 表示 され ま 
す 。 へ リコ プター な ど 空 中 に 存在 する 目標 は 、 凌 望 続 深度 まで 浮上 し 
て レー ダー を 作動 きせ な いと 、 そ の 存在 を 知る こと は で きま せん 。 
注意 : 目標 に 関す る 情報 の 信頼 度 が 低い と 、 そ の シン ボル は 画面 上 
で (まる で 飛 ぴ 回 る よう に ) 出没 を 繰り 返し ます 。 こ の よう な 信頼 度 
の 低い 情報 を 絶対 的 に 信用 する と 命取り に な る こと が あり ます 。 情報 
収集 を 続け て 、 目 棟 に 関す る 情報 の 信頼 度 を 高め る よう に 努め て くだ 
さい 。 
マッ プ ・ オ ー バ ー レ イ : マッ プ ・ オ ー パ バ パー レイ ・ キ ー を 押す と 、 自 
分 の いる 海域 の 状況 を 、 重 ね て 表示 する こと が で きま す 。 こ の 表示 に 
よっ て 、 音 豆 吸 収束 、 深 度 、 結 水 の 状 況 な ど を 知る こと が で きま す 。 
音響 吸収 率 : 深い 海 で は (流水 の 有無 に 関わ ら ず ) オー バー レイ の 
表示 は 、 自 分 の 存在 する 海域 の 音 略伝 搬 の 状況 を 表し ます 。 ドット 
( 点 ) の 少な い (暗い ) 部 分 は 音 閣 吸収 率 が 低く 、 良 好 な 音 改 デー タ 
が 得 ら れる 領域 で す 。 ド ッ ト の 多い (明る い ) 部 分 は 音響 吸収 率 が 高 
く 、 こ の 領域 で の 音響 デー タ の 収集 は 困難 と な り ま す 。 
深度 : 浅海 で は 、 オ ー パ バ パー レ イ の 表示 は 深度 に 切り 替わり ます 。 こ 
れ は 海底 に 衝突 する こと を 防ぐ た めで す 。 画 
TACTICAL DISPLAY 面 上 の 数 字 は 100 フ ィ ー ト 毎 の 深度 を 表し て い 
ます 。 例え ば "3" と いう 表示 は 、 そ の 場所 の 水 
深 が 300 フ ィ ー ト し か な いこ と を 表し て いま 
Fo 一 般 に 、 海 中 に お ける 音響 の 伝播 は 、 水 
深 が 浅く な る ほど 悪く な り ま す 。 
` 結氷 ・ 氷 に 閉ざさ れ た 海 の 下 で 作戦 行動 を 
] 行う と き に は 、 オ ー バ パー レイ の 表示 は 氷 の 厚 
み (海中 部 分 の 深 さ ) に 切り 替わり ます 。 こ 
れ は 自 艇 や 魚雷 を 水 に 衝突 さき せな いた めで 
。 記号 の 意味 に つい て は 、 テ クニ カル ・ サ 
プル メン ト を 参照 し て くだ さい 。 な お 、 何 も 
表示 され て いな い 部 分 に も ゃ 、 お よそ 30 フ ィ ー 
ト の 厚 さ の 水 が 張 り 話 め て いる の で 、 こ の よう な 海域 で は ミサ イル は 
使用 で きま せん 。 





I UDALOY 
{C SHIP | 
eee 0 
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セン ダー 





セン サー は 目標 を 発見 し 、 追 跡 す る た め の 装 置 で す 。 パ ッ シ リ ヴ ( 受 
動 ) セン サー は 目標 の 発生 する 信号 ( 音 や 電波 ) を 受信 し て 目標 を 探 
知 し ます 。 ア クティ ヴ (能動) セン サー は 、 自 分 か ら 信号 を 発射 し 、 
その 反射 信号 を 受信 し て 目標 を 探知 し ます 。 パ ッ シ ヴ ・ セ ン サ ー は 常 
に 作動 し て いま す が 、 ア クティ ヴ ・ セ ン サ ー は そう で は あり ませ ん 。 
な ぜ な ら 、 ア クティ ヴ ・ セ ン サ ー の 探知 能力 は パッ シ ヴ ・ セ ン サ ー よ 
り 優 れ て いる の で す が 、 信 号 を 出す こと で 自分 の 存在 や その 仁 置 を 、 
敵 に 知ら せる こと に な る か ら で す 。 

セン サー の 得 た 様々 な 情報 は 、 コ ンピュータ に よっ て 送 次 処理 さ 
れ 、 デ ィ ス プレ イ 上 に 刻々 と 表示 され ます 。 仮に 、 分 析 結 果 の 信頼 度 
が 低く て も 、 暫 定 的 な 情報 と し て 表示 され る の で 、 注 意 が 必要 で す 。 





この 画面 は 、 セ コン ダリ ・ デ ィ ス プレ イ に 表示 され 、 コ ンタ クト コン タク ト 
(接触 ) し て いる 目標 動静 分 析 (TMA : Target Motion Analysis) を 提 (接触 ) 
供し ます 。 ディ スプ レイ 


コン タク ト ・ キ ー を 押す と 、 現 在 接触 し て いる 目標 に 関す る セン サ 
ー の と ら え た 情報 が 表示 され ます 。 複数 の 目 様 と 遭遇 し て いる 場合 
は 、 再 び こ の キー を 押す こと で 、 次 の 目標 に 関す る 情報 に 切り 替え る 
こと が で きま す 。 戦術 ア ィ スプ レイ 上 の シン ボル の 中 央 の 点 が 点滅 し 
て いる 有 目標 が 、 現 在 情報 を 表示 し て いる 目標 と な り ま す 。 
表示 の 説明 

CONTACT (接触 目標 ) : ここ に は 接触 し た 目標 の 盤 種 が 表示 され ま 
す 。 情報 が 不足 し て お り 、 全 く 判 別 不能 な 場合 は 空白 が 、 水 上 和 能 (SHIP) 
か 潜水 艦 (SUB) が 判別 可能 の 場合 に は 、 そ の よう に 表示 され ます 。 
"CONTACT" の 文字 の 明る さ は 、 そ の 目標 を 追跡 中 ( 明 ) か ロス ト し た 
( 暗 ) か を 表し ます 。 

BEARING (方 位 ) : 目標 の 方 位 を 表し て いま す 。 方 位 は 自 艦 の 針路 
に 関係 な く 、 自 分 か ら 見 て 、 北 を 0' と し て あり ます 。 SOL 87% 

SIG/SNSR (SIGNAL/SENSOR : 信号 ノ セ ン サ ー) : ここ に は 2 っ の |ICRS/SPD 
値 が 表示 され て いま す 。 左側 に 示さ れ て いる 値 は 、 目 棟 の 発する 信号 |001 25 
の 受信 レベ ル を 示し て いま す 。 数字 の 後ろ に 表示 し て ある アル ファ IRANGE 全 
ベッ ト は 、 最 も 効率 よく 受信 し て いる ソナ ー の 種類 を 表し て いま す 。 34 KYDS 
(A= ア クティ プ ・ セ ン サ ー、P= パ ッ シ プ ・ セ ン サ ー、T= 昌 航 ソ ナ 
ー、R= レー ダー) 

受信 レベ ペル が 8 以上 に な ら な いと 目標 を 発見 で きま せん 。 し か し 、 一 
度 発 見 し た 目標 に つい て は 、 受 信 レ ベ ペル が 0 以上 で あれ ば 追跡 が 可能 で 
す 。 受信 レ ベル が マイ ナス に な る と 、 目標 を ロス ト し て し まい ます 。 

右側 の 値 は 、 目 標 の 装備 チ する セン サー の うち 、 最 も 感度 が 良い で あ 
ろう と 想像 さん る セン サー の 受信 レベ ル と その 種類 を 表し ます 。 こ れ 
は 、 晶 標 の 艦 種 が 判明 し た と き に の み 表 示さ れ ま す 。 こ の 値 が 8 以上 に 
な っ た 場合 、 あ な た の 艦 は その 目標 に 発見 され た と 予想 され ます 。 
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SOL (SOLUTION : 情報 信頼 度 ) : この 値 は 、 収 集 し た アー タ の 信 
頼 度 を 表し て いま す 。 最大 値 は 99% で す 。 

CRS/SPD (COURSE/SPEED : 的 針 ノ 的 速 ) : 目標 の 針路 と 速度 を 表 
LET. 情報 の 信頼 度 が 低い と 、 これ ら の 値 は 表示 きれ ませ ん 。 
RANGE (距離 ) : 目 標 ま で の 距離 を 表し ます 。 例え ば 、 こ の 値 が "8" の 
場合 、 目 標 は 8k ヤー ド 離 れ て いる こと を 示し て いま す 。 ま た 、 そ の 右 
の 矢印 は 、 目 標 が 変 温 層 の 上 下 ど ちら に 存在 する か を 示し て いま す 。 








海中 音響 海中 音響 セン サー すなわち ソナ ー(Sound Navigation and Ranging) は 、 
セン サー 目標 が 発する 音 を 探知 し て 、 目 標 を 発見 し ます 。 こ の セン サー は 深度 
に 関係 な く 使用 で きま す 。 

(P) パ ッ シ ヴ ・ ソ ナー(Passive Sonar): この セン サー は (被弾 に よる 
損傷 が な けれ ば ) 常に 作動 し て いま す 。 パ ッ シ ヴ ・ ソ ナー は 目標 の 方 
位 を 非常 に 正確 に 測る こと が で きま す 。 ま た 、 目 標 の 発する 音 紋 か ら 
艦 種 を 割り 出す こと ゃ も 可能 で す 。 ひ と た び 艦 種 が 判明 する と 、 そ の 周 
波数 や 音量 か ら 目 標 の 速度 、 針 路 、 距 離 に 関す る 値 を 得る こと も で き 
ます 。 

(T) 曳 航 ア レイ ・ ソ ナー(Towed Array)・ 曳航 アレ イ ・ ソ ナー と は 、 ハ 
イド ロフ ォ ン (水中 聴音 器 ) を 数 百 メ ー ト ル の ワイ ヤー に 、 一 定 間隔 
で 配列 (アレ イ ) し た も の で 、 凌 水 艦 は これ を 曳航 し な が ら 音 響 デ ー 
タ を と ら え ます 。 ハ イド ロフ ォ ン が と ら え た 音響 デー タ は 、 コ ン ピ ュ 
ー タ に よっ て 処理 され 、 目 様 に 関す る か な り 正 確 な 情報 を 提供 し ま 
す 。 ワ イヤ ー を 曳航 する と いう 構造 的 な 特徴 か ら 、 こ の ソナ ー は 直進 
また は 緩い カー プ を 描い て 航行 し て いる と き に の み 、 そ の 能力 を 発揮 
し ます 。 急 な 回 頭 や 高速 回 頭 を 行う と " LUN” kinks)?” ムチ 振り 現 
象 ”(whiplash) が 生じ 、 音 響 の 受信 が 不能 に な り ま す 。 同様 に 、 艦 が 完 
全 に 停止 し て いる と 、 ワ イヤ ー が た る ん で し まい 正確 な 測定 が で き な 
く な り ま す 。 こ の ソナ ー を 充分 に 機能 させ る た め に は 4 一 5 ノッ ト の 低 
速 で 航行 する 必要 が あり ます 。 こ の ソナ ー の 長所 は 、 ワ イヤ ー が その 
重み に よっ て 、 自 艦 よ り も 若干 深い と ころ を 曳航 きれ る の で 、 変 慢 層 
の 上 に いな が ら 変 温 層 の 下 の 目 標 を 捜索 する こと が で きる こと で す 。 

(A) ア クティ ヴ ・ ソ ナー(Active Sonar): アク ティ ヴ ・ ソ ナー・ キ ー 
を 押す と 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー を 作動 停止 する 事 が で きま す 。" E 
ン (PING : 探 信 音 ) "を 1 回 打つ と 、 目 標 の 正確 な 方 位 と 距離 が 判明 し 
ます 。 複数 回 の 発信 で 、 目 標 の 針路 ・ 速 度 も ゃ 判明 し ます 。 し か し 、 ピ 
ン の 発信 は 、 瑞 盤 に こち ら の 位置 を 申 する こと に つなが り ま す 。 ま 
た 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー の 有効 探知 距離 が 、 パ ッ シ ヴ ・ ソ ナー で や 有 昌 航 
アレ イ ・ ソ ナー に 較べ る と か な り 短 いこ と も 、 そ の 欠点 の 1 つ で す 。 

バッ フル (The Baffles) : あな た の 艦 が 通過 し た あと に は 、" バッ フル 
Baffles)” と 呼ば れる 、 音 響 伝播 の 悪い 領 城 が つく られ ます 。 こ の パッ 
フル に つい て 詳し いこ と は P49 を 参照 し て くだ さい 。 

パッ シ ヴ ・ ソ ナー や アク ティ ヴ ・ ソ ナー は 、 パ ッ フ ル の 中 で は 全く 
機能 し な く な っ て し まい ます 。 た だ し 、 曳 航 ア レイ ・ ソ ナー は 、 パ バッ 
フル の 下 の 領 域 を 通過 し て お り 、 さ ら に 艦 尾 か ら 剖 く は な れ て いる の 
で 、 こ の 影響 を 受け ず に 機能 し ます 。 
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セン サー 一 覧 


種類 アク ティ ヴ ・ ソ ナー 

媒体 ノ 信 号 水 グ 音 

長所 ・1 回 の 発信 で 、 目 標 の 方 位 と 距離 を 探知 する こと が 可能 
・ 複 数 回 の 発信 で 、 よ り 詳 細 な 情報 が 得 ら れる 

短所 ・ 有 効 採 知 距離 外 に 存在 する 敵 に も 、 自 艦 の 位置 を 知ら れる 可能 性 が ある 
・ 態 が 停止 し て いる と き に 最も 探知 能力 が 高い 
・ 有 効 角度 300' 


種類 パッ シ ヴ ・ ソ ナー 
媒体 信号 水 グ 音 
長所 ・ 聴 音 の み で 、 自 艇 の 位置 を 知ら れ な い 
・ 目 標 の 方 位 が すばやく 判明 する 
・ ア クティ ヴ ・ ソ ナー より 、 有 効 採 知 距離 が 大 きい 
短所 ・ デ ー タ の 収集 に 時 間 が か か る 
・ 距 離 を 測定 する の が 困難 
・ 艦 が 停止 し て いる と き に 最も 探知 能力 が 高い 
・ 有 効 角 度 300' 


種類 曳航 アレ イ ・ ソ ナー 

媒体 ノ 信 号 水 グ 音 

長所 ・ ア クティ ヴ 、 パ ッ シ ヴ ・ ソ ナー より も 有効 探知 距離 が 大 きい 
・5 ノ ッ ト で 航行 中 の 時 、 最 も 探知 能力 が 高い 
・ 全 方 位 を 探索 可能 

短所 ・ 急 回 頭 時 、 高 速 航行 時 に は 機能 し な い 
・ 態 が 停止 し て いる と き に は 機能 し な い 


種類 アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー 
媒体 グ 信 号 空気 電波 
長所 ・ 航 空 機 や ミサ イル を 発見 する に は 最適 か つ 唯 一 の セン サー 
・E SM と 同じ 有効 探知 距離 を も つ 
・ 探 知能 力 に 、 艦 の 速度 に よる 影響 が な い 
短所 ・ 周 辺 に いる 航空 機 、 艦 船 、 潜望鏡 深度 の 潜水 艦 に 自 艦 の 位置 を 曇 器 する 


種類 E SM レー ダー 受信 機 

媒体 ノ 信 号 空気 電波 

長所 ・ 受 信 の み で 、 探 索 信号 を 全く 出さ な い 
・ レ ー ザ ー 潜 望 鏡 や 、 音 を 媒体 を する セン サー より も 探知 距離 が 大 きい 
・ 探 知能 力 に 、 艦 の 速度 に よる 影響 が な い 

短所 ・ マ スト を 水上 に 加 出 する こと に より 、 自 艦 の 位置 を 時 丸 する 
・ ア クティ ヴ ・ レ ー ダ ー を 使用 し て いな い 潜水 艦 は 発見 で き な い 
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種類 潜望鏡 (レー ザー 測 距 備付 き ) 


媒体 信号 空気 ノ 光 線 


長所 ・ 全 く 信 号 を 出さ な い 
・ 困 難 で は ある が 、 航 空 機 の 追跡 が 可能 
・ 探 知能 力 に 、 艦 の 速度 に よる 影響 が な い 

短所 ・ 潜 望 鏡 を 水上 に 有吉 出す る こと に より 、 自 艦 の 位置 を 野宮 す る 
・ 探 知 距離 が 小さ い 





海中 環境 


ソナ ー 能 力 比較 








この 画面 で は 海中 の 垂直 断面 図 が 表示 され 、 海 中 の 状況 を 見 る こと 
が で きま す 。 ま た 、 こ の 画面 に は ( 自 ・ 敵 ) 潜水 艦 の 深度 も 表示 され 
る の で 、 ソ ナー の 効果 を 判断 する の に も 有効 で す 。 こ の 画面 は 、 海 中 
環境 表示 キー を 押す ナ こ と に より 、 プ ライ マリ ・ デ アデ ィ ス プレ イ に 表示 さ 
れ ま す 。 

Transmission Index (音響 伝搬 指数 ) :・ こ の 地点 の 音響 伝搬 の 状態 を 
表し て いま す 。 こ の 値 が 大 きい ほど 音 敬 伝搬 が よい こと を 表し て いま 
す 。 

Ambient Noise (周辺 雑音 ) : この 地点 の 、 海 中 の 雑音 レベ ル で す 。 
雑音 レベ ル が 高い と 、 ソ ナー の 能力 が 低下 し ます 。 

Surface Duct (表面 層 ダ クト ) : 表面 層 グ クト で は 、 変 温 層 と 水面 の 
間 で 反射 が 起こ り 、 音 響 の 伝搬 が 良く な り ま す 。 こ の 値 が 大 きい ほど 
表層 内 に お ける 音 敬 伝搬 が 良く な り ま す 。 

Thermal Layer ( 変 温 層 ) : 変 温 層 は 、 こ れ を 横切る 音 の 伝搬 を 妨げ 
る 働き が あり ます 。 変 温 層 が 強い ( 表 必 と 変 温 層 の 下 の 層 と の 温度 差 
が 激しい ) ほど 、 音 故 伝 搬 は 悪く な り ま す 。 変 温 層 の ある 深度 は 、 場 
所 に よっ て 様々 で す 。 海中 環境 と 音響 伝搬 の 関係 に つい て は 、 第 2 章 
の " ソナ ー・ セ ン サ ー" (P46 一 32) の 項目 に 詳細 な 説明 が あり ます 。 


ソナ ー 比 較 キ ー を 押す と 、 自 艦 と 現在 追跡 中 の 目標 と の ソナ ー の 探 
索 能力 を 比較 し て 、 プ ライ マリ ・ デ ィ ス プレ イ に 表示 し ます 。 複数 の 
目標 が 存在 する 場合 に は 、 コ ンタ ク 

/” ACOUSTICCONDITIONS  ] ト ・ キ ー を 押す と 、 次 の 目標 に 切り 
| 替え る こと が で きま す 。 こ の 画面 

BACA nr, este . は 、 セコ ンダ リ ・ デ ィ ス プレ イ に 表 

UDALOY 


示さ きれ る コン タク ト ・ デ ィ ス プレ イ 
の "SIG/SNSR" に 表示 され る 数 値 の 詳 
MTH, 6 本 の ゲー ジ は 上 か ら 順 に 、 
BROTIT AI, RIV, Bi 
Yt., RIED TIF AI KRY 
ヴ 、 上 曳航 ソナ ー の 受信 レベ ル を 表し 
て いま す 。 

レベ ペル ゲー ジ は 、 受 信 レ ペル が 0 以 
下 の 場 合 に は "UNDETECTABLE" 
(探知 不能 ) の 領域 に 、0~7 の 場合 
は "TRACKING RANGE” (追跡 可能 ) に 、8 以 上 の 場合 は "DETECTION 
THRESHOLD" (探知 可能 ) の 領域 に 表示 され ます 。 
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また 、 レ ベル ゲー ジ は 、 作 動 中 の 物 は 明 
る い 色 で 、 そ う で な いも の は 暗い グレ ー 
で 表 さ れ ま す 。 こ の 画面 で 表示 され る 情 
報 は 、 海 中 環境 や 、 深 度 、 距 離 、 パ ッ フ 
ル 等 の 影響 に より 刻々 と 変化 し ます 。 





SONAR ANALYSIS 


SONAR DETECTION ANALYSIS 
TARGET CLASS: UDALOY 


$i 
Pa 
TOWED 


MIE 
PA pot D 
TOWED 
> H = 


TRACKING 
RANGE 











TOBMTHh, HALTODEET- 9 CREMOT-IFITAN 音 紋 解析 


と の 比較 を 行い ます 。 通常 は ソナ ー 員 が この 仕事 を こなし て いま す 


が 、 経 験 を 積ん だ 艇 長 な ら ば 、 ソ ナー 員 よ り も すばやく 艦 種 を 見 分 け 
られ る で し レ しょう 。 ま た 、 難 易 度 が 最上 級 に 設定 され て いる 場合 は 、 秀 


長 自身 が 艦 種 を 特定 する 必要 が あり ます 。 


音 紋 解析 キー を 押す と 、 プ ライ マリ ・ デ ィ ス プレ イ に 英 艦船 の 音響 
パタ ー ン ファ イル と 現在 受信 中 の 音響 パタ ー ン が 表示 され ます 。 受信 
し て いる 音響 パタ ー ン に 該当 する 散 艦 船 の 音響 パターン を 居 択 し て そ 
の 第 種 を 特定 する た め に 組 種 選択 キー を 押し 、 鉢 種 決 定 キ ー を 押し 
て 比較 を 実行 し ます 。 も し 、 あ な た の 判断 が 正しかっ た 場合 に は 目標 
の デー タ 解 析 率 が 上 昇 し 、 コ ンタ クト の 表示 に 艦 種 も 加え られ ます 。 





、 < る この OO 〇 一 スー の mO 〇 ち 





IFOXTR NI EEKE V 
| EMOSKVPI B EBIKIROV 
B IKARA R 
| B UDALOT 


1 | KREST 





(上 級 者 向け ) 
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ソナ ー の 探知 能力 に 影響 する 要因 





要因 探知 能力 へ の 影響 

SEAM 自 艦 お よび 目標 周辺 の 音響 吸収 率 が 高い と 、 探 知能 力 
は 低下 する . 

海面 雑音 海面 の 雑音 が 大 きい と 、 海 面 上 また は 海面 付近 の 目標 
は 探知 が 困難 に な る . 自 艦 が 海面 付近 に いる と きも 同 
th. 海面 雑音 は 結 水 海 が 最も 小さ く 、 流水 海 が 最も 大 
きい . 

表面 層 ダ クト 自 艦 と 目標 の 両方 が 表層 の 中 に いる 場合 、 探 知能 力 が 
向上 する 。 

変 温 必 自 艦 と 目標 の 問 に 変 温 層 が ある 場合 、 探 知能 力 が 低下 
TS. 

水深 水深 が 浅い ほど 音響 伝播 は 惹く な り 、 探 知能 力 が 低下 
する . 

結氷 海中 部 分 の 突起 が 大 きい と , 探知 の 障害 と な る . 


距離 目標 まで の 距離 が 大 きく な る と 、 探 知 が 困難 に な る . 

目標 の 方 位 角 目標 が 探知 側 に 減速 を 向け て いる と 、 わ ず か に 探知 感 
度 が 上 が る . 

目標 の 速度 目標 の 速度 が 大 きい と 。 機関 Ny DIL, eH EF 
ショ ン 等 の 雑音 の 発生 が 増加 し, 探知 が 容易 に な る . 

目標 の 静粛 性 目標 の 静 腐 性 が 高い ほど 。 探知 が 困難 に な る . 


自 能 の 速度 速度 が 大 きい と 雑音 の 発生 が 大 きく な り 、 探 知能 力 
は 低下 する . 

BENDHA 機関 等 の 雑音 が 小さ いと 、 探 知 装 置 に 及ぼ す 悪 影響 は 
小さ い . 

ソナ ー の 性 能 新しい 装置 ほど 、 探 知能 力 は 高い . 





水上 セン サー 以下 で 述べ る 各種 の セン サー は 、 普 段 は セイ ル (SR) に 格納 き 


(上 級 者 向け ) ん て いる マス トド 取り 付け られ て いま す 。 潮 望 鏡 と マス ト の 高 さ は 6 
0 フィ ー ト あり 、 展 張 時 に は 最大 まで 揚げ られ る の で 、 水 上 部 分 の 高 
さ は 艦 の 深度 で 調整 され ます 。 例え ば 、 艦 が 45 フ ィ ー ト の 深度 に ある 
CRSA (TAE) は 15 フ ィ ー ト が 海上 に 出 て いる こと に な り 
ます 。 
これ ら の セン サー は 、 水 上 に 出 て いな けれ ば その 機能 を 発揮 し ませ 
ん 。 し か し な が ら 、 水 上 に これ ら の セン サー を 露出 する こと は 、 和 角 を 
発見 され る こと に つなが り ま す 。 潜 望 多 (マス ト ) を 高く 揚げ れ ば 掲 
げ る ほど 、 捜 索 範 囲 は 広がり ます が 、 人 危険 も 大 きく な り ま す 。 し た 
が っ て 、 賢 明 な 艦長 は これ ら の セン サー を 本 当 に 必要 な と き に 短 時 間 
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だ け 使 用 し 、 使 用 後 は すばやく その 海域 を 脱出 する よう に し ます 。 

E S M(Electronic Support Measure): ESM と は 、 マ スト の 先端 に 
取り 付け られ た 、 感 度 の 良い パッ シ ヴ 方 式 の セン サー で す 。 敵 の 水上 
艦船 や 航空 機 の 発信 する レー ダー 波 を 受信 し て 、 そ の 方 位 や 距離 を 探 
知 し ます 。E SM は 艦 の 深度 が 53 フ ィ ー ト 以下 の と き 自 動 的 に 機能 し 
ます 。 マ スト を 高く 揚げ る ほど より 遠く の 敵 の レー ダー 波 を 受信 する 
こと が で きま す が 、 マ スト を 海上 に 出し て いる 以上 、 こ れ を 英 に 発見 
され る 危険 性 が あり ます 。 

(R) ア クティ ヴ ・ レ ー ダ ー : アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー・ キ ー を 押す こ 
と で 、 水 上 探 束 用 アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー の 作動 停止 を 切り 替え ま 
す 。 この レー ダー も ESM と 同様 に 、 マ スト の 先端 に 取り 付け られ て 
お り 、 水 上 に 出 て いる と き に の み 機 能 し ます 。 ア クティ ヴ ・ レ ー ダ ー 
は 、 水 上 艦 比 、 ヘ リコ プター、 飛 翔 中 の ミサ イル な どの 存在 と 正確 な 
位置 を 明らか に する こと が で きま す 。 有効 探 索 距離 は 、 水 上 に 出 た マ 
スト の 高き に より 変化 し ます 。 

また 、 ア クティ ヴ ・ レ ー ダ ー は 、E SM マス ト を 水上 に 赴 出 し て い 
る 敵 潜水 艦 を 発見 する こと も 可能 で す 。 

潜望鏡 と レー ザー 測 距 億 : 潜望鏡 ・ キ ー を 押す と 、 攻 撃 用 鞭 望 続 で 
周囲 の 状態 を 見 る こと が で きま す 。 画面 の 下 の に は 潜 望 銘 の ビデ オ 画 
像 と 、 方 位 、 そ し て 目標 を 発見 し た 場合 に は 距離 (単位 ・ ヤード ) が 
表示 きれ ます 。 こ の 距離 は 、 潜 望 鏡 に 内 蔵 き れ た レー ザー 測 距 儀 で 
測っ た も の で す が 、 測 距 用 レー ザー の 照射 で こち ら の 位置 を 相手 に 知 
られ る こと は あり ませ ん 。 コ ンタ クト ・ キ ー を 押す と 、 自 動 的 に 目 欄 
の 存在 する 方 位 に 潜望鏡 を 向け る こと が で きま す 。 複数 の 目標 が 存在 
する 場合 に は 、 こ の キー を 押す こと に より 他 の 目標 の 方 に 潜 望 続 を 向 
ける こと が で きま す 。 ま た 、 マ ニュ アル 操作 に よ り 周 囲 を 見 回 すこ と 
も で きま す 。 し か し な が ら 、 マ ニュ アル 探 作 は 時 間 の 浪費 で し か あり 
ませ ん 。 潜望鏡 映像 識別 キー を 押す と 、 潜 望 続 の 捉え た ビア オォ 映 像 デ 
ー タ と 敵艦 船 の 映像 デー タベース を 比較 し て 、 燃 種 を 識別 し ます 。 
注意 ・ 潜望鏡 の 最大 探索 距離 は レー ダー の それ に 較べ る と 小さ い の 
で 、 浴 望 鏡 で 目標 を 発見 で きた と いう こと は 、 藻 望 錯 を 敵 の レー ダー 
に 発見 され た 可能 性 が ある こと を 示し ます 。 


ON 


潜望鏡 (レー ザー) 、E SM、 ア クティ ヴ ・ レ ー ダ ー な どの 探索 距離 地球 表面 の 
は 、 す べ て 水 に よっ て 所 られ て し まい ます 。 な ぜ な ら ば 、 地 球 の 表面 の カー ブ の 影響 
カー ブ に よっ て 遠 距離 の 敵 は 見 通せ な く な っ て し まう た めで す 。 よ り 僅 
く の 目 標 を 発見 する た め に は 、 マ スト を より 高く 海上 に 出さ な けれ ば な 
り ま せん 。 そ れ で は 図 を 見 て くだ さい 。 潜水 艦 の マス ト が A の 高 さ まで 
揚がっ て いる と き に は 、 敵 艦 A を 発見 する こと が 可能 で す 。 し か し 、 こ 
の 時 敵 能 B を 発見 する こと は で きま せん 。 敵艦 B を 発見 する た め に は 、 
マス ト を BB の 高 さま で 揚げ な けれ ば な り ま せん 。 可視 光線 や レー ザー 光 
線 は 完全 に 直進 し ます が 、 レ ー ダ ー 波 は 地球 の 表面 に に 沿っ て わずか に 
曲がる た め 、 も う 少 し 遠く の 目標 を 探知 する こと が で きま す 。 
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マス ト の 高 さと 最大 探知 距離 


潜水 艦 の 深度 


ki 


レー ダー の 探知 距離 レー ザー、 可 視 光 線 の 探知 距 


5 kyds 2.5 kyds 
20 kyds 10.0 kyds 
35 kyds 17.5 kyds 
100 kyds 50.0 kyds 


上 の 表 は お お ま か な 潜 水 艦 の 深度 と 最大 探知 距離 の 関係 で す 。 深 度 が 小 
さく な る に つれ 、 マ スト は より 高く 水上 に で る た め 、 探 知 距離 は 大 きく 
な り ま す 。 レーダー の 探知 距離 は 、E SM、 ア クティ ブ ・ レ ー ダ ー の い 


ずれ に も 適用 で きま す 。 


デー タベース = 同 面 に より 、 項 艦 船 に 関す る 情報 を 得る こと が で きま す 。 





| PERISCOPE VIDEO 





BEARING 158 


RANGE: 23800 














デー タベース ・ キ ー を 押す と 、 ア デー タベース 
に 収録 され て いる 艦 種 名 が 表示 され ます 。 デー 
タ を 参照 したい 盤 種 を 選択 し 、 艇 種 選択 キー を 
押し て くだ さい 。 

表示 内 容 : アー タベース は 、 マ ニュ アル 第 3 
章 " リフ ァ レ ンス ・ マ ニュ アル " (P71~93) を ま 
と め た も の で す 。 

"Weapon Systcms" に は 、 そ の 艦 の 搭載 する 対 
潜 兵 器 が 表示 され ます 。SS-N-14 と SS-N-16 は 、 
弾頭 部 分 に ホー ミン グ 魚 雷 を 搭載 し た 対 洪 ミサ 
イル で す 。 対 潜 ヘ リコ プター は ソノ プイ と ホー 


ミ SY PREORA RL TORT, R BU 無 誘導 対 薔 ロケット ラン 


ー は 一 度 に 多数 の ロ 
PR 
す 。 た だ し 、RUB の 射 
程 距離 は 23 ヤー ド で 
す 。 

“ASW Sonar Suite" t< 
は 、 そ の 艦 の 搭載 する ソ 
ナー の タイ プ を 表示 し て 
いま す 。 低 周波 ソナ ー 
は 、 船 体 に 装着 し て ある 
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「 DATA BASE: UDALOY y 


F n men: ーー デー 
TYPL ASW DESTROYER 
DISPLACEMENT 6400 

MAXIMULE SPEED 36 KNOTS 


WEAPONS SYSTEMS: 
WIKE-GUIDED TORPEDOES 
Sty AGW ASSILE 


s HELIX ASW HELICOPTER 

ASW SONAR SUITE: 

1F HULL-MOUNTED ACTIVE 

LF E -MOUNTED PASSIVE 
TOWED VARIABLE-DEPTH 


SOUNDLFVEL 36 AV VERY NOISY 


ある 他 の ソナ ー よ りゃ 高 性 能 で す 。 さ ら に 、 こ れ ら の ソナ ー に は 、 変 
温 層 の 下 に いる 英 も 探 各 で きる と いう 長所 が あり ます 。 
"Sound Level'" に は 、 そ の 組 の 発生 する 雑音 の レベ ル が 表示 され ます 。 


洋 艦船 に 損害 を 与え 、 こ れ を 撃沈 する た め に は 、 放 撃 兵器 を 使用 し と ma 
な けれ ば な り ま せん 。 全て の 兵器 は " 頭脳" を 持っ て いま す 。 ホ ー ミ 
ング ・ シ ステ ム は 、 予 め 設定 し た 地点 で 活動 を 開始 し 、 そ こ か ら 先 は 
この 兵器 自身 の 目 で 前 方 90 の 円 雛 内 に 存在 する 敵 を 探し だ し 、 最 も 近 
いも の を 攻撃 し ます 。 詳細 は 、 第 2 章 の " 兵器 と 攻撃 " (P52ー3 の の か 、 ま 
た は 第 3 章 の " TA") HAKERA (P64 一 66) を 参照 し て くだ さき 
Vo 

水 と ミサ イル : 対 艦 お よび 対 潜 ミ サイ ル は 水中 で 発射 され 、 空 中 へ 
飛び 出し ます 。 流 水域 で は 、 こ れ ら の 兵器 が 水面 か ら 飛 び 出 す 際 に 氷 
片 に 衝突 する 可能 性 が 23-50% も あり ます 。 も し 衝突 し た 場合 は 、 当 
然 な が ら ミ サイ ル は 爆発 し て し まい ます 。 こ の こと は シー ラン ス の 人 鋼 
雷 弾 頭 が 設定 作動 地点 に 到達 し 、 水 中 に 再 突 入 する 場合 に も 問題 と な 
り ま す 。 ス ティ ン ガ ー の 発射 マス ト も 同様 な 問題 を 抱え て いま す (た 
だ し 、 マ スト 自体 が 破損 する こと は 和希 で ある ) © 

結 水 海 で は 、 ミ サイ ル は 確実 に 水 に 衝突 し て し まい ます 。 し か し な 
が ら 、 戦 術 ア ディス プレ イヤ や 海洋 環境 表示 を 使用 し て まわ り の 海域 を 詳 
細 に 調べ て 、 わ ず か な 氷 の 切れ 目 を 発見 し 、 こ の 切れ 目 を 利用 し て ミ 
サイ ル を 発射 する こと は 可能 で す 。 ま た 、 シ ー ラ ンス の 作動 地点 を こ 
の 氷 の 切れ 目 に 設定 する こと も 、 あ る い は 可能 で し ょ う 。 


この 画面 は 、 セ カン ダリ ・ デ ィ ス プレ イ に お いて 、 現 在 の 発射 管 の 
装填 状態 と 兵器 の 残 量 を 表示 し ます 。 

現在 の 装填 状態 を 確認 する : 兵器 確認 キー を 押す と 、 現 在 、 発 射 管 
に 装填 され て いる 兵器 の 状態 が 表示 され ます 。 もう 1 度 押 す と 、 兵 器 
の 残 量 が 表示 きれ ます 。 

発射 管 に 装填 する : 発射 管 が 未 装填 の 場合 は 、 兵 器 の 装填 は 次 の 手順 
で 行い ます 。 

1. 兵器 装填 キー を 押し な が ら 、 

2 . 装填 する 兵器 の 兵器 選択 キー を 押す 。 

な お 、 空 の 発射 管 は 、 常 に 番号 順に 装填 され ます 。 ま た 、 兵 器 選 択 
キー に は 4 種類 の キー が あり ます 。 

装填 され て いる 兵器 を 変更 する : すでに 兵器 が 装填 され て いる 発射 
管 に 、 別 の 兵器 を 装填 する 場合 は 、 以 下 の 手順 で 行い ます 。 

1 . 兵器 装填 キー を 押し な が ら 、 

2. 新た に 装填 する 兵器 の 兵器 選択 キー を 押し て 、 

3 . 装填 する 発射 管 の 番号 の キー を 押す 。 

この 手順 を 行う 前 に は 、 発 射 管 の 装填 状態 を 前 も っ て 知っ て お く 必 
要 が あり ます 。 

注意 : VLS (垂直 発射 管 ) は ロサ ン ゼ ルス ( 改 ) 級 に の み 装 備 さ 





25 


れ て お り 、 こ の 発射 管 の 装填 ノ 引 出し は 、 入 港 時 に し か 行え な いこ と 
に 注意 し て くだ さい 。 

多く の アメ リカ 海軍 の 攻撃 潜水 艇 は 4 本 の 魚雷 発射 管 (最新 鋭 の シー 
ウル フ 級 は 8 本 ) を 装備 し て いま す 。 和 発射 管 に 装填 され た 兵器 に は 、 央 
に #1 か ら #4 ま た は #8 と いう 番号 が つけ られ ます 。 

ステ ィ ン ガ ー・ ミ サイ ル は 、 選 択 し た 潜水艦 に 装備 され て いる 場合 
(年 代 に 依存 する ) に は 、 い つ で $ 発 射 可能 な 状態 に あり ます 。 
兵器 の 補給 : 発射 管 に 装填 され て いる 兵器 と 魚雷 発射 管 室内 に 残っ 
て いる 兵器 が 、 あ な た の 持つ 兵器 の 全て で す 。 訓練 シナ リオ や 戦闘 シ 
ナリ オ で は 兵器 を 補給 する こと は あり ませ ん が 、 キ ャ ン ペ ー ン ・ シ ナ 
リオ に お いて は 、 ス コッ トラ ンド の ホー リー・ ロ ッ ホ に 帰港 し て 、 兵 
器 を 補給 する こと が 可能 で す 。 


兵器 装備 一 覧 
名 称 配備 年 度 目標 弾頭 速度 射程 距離 誘導 方 法 
(kts)  (Kyds) 
Mark48 1984 潜水 艦 , 大 型 40,55 0-40 有線 誘導 
KEK PAP ホ ー ミ ング 
自己 探索 
Mark48 1988 潜水 艦 , 大 型 40,60 0-40 有線 誘導 
(ADCAP) KEK PAP ホ ー ミ ング 
自己 探索 
Mark48 1996 xk, 大 型 4060 0-40 ワイ ヤー 
(Swimout) 水上 艦 PAP ホ ー ミ ング 
自己 探索 


ハー プー ン 1984 AEE PH 560 6-120 PAP ホ ー ミ ング 

(UGM) 

トマ ホー ク 1988 KEM KÆ 475 6-500 PAP ホ ー ミ ング 

(TASM) 

トマ ホー ク 1988 地上 目標 AH 475 6-1000 搭載 時 に 目標 設定 
(TLAM) 

シー ラン ス 1992 KM 小型 625+ 6-60 PAP ホ ー ミ ング 

(Mark50) 自己 探索 

ステ ィ ン ガ ー 1992 航空 機 極小 型 1260 0-6 赤外線 ホー ミン グ 
(FIM-92A) 





名 称 : 各 兵 器 の 一 般 的 な 呼称 名 で す 。M ar k 48 の み が 魚 雷 で 、 他 は 全て ミサ イル で 
す 。 た だ し 、 シ ー ラ ンス ・ ミ サイ ル は 、 弾 頭 部 に M ar k50 魚 雷 を 搭載 し て いま す 。 
配備 年 代 : これ ら の 兵器 が 使用 可能 に な る 、 シ ナリ オ 上 で の 年 代 で す 。 

目標 ・ こ れ ら の 兵器 が 攻撃 目標 と する も の を 示し て いま す 。 シ ー ラ ンス ・ ミ サイ ル は 
水上 艦 に 対し て も 使用 する こと は で きま す が 、 あ まり 効果 的 で ある と は 言え ませ ん 。 
航空 機 と は へ ヘリコプター も 含ん で いま す 。 地 上 目標 は キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ で の み 
登場 し ます 。 

弾頭 : 各 兵 器 の 破壊 力 を 示し て いま す 。 弾頭 が 大 型 で ある ほど 、 目 標 を 確実 に 破壊 す 
る こと が で きる 可能 性 が 高い と いえ ます 。 ス ティ ン ガ ー・ ミ サイ ル の 弾頭 は 他 の 兵器 
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の それ に 較べ る と 頼り な く 思 える か も 知れ ませ ん が 、 航 空 機 を 撃墜 する 
に は 十分 な 威力 が ぁ り ます 。 

速度 : 兵器 の 目標 に 向かう と き の ス ピー ド で す 。 ミ サイ ル の 実際 の 飛翔 
速度 は 一 定 で は な く 、 こ の 表 に 示さ れ て いる の は 巡航 時 の 速度 で す 。 魚 
宇 の 航行 速度 は P AP に 達する 前 と 後 で 異な り ま す 。 

射程 距離 : 各 兵 器 の 最小 射程 距離 と 最大 射程 距離 を 示し て いま す 。 
誘導 方 法 : 各 兵器 の 誘導 方 丈 を 示し て いま す 。 

” 有線 誘導 " は 、 そ の 兵器 が 発射 され た 後 も 、 ワ イヤ ー が つなが っ て 
いる 限り 、 制 御 を 行う こと が 可能 な こと を 示し て いま す 。 

” PAP ホ ー ミ ング " は 、 予 め 設定 し た PAP (Pre-planned Activa- 
tion Point : 設定 作動 地点 ) に 達し て 他 の 方 式 の 誘導 が 始ま る まで 、P 
AP に 向け て 直進 し ます 。 

” 自己 探索 "” は 、 兵 器 が 妨害 を 受け 、 目 標 を 見 失っ た と き に は 、 自 動 
的 に 目標 を 探索 する モー ド が ある こと を 示し て いま す 。 


££ 
解説 : 魚 埋 発射 管 か ら 発射 され る この 魚雷 は 、 凌 水 艦 と 水上 艦 の ど Mark48 


ちら に 対し て も 有効 で す 。 こ の 魚雷 は 、 発 射 後 も ワイ ヤー で つなが っ SREBRE 
て いる 限り 、 浴 水 艦 か ら 制 御 す る こと が 可能 で あり 、 仮 に 偶発 的 な 事 
故 で ワイ ヤー が 切断 し て も 、 事 前 に セッ ト さ きれ た 探索 プロ グラ ム に 

従っ て 目標 に 向かい ます 。 

1984 年 で は 通常 刑 M a r k48 が 、1988 年 に は 能力 向上 型 の ADCA 
P が 使用 可能 で す 。 自 走 発射 式 の ” スウ ィ ム ・ ア ウト " は 、1996 年 に 
シー ウル フ 級 で の み 使 用 可能 で す 。 

この 鋼 箇 は 、 い か な る 深度 で も 発射 可能 で 、 そ の 最小 射程 距離 は 数 
百 ヤ ー ド 、 最 大 射程 距離 は 40 k ヤード に も 及び ます 。 こ の 魚雷 は 複雑 
な 兵器 で す が 、 し か し な が ら 、 非 常に 効果 的 な 兵器 と 言え ます 。 発射 
後に コン トロ ー ル で きる の で 、 正 確 な 誘導 さえ あれ ば 確実 に 目標 に 命 
中 させ る こと が で きる の で す 。 

発射 方 法 : この 魚雷 の 発射 は 、 以 下 の 手順 で 行い ます 。 

(1) プ ライ マリ ・ デ ィ ス プレ イ を 戦闘 ア ィ スプ レイ に 切り 替え る 
すでに 切り 替え て あれ ば 必要 あり ませ ん 。 

DARKA- (兵器 選択 キー) を 押す 
まず 、M a r k48 魚 雷 を 選択 する キー を 押し て 、 発 射 準 備 を し ます 。 
この 操作 に よっ て 、 あ な た は 鋼 宇 の 誘導 コン ピュ ー タ に アク セス で き 
る よう に な り ま す 。 戦闘 ア ディスプレイ に PAP (設定 作動 地点 ) を 表 
す 点 滅する 四角 い シ ン ボ ル が 現われ ます 。 

3③)P AP を 設定 する 
コン トロ ー ラ ー を 操作 し て PAP を 設定 し ます 。 デ ィ ス プレ イ の 下方 
に は 、 現 在 セ ッ ト さ れ て いる PAP ま で の 距離 と 方 位 が 表示 され ま 
す 。 

(4) セ レク ター を 押し て 魚雷 を 発射 する 
圧縮 空気 に よっ て 人 鋼 香 が 発射 され ます 。 こ の 発射 の 瞬間 、 盤 の 発生 ノ 
イズ は 8AV 上 昇 し ます 。 こ の ノイ ズ に よっ て 、 敵 に こち ら の 位置 を 知 
られ る 可能 性 が あり ます 。 シ ー ウ ルフ 級 に 搭載 され る " スウ イム ・ ア 
ウト " ( 自 走 発射 式 ) は 、 発 射 時 に 圧縮 空気 を 使用 し な いた め 、 こ の 
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危険 は あり ませ ん 。 

魚雷 誘導 コン ピュ ー タ ・ こ の 魚 和 宇 は 、 発 射 さ れる と 約 40 ノ ッ ト の 速 
度 で PAP に 向かい ます 。 そ し て 、PAP に 到達 する と 、 ホ ー ミ ン 
グ ・ ソ ナー の スイ ッ チ が 入る と と も に 、 速 度 を 5$ー60 ノ ッ ト に 上 ば げ 
て 、 前 方 90 内 の 目標 を 捜索 開始 し ます 。 ひ と た び 目 標 を 発見 する と 、 
自動 的 に その 目標 を 追跡 し ます 。 目標 を 発見 し て 追跡 を 開始 し た あと 
で 、 敵 の ノイ ズ メ ー カ ー や デコ イ (お と り ) な ど に よっ て 目標 を 見 
失っ た 場合 に は 、 一 定 半 径 の 円 運動 を 開始 し 、 再 び 目 標 を 発見 し て ホ 
ー ミ ング を 開始 する まで 、 そ の 運動 を 続け ます 。 航行 深度 は 、 発 射 さ 
れ た と き の 控 度 に 調 定 さ れん てい ます が 、 こ れ は 、 失 探 時 の 捜 末 パタ ー 
ン と 共に 、 発 射 後 に 変更 する こと が 可能 で す 。 (制御 方 法 は 次 の 項 で 
述べ ます ) 





魚雷 の 制御 放 導 ワ ィ ヤー : この 魚 香 は 、 そ の 後方 に 細い ワイ ヤー を 引き な が ら 航 
(上 級 者 向け ) 走 し ます 。 こ の ワイ ヤー は 潜水 艦 の 火器 管制 コン ビ ピュータ に 接続 きれ 


TORP A 








て お り 、 ワ イヤ ー が つなが っ て いる 限り 、 魚 雷 に 搭載 され た 誘導 コン 
ビ ピュー タ に 記憶 され た 情報 を 変更 し た り 、 ま た は 、 直 接 魚 生 を 操縦 す 
る こと が 可能 で す 。 ワイヤー が 切れ た 場合 に は 、 魚 雷 の 制御 は で き な 
く な り ま す が 、 魚 軍 は ワイ ヤー が 切断 され る 直前 の 情報 に 基づい て 行 
動 し ます 。 自 艦 の 急 回 頭 や 、 高 速 航行 に よっ て 、 ワ イヤ ー は 簡単 に 切 
断 さ れ て し まい ます 。 

魚 軍制 御 キ ー : 魚雷 を 制御 する に は 、 ま ず 魚 圭 制 御 キ ー を 押し ま 
Fo する と 、 セ コン ダリ ・ デ ィ ス プ ブレイ に 火器 管制 ディ スプ レイ が 表 
示さ れ ま す 。 こ の ディ スプ レイ は 、 現 在 航 走 中 の 魚 軍 (また は ミサ イ 
ル ) に つい て の 情報 を 表示 し ます が 、 こ こ に デー タ が 表示 され て いる 
魚 第 は 、 ワ イヤ ー が 切断 され て いな い 限 り 、 制 御 可能 で す 。 魚 宇 が 複 
数 の 場合 に は 、 こ の キー を 押す 毎 に 、 制 御 可 能 の 魚 和 が 切り 替わり ま 
す 。 

魚雷 管制 ディ スプ レイ : 現在 選択 中 の 魚雷 の 情報 が 表示 され ます 。 以 
下 は その 表示 の 説明 で す 。 

TORP# (魚雷 番号 ) : 発 射 さ れ た 魚 百 に は 、 発 射 さ れ た 順に 番号 が 
つけ られ ます 。 潜水 艦 の 火器 管制 コン ピュ ー タ は 最大 8 つの 兵器 (ミサ 
イル を 含む ) を 統制 する こと が で きま す 。 

TORPSTATUS (魚雷 の 状態 ) : 魚雷 が PAP に 向かっ て 航 走 中 の 時 
に は 何 も 表 示さ れ ま せん 。 魚 宇 が PAP を 通過 する か 、 ま た は コン 
ビ ピュー タ に 作動 信号 を 送る と 魚雷 は 探索 を 開始 し 、"ACTIVE" と 表示 さ 
れ ま す 。 魚雷 が 目標 を 発見 し 、 そ れ に ホー ミン グ GAB) し た 場合 、 
"HOMING" に 表示 が 変わ り ま す 。 目標 が ノイ ズ メ ー カ ー 等 で ジャ ミン 
グ を 行い 、 魚 雷 が 盲 走 状態 に 陥っ た 場合 は 、"JAMMED" と 表示 され ま 
す 。 

TIME TORUN (MERE) : 魚雷 の 燃料 が 尽き る まで の 時 間 を 表し 
て いま す 。 カ ウン ター の 値 が 1,.000 を 割っ て か ら 、 減 算 が 始ま り ま す 。 

TIME TO PAP (P AP 到達 時 間 ) : 現在 セッ ト さ れ て いる PAP に 
魚 宇 が 到達 する まで の 時 間 を 表し て いま す 。 航 走 時 間 と 同様 、1.000 以 
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上 は 表示 され ませ ん 。 

SPEED (速度 ) : BR (魚雷 の 航 走 速度 ) を 、 ノ ッ ト 単 位 で 表し て 
いま す 。 こ の 表示 の 右 の 記号 "W" と "X" は 、 魚 和憲 の ワイ ヤー の 接続 状態 
を 示し て お り 、"W" が 接続 、"X" は 切断 を 表し て いま す 。 切断 状態 の 魚 
E (と 全て の ミサ イル ) は 制御 で きま せん 。 

HEADING (針路 ) : 魚雷 の 針路 を 示し て いま す 。 

L(R)SRCH: (プロ グラ ム ・ パ ター ン ) : これ は 魚雷 が 目標 を 失 探 し 
た と き に 、 右 旋回 し て 目標 を 探す か 左旋 回 し て 探す か 、 ど ちら の プロ 
グラ ム を 選択 し て いる か を 示し て いま す 。 ま た 、 右 の 記号 は 、 温 度 飛 
の 上 下 ど ちら に 航 走 深度 が 調 定 され て いる か を 示し て いま す 。 

兵器 制御 ディ スプ レイ : 兵器 制御 ディ スプ レイ ・ キ ー を 押す と 、 兵 
器 制御 ディスプレイ が プラ イマ リ ・ デ ィ ス プレ イ に 表示 きれ 、 セ コン 





ダリ ・ デ ィ ス プレ イ の 表示 は 自動 的 に 魚 埋 制御 
ディ スプ レイ に 代わ り ま す 。 兵器 制御 ア ィ スプ レ 
イ は 戦術 アディ スプ レイ に 似 て いま す が 、 現 在 、 魚 
雷 制御 ア ィ スプ レイ に 表示 され て いる 兵器 を 中 心 
と し て (ファ クタ ー3 の 縮尺 で ) ERT DAIR 
な り ま す 。 そ し て 、 こ の 画面 は 魚 寺 制 御 キ ー を 
押す 毎 に 、 次 の 魚雷 に 切り 替わり ます 。 魚雷 の 探 
索 装置 が 作動 中 で な い 場 合 に は 、 画 面 上 に その 魚 
宇 の PAP が 表示 され ます 。 注意 し て も らい た い 
の は 、P AP が 画面 外 の 位置 に ある 場合 に は 、 そ 
の PAP の シン ポル は 、 方 向 を 示す た め に 画面 の 








WEAPONS CONTROL 














端 に 表示 きれ る こと で す 。 画面 上 に 表示 され る 記号 は 戦術 ディ スプ 
イ の それ と 同じ も ゃ の で す 。 海 の 状態 を 知る た め の マ ッ プ ・ オ ー パ ー レ 
イィ 表示 も 、 同 様 に 使用 で きま す 。 

魚 害 の プ ログ ラム 変更 : 魚雷 が 探索 開始 前 な ら ば 、 魚 雷 を 誘導 する プ 
ログ ラム の 内 容 を 変更 し た り 、 マ ニュ アル 操作 で 魚 香 を 探索 作動 状態 
に (ホー ミン グ ・ ソ ナー を 起動 ) する こと が 可能 で す 。 た だ し 、 こ れ 
は 当然 の 事 な が ら 、 ワ イヤ ー が 切断 され て いな い 場 合 に 限 ち れ ま す 。 

PAP の 変更 : PAP の シン ボル が 画面 に 表示 され て いる 場合 、P A 
P の 設定 変更 を 行う こと が で きま す 。 コ ント ロー ラー に よっ て 位置 を 
移動 し 、 セ レク ター を 押す と 、PAP は 新しい 位置 に 変更 され ます 。 

航 走 深度 の 変更 : 浅 縮 度 航 走 キ 一 及び 湊 々 度 航 走 キ ー を 押す と 、 魚 
宇 の 航 走 深度 を それ ぞ れ 海面 下 約 50 フ ィ ー ト 、 変 温 層 下 約 50 フィ ー ト 
に 調 定 され ます 。 ホ ー ミ ング を 開始 する と 、 魚 雷 は 自動 的 に 目標 の 深 
度 ま で 浮上 も し く は 沈降 し ます 。 

探索 パタ ー ン の 変更 : 左旋 回 パタ ー ン ・ キ ー ま た は 右 旋回 パタ ー 
ン ・ キ ー を 押す こと に よっ て 、 魚 雷 の 探索 パタ ー ン を どちら か に 設定 
する こと が 可能 で す 。 

マニ ュ ア ル 作 動 : 探索 開始 キー を 押す と 、 魚 宇 が PAP に 到達 し て 
いな く て も マニ ュ ア ル 揉 作 で 魚 宣 の 探索 装置 を 作動 させ る こと が で き 
ます 。 こ の 操作 を 行う と 、 魚 雷 は 直接 誘導 モー ド に な り ま す 。 

直接 誘導 モー ド : マ ニュ ア ル 採 作 に よっ て 、 も し く は PAP に 到達 し 
て 、 探 索 を 開始 し た 魚 定 は 、 ワ イヤ ー が 切断 され な い 限 り 、 直 接 誘導 
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する こと が 可能 で す 。 

針路 : コン トロ ー ラ ー を 操作 し て 、 魚 雷 の 針路 を 変更 する こと が で 
きま す 。 コ ント ロー ラー を 左 に 操作 する と 魚 宇 は 左 に 、 右 に 操作 する 
と 右 に 回 頭 し ます 。 コ ント ロー ラー を 中 立 の 位置 に し て お く と 、 魚 雷 
は 直進 し ます が 、 魚 重 の 探索 シス テム は 依然 と し て 作動 し て いる の 
で 、 探 索 範囲 内 に 目標 を 発見 し た ら 、 そ の 目 棟 に ホー ミン グ し ます 。 
また 、 こ の 操作 で 、 意 図 的 に ホー ミン グ を 解除 する こと も 可能 で す 。 
航 走 深度 : 航 走 深度 は 、 探 索 開始 前 ・ 後 に か か わら ず 、 随 時 変更 す 
る こと が 可能 で す 。 こ の 操作 で 義 の ノイ ズ メ ー カ ー を か わす こと が で 
きま す 。 

探索 パタ ー ン : PAP を 通過 し て も 、 魚 雷 は 目標 を 発見 する まで 直 
進 を 続け ます 。 こ の 魚 軍 に 対し て 、 マ ニュ アル 操作 で 左右 の 探索 パタ 
ー ン を 開始 させ る こと が 可能 で す 。 

誘導 ワイ ヤー の 切断 : 魚 寺 切り 離し キー を 押す と 、 現 在 選 択 さ れ て 
いる 魚雷 に 接続 され て いる ワイ ヤー を 切断 し 、 火 器 管制 コン ピュ ー タ 
ー か ら 切 り 離 すこ と が 可能 で す 。 切り 離さ れ た 魚雷 は 航 走 を 止め 、 自 
爆 し ます 。 こ の 操作 に よっ て 目標 に 到達 する 刻み の な い 魚 雷 を 処分 す 
る こと は 、 火 器 管 宙 コンピュー タ の 処理 負担 を 軽く する こと に つなが 
り ま す 。 

戦術 : 有線 誘導 魚雷 を 使用 し て 攻撃 を 行う こと は 、 戦 術 的 に 特に 有 
効 で す 。 な ぜ な ら ば 、 変 温 選 など を うま く 利 用 し て 攻撃 を 行う と 、 敵 
に 全く 讐 告 を 与え ず に 攻撃 を 加える こと が 可能 だ か ら で す 。 隠密 性 を 
必要 と する 潜水 艦 に と っ て 、 稲 出 性 の 高い ミサ イル より も ゃ も 戦術 的 に 優 
れ て いる 理由 は ここ に あり ます 。 





ハー プー ン 、 


トマ ホー ク ・ 解説 : ハー プー ン お よび トマ ホー ク は 、 と も に 対 艦 ミ サイ ル で 
ミサ イル す 。" キャ ニス ター" と 呼ば ん る ケー ス ご と 角 香 発射 管 か ら 発射 き 
れ 、 ハ ー プ ー ン は 海面 で 、 上 トマ ホー ク は 海中 で キャ ニス ター を 投 到 
し 、 ロ ケッ ト プ ー ス ター に 点火 し て ミサ イル 本 体 が 空中 に 飛び だ し ま 
す 。 そ れ か ら 、 空 中 で ジェ ッ ト エ ンジ ン を 始動 し て 、PAP ま で 超 低 
空 を 慣性 誘導 飛行 し ます 。 ミ サイ ル が PAP に 達する と 、 レ ー ダ ー 誘 
導 シ ステ ム が 作動 開始 し 、 前 方 90 内 の 目標 を 捜索 し ます 。 目標 を 発見 
する と 、 ミ サイ ル は 自動 的 に 目 様 に 誘導 され 、 や が て 命中 し ます 。 ハ 
ー ブ ー ン や トマ ホー ク は レー ダー 誘導 兵器 で す の で 、 著 航 中 の 潜水 艦 

は 発見 する こと が で き な い こと に 注意 し て くだ さい 。 
ハー プ ブーン は 全て の 年 代 の シナ リオ で 使用 可能 で す が 、 ト マ ホ ー ク 
は 1988 年 以降 で な けれ ば 使用 で きま せん 。 こ れ ら の ミサ イル は 、 空 中 
に 飛び 出し た 瞬間 か ら 敵 の レー ダー に 捕捉 され る 可能 性 が ある わけ で 
す が 、 サ イズ が 小さ い の で 簡単 に 発見 され る こと は あり ませ ん 。 し か 
し な が ら 、 ミ サイ ル が P AP を 通過 し て 探索 レー ダー を 作動 する と 、 

発見 ・ 撃 墜 は 幾ら か 容易 に な る で し ょ う 。 

ハー プー ン UGM ミ サイ ル : ハー プー ン は 人 負 重 発射 管 か ら 発射 され ま 
す 。 キ ャ ニス ター の 財 圧 強度 に よる 制限 か ら 、 最 大 発射 深度 は 300 フ ィ 
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ー ト と な っ て いま す 。 PAP の 設定 は 発射 前 の み 可 能 で す 。 最小 射程 
距離 は 6k ヤー ド 、 最 大 射程 距離 は お よそ 120k ヤー ド で す 。 

トマ ホー ク TASM ミ サイ ル : トマ ホー ク は 人 魚 香 発射 管 、 も しく は V 
LS (ロサ ン ゼ ルス 改 級 の み 装 備 ) か ら 発射 され ます 。 こ の ミサ イル 
の 最大 発射 深度 も 300 フ ィ ー ト で す 。 ま た 、PAP の 設定 も る 、 や は り 発 
射 前 に 行わ を な けれ ば な り ま せん 。 最小 射程 距離 は 8k ヤー ド 、 最 大 射程 
距離 は お よそ 500k ヤー ド に も 達し ます 。 

トマ ホー ク T LAM ミ サイ ル : 地上 の 目標 に 対し て の み 有 効 な ミサ イ 
ル で 、 海 載 で は 使用 で きま せん 。 

発射 手順 ・ ハー プー ン と トマ ホー ク の 発射 は 、 以 下 の 手順 で 行い ま 
す 。 

(1) ブ ライ マリ ・ デ ィ ス プレ イ を 戦術 ディ スプ レイ に 切り 替え る 。 
すでに 切り 替わっ て いる 場合 は 、 必 要 あ り ま せん 。 

②) ハ ー プ ー ン 発射 キー また は トマ ホー ク 発 射 キ 一 を 押す 

この 操作 で 、 潜 水 艦 の 火器 管制 コン ピュ ー タ と ミサ イル の 誘導 シス テ 
ム が 接続 きれ 、 デ ー タ 入力 が 可能 と な り 、 戦 術 ア ディスプレイ に PAP 
の シン ボル が 表示 され ます 。 

3)P AP を 設定 する 
コン トロ ー ラ ー を 使っ て PAP を 移動 し ます 。 画面 の 下部 に は 、PA 
P ま で の 方 位 と 距離 が 表示 きれ て いま す 。 

(④) ミ サイ ル を 発射 する 
セレ クタ ー を 押し て ミサ イル を 発射 し ます 。300 フ ィ ー ト 以上 の 深度 で 
ミサ イル を 発射 する こと は で き な い こと に 注意 し て くだ さい 。 ま た 海 
MOK (P21 参照 ) に ゃ 注意 し て くだ さい 。 

P AP の 設定 : 初心 者 の うち は 、 ハ ー プ ー ン や トマ ホー ク の PAP は 、 
目標 まで の 距離 の お よそ 2/3 の 地点 に 設定 する の が よい で し ょ う 。 そう 
する こと で 、 広 範囲 の 目 棟 を 探索 する こと が 可能 だ か ら で す 。 より 高 
度 な 射撃 テク ニッ ク に 関し て は 、 第 2 章 の "兵器 と 攻撃 " (P52ー5 の を 参 
FAL TK Fava, 

ミサ イル の 制御 : ハー プー ン や トマ ホー ク ・ ミ サイ ル は 、 発 射 後に P 
AP を 変更 する こと は で きま せん 。 


解説 ・ シ ー ラ ンス は 魚 香 発射 管 か ら 発射 され る 、 潜 水 艦 攻撃 用 の ミ 
サイ ル で す 。 こ の ミサ イル も 、 ハ ー プ ー ン や トマ ホー ク と 同様 、 キ ャ 
ニス ター に 格納 され た まま 発射 され 、 そ の 最大 発射 深度 は 300 フ ィ ー ト 
に 制限 され て いま す 。 最小 射程 距離 は 6k ヤー ド 、 最 大 射程 距離 は お よ 
そ 60k ヤー ド で す 。 

この ミサ イル の 弾頭 部 に は 対 潜水 艦 用 の M a r k50 短 魚雷 が 装備 さ 
れ て お り 、P AP 上 空 に 到達 する と 弾頭 は 分 離し て 、Ma r k50 は パ 
ラ シ ュ ー ト で 水面 に 降下 し ます 。 着 水 後 は 旋回 沈降 し な が ら 昌 標 を ア 
クティ ヴ 探 索 し 、 目 棟 を 発見 する まで それ を 続け ます 。 

対 潜水 艦 用 の この 魚雷 は 比較 的 少量 の 考 薬 し か 搭載 し て いな い の 
で 、 大 型 潜水 艦 や 艦船 に 対し て 使用 し た 場合 、 そ れ ら を 撃沈 する た め 
に は 2 な いし 3 発 の 命中 が 必要 で す 。 
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ー ラ ンス ・ 
サイ ル 





この 兵器 は 、1992 年 以降 の シナ リオ で し か 登場 し キ せ ん 。 

発射 手順 : シー ラン ス の 発射 手順 は 、 ハープーン や トマ ホー ク な ど 
の 対 艦 ミ サイ ル と ほぼ ば 同様 で す 。 た だ し 、 弾 頭 切 り 離し 地点 が 捜索 開 
始 地点 と な り ま す の で 、PAP の 設定 に は 注意 が 必要 で す 。 

シー ラン ス の 制御 : 発射 後 は 、PAP の 変更 等 の 制御 は 一 切 で きま せ 
ん 。 た だ し 、 兵 器 制御 ア ィ スプ レイ で 、 そ の 行動 を モニ ター する こと 
は 可能 で す 。 





ステ ィ ン ガ ー・ 解説 : スティンガー 航空 機 (ヘリ コ プ タ ー) に の み 効 果 の ある 対空 
ミサ イル ミサ イル で す 。 こ の ミサ イル は 海上 に つき 出し た マス ト か ら 発 射 さ れ 
ます 。 従っ て 、 最 大 発射 深度 は 59? フィ ー ト と な り ま す 。 ミ サイ ル に は 
赤外線 追 屈 装置 が 搭載 され て お り 、 発 射 後 すぐ に 追尾 装置 は 作動 を 開 
始 し 、 目 様 を 探索 し ます 。 目標 を 発見 で き な か っ た り 、 見 失っ た 場合 
に は 辺 料 が つき る まで 直進 飛行 し ます 。 最 小 射程 距離 は 約 800 ヤ ー ド 、 
最大 射程 距離 は 約 6k ヤー ド で す 。 ステ ィ ン ガ ー の 発射 マス ト の 装備 
は 、1992 年 以降 と な り ま す 。 
発射 手順 : ステ ィ ン ガ ー の 発射 手順 は 、 以 下 の 通 り で す 。 
(⑪ 防 斬 デ ィ ス プレ イ ・ キ ー を 押す 
射程 の 短い ステ ィ ン ガ ー を 発射 する 場合 は 、 戦 闘 ア ィ ス プレ イ よ り 
も 、 防 御 ア ィ ス プレ イ の 方 が 適し て る と いえ る で し ょ う 。 
(2) ス ティ ン ガ ー 和 発射 キー を 押す 
COMME LoCi HI VORNMME LET. CORES REISS 
フィ ー ト 以下 で な いと 行え な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 





G3) 発射 方 向 を 設定 する 
コン トロ ー ラ ー を 使用 し て 、 画 面 上 の コー ス ・ マ ー カ ー を 移動 し 、 ミ 
サイ ル の 飛翔 方 向 を 設定 し ます 。 
(4④) ミ サイ ル を 発射 する 
セレ クタ ー を 押す と ミサ イル は 発射 され ます 。 ミ サイ ル は 発射 後 すぐ 
に 探索 を 開始 し ます 。 
ステ ィ ン ガ ー の 制御 : ステ ィ ン ガ ー は 、 発 射 後 一 切 の 軌道 修正 は で き 
ませ ん 。 

Be hidr EnEn TREL oTt t, EK. tNHOREOD 


内 に は ミサ イル と し て 発射 され 、 長 距離 を 飛行 し て 来る も の も あり ま 
す 。 こ れ ら の 魚雷 か ら 艦 を 守る た め に 、 あ な た の 艦 は ノイ ズ メ ー カ ー 
や アコ イ を 装備 し て いま す 。 さ ら に 、 高 速 航行 中 に 急 回 頭 を 行う と 生 
CA” ナッ クル " と 呼ば れる 水 の 乱 流 に よっ て 魚雷 を 混乱 させ る こと 
も 可能 で す 。 

魚雷 の 接近 は 、 ソ ナー 上 員 が 最初 に その 魚雷 を 発見 し た と き に 鳴ら す 
警告 音 と 、 こ ちら の 艦 を 追跡 する 魚雷 が 発射 する " ピン" (探索 音 ) 
に よっ て 知る こと が で きま す 。 
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回 避 方 法 一 覧 
方 法 再 放 出 ま で の 時 間 効果 耐久 力 


ナッ クル 25kt 以 上 で 回 頭 を 行う た び ホー ミン グ 急 軍 を 店 目 化 する 
に 発生 させ る こと が で きる 策 久 時 間 は 非常 に 短い 


ノイ ズ メ ー カ ー 一 度 に 2 発 放 出す る こと が ホー ミン グ 魚 密 を 盲目 化す る 
で きる 耐久 時 間 は 短い 


デコ イ 一 度 に 1 発し か 放出 する こ ホー ミン グ 人 魚雷 を 引き 付け る 
と が で き な い 耐久 時 間 は 長い 





肪 捉 デ ィ ス プレ イ ・ キ ー を 押す と 、 プ ライ マリ ・ デ ィ ス プレ イ の 表 防御 

示 は 、 自 艦 を 中 心 と し て 敵 魚 宇 と の 位置 関係 を 表示 する ファ クタ ー3 の ディ スプ レイ ・ 
縮尺 画面 に な り ま す 。 ま た 、 同 時 に セコ ンダ リ ・ デ ィ ス プレ イ の 表示 

は 接近 兵器 ディ スプ レイ に 変わ り ま す 。 こ の 画面 で 使わ れん て いる 記号 += 
は 、 戦 術 ア ィ ス プレ イ の も の と 同じ で す 。 





接近 兵器 表示 キー を 押す と 、 現 在 、 あ な た の 艦 に 接近 中 の 兵器 (A 
E, ミサ イル ) に 関す る 情報 が 、 セ コン ダリ ・ デ ィ ス プレ イ に 表示 さき 
れ ま す 。 

BRG (BEARING: 方 位 ) : 接近 中 の 兵器 の 方 位 
を 表し ます 。 数 字 の 左 に ある 矢印 の 記号 は 、 そ の 
魚雷 が 変 温 層 の 上 下 ど ちら に いる の か を 表し て い 
ます 。 

RG (RANGE: 距離 ) : 接近 中 の 兵器 まで の 距 
離 を ヤー ド 単 位 で 表示 し ます 。 敵 の 魚雷 は 音響 伝 
搬 の 状態 に よっ て 異な り ま す が 、 お お よそ 2.000 か 
ら 4.000 ヤ ー ド の 地点 で ホー ミン グ を 開始 し ます 。 
この 数 値 が 1.000 以 下 の 時 に は 非常 に 危険 な 状態 で 
ある と いえ ます 。 

















英 の 魚雷 を ” 掃 乱 " させ る に は 、 ノ イズ メー カー、 ナ ッ ク ル 、 デ コ 防御 兵器 
イ の 3 つの 方 法 が あり ます 。 こ れ ら の 方 法 は 全て 、 魚 宇 の ソナ ー が 真正 
面 か ら 左 右 そ れ ぞ れ 4$' 、 合 計 90' の 範囲 し か 探索 で き な い と いう 特 件 
を 利用 し た も の で す 。 

ノイ ズ メ ー カ ー: ノイ ズ メ ー カ ー 放 出 キー を 押す と 、 艦 の 後方 か ら 
ノイ ズ メ ー カ ー を 放出 する こと が で きま す 。 ノ イズ メー カー が 、(』) 鋼 
雷 の すぐ 近く で 放出 され た 場合 、 ま た は 、(b) 魚 雷 の 探索 範囲 内 に 放出 
され た 場合 、 魚 和憲 の ソナ ー を 携 乱 し ます 。 描 乱 さ れ た 魚 宇 は 、 そ の ま 
ま ノ イズ メー カー の 方 に 直進 する か 、 ま た は 、 ノ イズ メー カー を 避け 
る た め に 回 頭 運 動 を 行い ます 。 ノ イズ メー カー が 魚雷 の 探索 範囲 か ら 
外れ る と 、 そ の 魚雷 は 再び 探索 を 始め ます 。 ノ イズ メー カー は 非常 に 
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THREATS 小さ な 装置 で 、 多 数 が 搭載 され て いま す が 、 放 出 管 が 2 つ し か な く 、 一 

== == we =o ーー| 度 に 3 発 以 上 放出 する こと は で きま せん 。 

BRG 人 人 312 | ナッ クル : 高 速 (25 ノ ッ ト 以 上 ) TIS の 急 転 能 を 行う と 、" ナッ ク 
ル " と 呼ば れる 水 の 乱 流 が 生じ ます 。 ナ ッ ク ル は 比較 的 大 き な ノ イズ 

RG 3950 を 発生 する の で 、 ノ イズ メー カー と 同じ よう な 働き を し ます が 、 短 時 

BRG HCHRLTLEV ETS 

デコ イ : デコ イ 放 出 キ ー を 押す と 、 デ コイ (お と り 魚 雷 】 を 発射 す 

る こと が で きま す 。 デ コイ は 、 あ な た の 能 の 発生 する 音 に 似せ た 音 を 


BRG 出し な が ら 、 約 20 ノ ッ ト の スピ ー ド で 直進 し ます 。 こ の 装置 は 、 敵 の 
魚 生 を だ ます に は 十分 で す が 、 英 の ソナ ー 員 の " 耳 " を だ ませ る は ほど 
BRG 高 性 能 で は あり ませ ん 。 


敵 の 魚 符 が デコ イ を 追跡 する 場合 は 、(A) ア コイ の 方 が 自 艦 よ り 敵 の 
魚 宇 に 近く 、 か つ 、(b) デ コイ が 英 の 魚 宇 の 探索 範囲 内 に いる 場合 の み 
で す 。 デ コイ は 特殊 な 発射 答 よ り 前 方 に 発射 され 、 再 装填 に は か な り 
の 時 間 を 要 し ます 。 
eee 

BBA RMOMBASOVCARBA. FVII ZA-A-TCMML, BM 
の 速度 を 最大 まで 上 げ 、 急 回 頭 を 行っ て その 場 を 離れ る 、 と いう の が 
一 般 的 な 回 避 方 法 で す 。 ノ イズ メー カー に よっ て 携 乱 さ れ た 魚雷 は 、 
直進 する か 、 も し く は 壮 回 を 行っ て ノイ ズ メ ー カ ー を 回 避 し た 後 、 再 
び 探 索 を 開始 し ます 。 
敵 の 魚 軍 か ら 十 分 に は な れ 、 艦 の 速度 が 十分 速 け れ ば 、 再 ぴ び 魚雷 に 
補足 され る こと は あり ませ ん 。 敵 の 魚 箇 が ホー ミン グ を 開始 する 距離 
は 、 水 中 雑音 の 状態 に ちよ り ま す が 、 お お よそ 2.000 か ら 3.000 ヤ ー ド で 
+. 魚雷 と 自 艦 が 、 変 温 層 を は さん で 存在 する 場合 に は 、 敵 の 魚雷 が 
こち ら を 発見 する 確率 は か な り 小 さく な り ま す 。 
回 頭 中 に アコ イ を 発射 する こと も 、 間 常 に 有効 な 手段 で す 。 な ぜ な 
ら 英 の 魚 和 宇 が デア コイ を 追跡 し た 場合 、 す で に 自 艦 は 敵 の 魚 宇 か ら 遠 ざ 
か る 体制 に ある か ら で す 。 他 に も ゃ 多く の 回 避 方 法 が あり ます 。 詳細 は 
第 2 意 " 回 避 と 脱出 " (PS8 一 60) の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
R BU ロケ ッ ト : RBU ロ ケッ ト は 無 誘導 対 潜 ロ ケッ ト 爆 征 で 、 そ 
の 射程 距離 は 数 百 か ら 数 千 ヤ ー ド で す 。 こ の RBU は 、 ほ と ん どの ソ 
連 の 軍艦 に 装備 され て いま す 。 
敵艦 が こち ら の 位置 を つか ん で お り 、 し か も RBU ロ ケッ ト の 射程 
範囲 内 に いる 場合 に は 、 こ の ロケ ッ ト 爆 雷 が 雨 の よう に 発射 され る で 
し ょ う 。 こ の 爆雷 は 近接 信管 を も っ て お り 、 命 中 し な く て も 艦 の 近く 
で 爆発 し ます 。 し か ゃ も 、 直 撃 で な く て も 十分 損害 を 与え る だ け の 破 域 
力 を 持っ て いま す 。 
Ő 
ダメ ー ジ 報告 ダメ ー ジ 報告 キー を 押す と 、 自 艇 の 、 ど の シス テム が 損傷 を 負っ た 
の か を 確か め る こと が で きま す 。 ま た 、 艦 が ダメ ー ジ を 受け た と き に 
は 、 コ ン ビ ュー タ が 自動 的 に 損害 の 報告 を 表示 し ます 。 損 害 を 被る シ 
ステ ム と し て は 、 以 下 の も の が あり ます 。 
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アク ティ ヴ ・ ソ ナー(ACTTVE SONAR) : 艦 首部 分 に 受け た ダメ ー ジ 
に より 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー が 破損 また は 使用 不能 と な っ た こと を 示 
し て いま す 。 

パッ シ ヴ ・ ソ ナー(PASSIVE SONAR) |: 船体 に 受け た ダメ ー ジ に よ 
り 、 パ ッ シ ヴ ・ ソ ナー が 破損 また は 使用 不能 と な っ た こと を 示し て い 
ます 。 

上 曳航 アレ イ ・ ソ ナー(TOWED ARRAY) : 曳航 ソナ ー が 切断 され 、 路 
失 し た こと を 示し ます 。 (また は 、 船 体 に 取り 付け られ た 格納 部 の 破 
損 の 場合 も あり ます ) 

ERIE (TORPEDO TUBES) : 魚雷 発射 管 が ダメ ー ジ を 受け 、 そ の 
ー 部 が 使用 不能 に な っ た こと を 示し ます 。 

プロ ペラ (PROP LINKAGE) : 艦 尾 の 推進 機 部 分 に 損傷 を 受け た こと 
を 示し ます 。 


ソナ ー 損 傷 状 態 で の 戦闘 開始 (キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ の み ) : パッ 
シ ヴ ・ ソ ナー お よび 上 曳航 アレ イ ・ ソ ナー の 両方 が 使用 不能 な 場合 は 、 
戦闘 開始 時 に は アク ティ ヴ ・ ソ ナー が 自動 的 に 作動 し て いる こと に 注 
意 し て くだ さい 。 こ れ は 、 あ な た が 敵艦 を 発見 し な いこ と に は 戦闘 は 
始ま ら な いか ら で す が 、 そ の 戦闘 が 開始 さき れる に は 英 を 発見 し な けれ 
ば な ら ず 、 そ の 敵 を 発見 する 唯一 の 手段 が アク ティ ヴ ・ ソ ナー だ か ら 
で す 。 
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REB: SUIT —-BOBHS 





戦略 移動 で は 、 あ な た は 敵 の パト ロー ル を 避け つつ 、 攻 撃 目標 を 探 
し な が ら 、 何 百 マ イル に ゃ 及 豆 広い 海域 を 航海 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 

戦略 移動 は キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ を 選択 し た 場合 に の み 行わ れ ま 
す 。 そ の 他 の シナ リオ を 送 択 し た 場合 に は 、 即 座 に 戦闘 が 開始 され ま 
す 。 (P8,P11 参 照 ) 

キー ポー ド ・ オ ー バ ー レ イド に 印刷 され て いる キー は 、 戦 闘 時 に の み 
使用 し 、 戦 略 移動 中 は 無視 し て も 構い ませ ん 。 こ こ で の 操作 は ジョ イ 
ステ ィ ッ ク 、 マ ウス 、 カ ー ソ ルキ ー な どの コン トロ ー ラ ー と 、 ト リガ 
ー、 ポ タン 、 リ ター ン キ ー な どの セレ クタ ー で す 。 (詳し く は テク ニ 
カル ・ サ プル メン ト を 参照 し て 下さ い 。) 





母港 


キャ ン ペ ー ン ・ シ ナリ オ を 選択 し た 場合 、 こ の ゲー ム は 、 母 港 で あ 
る スコ ッ ト ラ ンド 西海 岸 の ホー リー ロッ ホ (Holy Loch) か ら 始 まり ま 
す 。 ゲ ー ム 中 、 あ な た は 何 度 か この 港 に 、 弾 薬 の 補給 や 損傷 の 修理 の 
た め に 戻っ て こ な け れ ば な ら な いで し ょ う 。 
兵器 の 搭載 : 母港 に お ける 兵器 の 搭載 お よび 除去 は 、 搭 載 ノ 修理 メ 
ニュ ー 上 で 行い ます 。 兵器 を 搭載 / 除 去 す る た め に は 、 コ ント ロー ラ 
ー を 用 いて 、 そ の 兵器 の "add" (搭載 ) また は "remove" (RH) の と こ 
ろ に ハイ ライ ト (BAUME) を あわ せ 、 セ レク ター を 押し て 、 搭 載 
お よび 除去 を 実行 し ます 。 

搭載 する 兵器 の 選択 は 、 重 要 な 意味 を 持ち ます 。Ma r k48 魚 雷 は 
万 能 な 兵器 で す が 、 潜 水 艦 、 特 に 静 廣 性 の 高い 通常 動力 型 (ダディー ゼ 
ル ・ エ レク トリ ッ ク ) 療 水 艦 に 有効 で す 。 シ ー ラ ンス は 主として 原子 
力 落水 艦 に 対し て 有効 で す 。 トマホーク TA SM は 水上 艦 族 に 対し て 
有効 で す が 、 こ の ミサ イル を 搭載 で き な い 場合 に は 、 ハ ー ブ プー ン UG 
M を 搭載 する こと を 勧め ます 。 経験 ある 艦長 は 、 ハ ー プ ー ン の 優れ た 
生存 性 を 好み 、 ハ ー プ ー ン を よく 使用 し ます 。 トマホーク TLAM 
は 、 地 上 目 棟 を 破壊 する 命令 を 受け た と き に の み 、 搭 載 する 必要 が あ 
り ま す 。 ス ティ ン ガ ー は 、 搭 載 可能 (な 年 代 ) な ら ば 、 ぜ ひと ゃ 装備 
し て お きま し ょ う o 

兵器 の 搭載 ノ 除 去 を 行う と 、 1 回 に つき 決ま っ た 所 用 時 間 が 経過 し 
ます 。 こ の 時 間 は 、 ゲ ー ム の 進行 に 影響 し ます の で 、 無 駄 な 動作 は し 
な いで くだ さい 。 

CORE : 艦 の 受け た 損傷 を 修理 する た め に は 、 コ ント ロー ラー を 
用 いて 、 ハ イラ イト を 修理 し た い シ ステ ム (修理 所 用 時 間 が 表示 し て 
ある ) の 所 へ 移動 し て 、 セ レク ター を 押し ます 。 こ れ で 、 そ の シス テ 
ム の 修理 は 完了 し ます 。 

修理 を 行う と 、 そ の 所 用 時 間 だ け ゲ ー ム 内 の 時 間 が 進み ます 。 修理 
の 実行 に も 、 時 間 の 経過 を 考 具 す る 必要 が あり ます 。 

出港 : 出港 する に は 、 コ ント ロー ラー を 用 いて ハイ ライ ト を "leave 
pon" に 移動 し 、 セ レク ター を 押し ます 。 
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注意 (兵器 の 装填 状態 に つい て ) : 出港 時 、 魚 雷 発射 管 に は 兵器 が 装 
填 さ れ て いま せん 。 出港 後 すぐ に 装填 する か 、 戦 闘 前 に 確認 し て くだ 
さい 。 (詳し く は 次 の ペー ジ を 参照 ) 

注意 (時 間 の 経過 に つい て ) : 兵器 の 搭載 や 修理 を 行う と 、 時 間 が 経 
過す る こと に 注意 し て くだ さい 。 和 人 入港 中 に も 敵 盤 隊 は 行動 し て いま 
す 。 任 務 の 遂行 に は 、 こ の 時 間 も 関 与 し て いま す 。 





こと の 地図 は 、 グ リー ン ラ ンド と スカ ンジ ナビ ア 半 島 に は さま れ た ノ 地図 
ルウ ェ ー 海 の 戦場 を 表し て いま す 。 あ な た の 艦 が 戦略 移動 を 行っ て い 
る 間 に 、 英 の 機動 部 隊 、 航 空 機 、 偵 察 衛星 な ど が 移動 し て いる の を 見 
る こと が で きま す 。 こ の と き 、 時 間 は 
短縮 され て 経過 し ます 。 ( ほ ば 1 秒 が 1 
時 間 に 相 当 す る ) 

地図 上 の 記号 な ど に つい て は 、 テ ク 
ニカ ル ・ サ プル メン ト を 参照 し て くだ 
きい 。 

記号 の 信頼 性 : この 地図 上 に 表示 さ 
れる 敵 の 盤 隊 の 位置 は 、 味 方 の 偵 奈 機 
また は 偵察 衛星 な ど が 最後 に 発見 し た 
位置 で 止ま っ て いま す 。 し た が っ て 、 | S. 
時 間 が 経つ の に つれ て 、 そ の 位置 に 関す | d 
る 情報 の 信頼 度 は 、 ど ん どん 低下 し ま | 。 
す 。 信頼 度 の 低い ( 色 の 潤い ) 情報 
は 、 あ まり 信用 し な い 方 が よい で し ょ 
う 。 た だ し 、 推 測 に は 十分 利用 で きま 
す 。 

な お 、 新 し い 偵 宗 情 報 に よっ て 、 自 動 的 に この 地図 は 書き 換え られ 
ます 。 

任務 の 目標 : 一 般 的 に 、 あ な た の 目標 は 、 敵 の 艦隊 を 迎撃 し 、 こ れ 
を 撃 渡す る こと で す 。 残念 な が ら 、 こ の 海域 に 展開 中 の 敵 の 角 隊 は ひ 
と つ で は な く 、 攻 撃 目標 を 発見 し 、 戦 闘 に 有利 な 位置 に 移動 する た め 
に は 、 軍 と 技術 の 両方 が 必要 で す 。 詳 し く は 、 こ の マニ ュ ア ル の 第 2 章 
D” 戦略 的 行動 " (P40~42) を 参照 し て くだ さい 。 
I 

コン トロ ー ラ ー を 用 いて 、 粗 を 8 つの 方 向 に 移動 させ る こと が で きま BH 
す 。 こ の 時 の 艦 の 速度 は 13 ノ ッ ト で す 。 セ レク ター を 押し な が ら コ ン 

トロ ー ラ ー を 操作 する と 、 そ の 場合 は 艦 は 30 ノ ッ ト で 航行 し ます 。 ま 
た 、 コ ント ロー ラー を 離す と 、 艦 は 後 速 航行 (数 ノッ ト で 移動 ) に 移 
り ま す 。 (操作 に 関し て は 、 テ クニ カル ・ サ プル メン ト を 参照 し て く 
だ さい ) 

低速 で 航行 する ほど 、 ソ ナー は より 遠く の 敵 を 発見 する こと が 可能 
に な り ま す 。 ま た 、 盤 の 出す ノイ ズ も 小さ く な り 、 敵 に 発見 され に く 
く な り ま す 。 反対 に 、 高 速 で 航行 する と 、 敵 の 発見 は 困難 に な り 、 敵 
に 発見 され や すく な り ま す 。 
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ポー ズ : 航行 を 一 時 停止 する に は 、 一 時 停止 キー を 押し ます 。 こ の 
キー を 押す と 、 発 令 所 に 移動 し 、 こ こ で 艦 の 状態 の 確認 、 兵 器 の 装 
填 、 作 戦 命令 の 確認 、 ア ゲー ム の セー プ な ど を 行う こと が で きま す 。 詳 
し く は 次 項 で 説明 し ます 。 

キー ボー ド ・ オ ー バ ー レ イ : キー ボー ド ・ オ ー バ ー レ イ に 印刷 し て あ 
る キー は 、 戦 闘 中 に の み 使 用 する も の で す 。 航行 中 の 操作 に は 関係 あ 
り ませ ん 。 





発令 所 pE- tHE, FA. RRC MT St. MARS 
所 に 切り 替わり ます 。 コ ント ロー ラー で 以下 に 示す オプ ショ ン を 選択 
し 、 セ レク ター を 押し て 決定 し て くだ さい 。 
総員 戦闘 配置 (All Hands, Battle Stations!): この オプ ショ ン を 選択 す 
る と 、 戦 闘 が 開始 され ます 。 こ の オプ ショ ン は 敵艦 隊 と 章 過 し た 場合 
に の み 表 示さ れ ま す 。 
航海 に 戻る (Continue on Course): この オプ ショ ン を 選択 する と 、 か 
た た び 戦 略 移動 画面 に 戻り ます 。 敵 艦 と 遭遇 し て いる 場合 に は 選択 で 
き ませ ん 。 
副長 の 報告 (XO's Ship Status Report): この オプ ショ ン を 選択 する 
と 、 各 種 シ ステ ム の 損傷 状態 の 確認 や 、 搭 載 兵器 の 装填 ・ 変 更 を 行う 
こと が で きま す 。 
装填 され て いる 兵器 を 変更 する 場合 に は 、 変 更 す べき 魚 軍 発射 管 に 
ハイ ライ ト を 合わ せ 、 セ レク ター を 押し ます 。 こ れ で 魚 重 発射 管 は 容 
(empty) の 状態 に な り ま す 。 次 に 、 装 填 し た い 兵 器 に ハイ ライ ト を 合わ 
せ 、 セ レク ター を 押す と 、 そ の 兵器 が 装填 され ます 。 
ロサ ン ゼ ルス ( 改 ) 級 の 装備 する VLS や 、 ス ティ ン ガ ー 発 射 器 に 
対す る 装填 は 、 母 港 に 入港 し て いる 場合 に の み 行 われ ん 、 こ れ ら は 最大 
発射 深度 を 越え て いな けれ ば 、 残 弾 の ある 限り いつ で も 発射 で きま 
す 。 
命令 書 の 確認 (Review Mission Orders) : 最後 に 受け た 作戦 命令 を 再 
読 し て 、 確 認 す る こと が 可能 で す 。 
コン ピュ ー タ 航海 日 誌 (Computer Log)・ ゲ ー ム 内 容 を セー プ す る こ 
と が で きま す 。 
ーー 
魚雷 発射 散 に 戦闘 に は いる 前 に 、 魚 雷 発射 管 に 兵器 が 装填 され て いる か どう か を 
兵器 が 再 確認 し て くだ さい 。 で きれ ば 、 出 港 後 す ぐに 魚 香 発射 管 に 兵器 を 装 
搭載 され て AP SBLOW ELS jo 戦闘 に 入っ た 後 で 、 絶 好 の 機会 逃す の は 
いる か 2? 愚か な こと で す 。 ま た 、 英 に 装填 音 を 閉 か れる 危険 も あり ます 。 
p 
任務 の 終了 戦闘 が 終了 し た 時 点 で 、 必 ず COMSUBLANT に 戦闘 報告 を 行い ます 
が 、 こ れ は 自動 的 に 行なわ れ ま す 。 も し 、 遭 遇 し た 敵 が 攻撃 目標 で な 
か っ た 場合 に は 、 引 き 続 き 攻 撃 目 標 の 捜索 を 行わ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 章 遇 し た 敵 が 攻撃 日 標 で あっ た 場合 に は 、 作 戦は 終了 し 、 結 果 が 
表示 され 、 新 し い 作 戦 命令 が 与え られ ます 。 
攻撃 目 棟 が 戦闘 艦 角 で あっ た 場合 に は 、 こ れ を 逃し て は な り ま せ 
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ん 。 迎撃 を 察知 きれ る と 、 再 び 攻 撃 す る チャ ンス を 失っ て し まい ま 
ミミ ーー 
戦場 か ら ニ ュー ス が 届く た びに 、 画 面 の 下 に と 青 の ゲー ジ が 現 戦況 
れ 、 現 時 点 で の 戦力 の 均 笑 状態 (戦況 ) を 表示 し ます 。 こ の ゲー ジ の 
分 割 点 が PACT (ワル シャ ワ 条 約 軍 ) の 方 に 近寄っ て いる 場合 に 
は 、NATO (北大 西洋 条約 軍 ) の 方 が 優勢 で ある こと を 示し て いま 
す 。 ( 迎 の 場合 に は ワル シャ ワ 条 約 軍 の 優勢 を 示し て いま す 。) 
も し 、 こ の ゲー ジ が どちら か 一 色 に 染まっ て し まっ た ら 、 そ ちら 個 
の 決定 的 な 勝利 を 意味 し 、 相 手 側 を 停戦 協定 の テー プル に つか せ 、 戦 
争 は 終了 レ しま す 。 言う まで も な く 、 我 々 は ワル シャ ワ 条 約 軍 の 勝利 だ 
け は 阻止 し な けれ ば な り ま せん 。 
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イン トロ 


ソ連 に と っ て 、 ツ ソ連 の 核 抑 止 力 の 一 買 を に な う 原 子 力 弾 道 ミ サイ ル 


ダク ショ ン 潜水 艦 の 行動 の 安全 を 保証 する た め に は 、 ム ルマン スク や アル ハン グ ゲ 


リス ク 治 岸 海域 の 制海権 は 不可 欠 で ある 一 方 、NATO 地 上 軍 の 戦 
力 は 、 ひ と た ぴ ワ ル シ ャ ワ 条 約 軍 と 戦闘 状態 に 突入 すれ ば 、 ア メリ カ 
か ら の 人 員 及 び 物 資 の 大 量 補 給 輸送 に よっ て し か 支え られ な いと 予想 
され て お り 、 大 西洋 輸送 航 距 は まさ に NATO の 生命 線 と いえ る 。N 
ATO に と っ て 大 西洋 の 制海権 と は 、 必 要 欠 くべ か ら ざ る も の で あ 
る 。 

ノル ウェ ー 海 は 、 ソ 連 北 洋 艦隊 の 本 抗 地 で ある バレ ン ツ 海 と 、 ア メリ 
カ と ヨー ロッ パ を 結ぶ 大 西洋 に は さま れ た 、 ま さ に 戦略 的 な 回 廊 と も 
言う べき 戦略 要 所 で あり 、 こ の 戦場 を 支配 する こと は 、 ま さ に ヨー 
DY NOMMEAMTACEILAS|, 





NATO 軍 に つい て 


ヨー ロッ パ に お ける 地上 戦 の 動向 は 、 ア メリ カ か ら の 迅速 な 補給 に 
か か っ て いる と いっ て も 過言 で は あり ませ ん 。 こ の 輸送 補給 物 は 、 戦 
車 な どの 重 車両 、 大 量 の 兵員 及び 弾薬 、 そ の 他 大 量 の 物資 ・ 糧 食 な ど 
で 、 そ の 輸送 に 海上 輸送 を 用 いな けれ ば な ら な いこ と は 必至 で す 。 仮 
に 、 こ の 補給 を 受け られ な いも の と する と 、 圧 倒 的 な 量 を ほこ る ワル 
シャ ワ 条 約 軍 と 対 峠 する NATO 地 上 軍 の 運命 は 、 ま さ に 風 前 の 灯 と 
いっ た と ころ で す 。 


GIUK キ ギ キャップ: ソ連 北洋 艦隊 所 属 の 攻撃 部 隊 が 北大 西洋 輸送 航路 
を 攻撃 する 場合 は 、 こ の ノル ウェ ー 海 の 西端 に ある G I UK(Greenland- 
Iceland-United Kingdom) ギャ ッ プ を 必ず 通過 し な けれ ば な り ま せん 。 

北大 西洋 輸送 航路 の 西側 は 、 ア メリ カ 本 土 東海 岸 に ある アメ リカ 海 
軍 基 地 、 カ ナダ の ノヴァ スコ シ や ニュー ファ ンド ラン ド 鳥 に ある カナ 
ダ 海 軍 基 地 に よっ て 防衛 され て いま す 。 ま た 、 航 路 の 東 に は イギリス 
が あり 、NATO の 強力 な 空海 軍 に よっ て 守ら れ て いま す 。 し か し な 
が ら 、 そ の 中 間 部 分 の 防 術 に は 、 わ ず か に 小 規模 の 航空 基地 が グリ ー 
ン ラ ンド の 存在 する の み で す 。 こ の 海域 に 敵 浴 水 艦 の 侵入 を 許す よう 
な こと に な れ ば 、 大 規模 な 艦隊 兵力 を 哨戒 部 隊 と し て 投入 し な けれ ば 
な ら な く な り ま す 。 また 、 海 上 輸送 も 、 常 時 攻 繋 の 箇 威 に さら され る 
こと に な り 、 最 悪 の 場合 、 輸 送 が 途絶 し て し まう 可能 性 も あり ます 。 

し た が っ て 、NATO 軍 に と っ て 、G I UK ギャップ は 北大 西洋 輸送 
航路 の 絶対 防衛 線 で あり 、 こ この 自由 通過 権 を ソ連 海軍 に 与え る こと 
は 、 す な わ ち NATO 軍 の 敗北 を 意味 する の で す 。 

アイ スズ ランド: アイ スラ ンド は 世界 最 北 に ある 美しい 鳥 国 で す 。 こ の 
国 は N ATO の 構成 国 で す が 軍 備 は 保有 し て いま せん 。 た だ し 、 ア メ 
リカ 海軍 の 対 落 哨戒 機 や 海 ・ 空 軍 の 戦闘 機 な ど が 基地 を 使用 する こと 
は 可能 で す 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 基地 の 防衛 は 手薄 で 、 容 易 に 英 
に 占領 され て し まう 危険 が あり ます 。 

フェ ロー スズ 諸島 : フェ ロー ズ 諸 島 は アン マー ク の 領土 で も や り 、 ア イス 
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ラン ド と イギリス の ほぼ 中 間 に 存 在 し ます 。 こ こ に は NATO 軍 の 軍 
事 施設 は あり ませ ん が 、 イ ギリ ス 本 土 に 駐留 する 長 距 離 戦 関 爆撃 機 の 
攻撃 敬 囲 内 に ある の で 、 防 衛 力 が 皆無 と いう わけ で は あり ませ ん 。 L 
か し 、 こ の 地 を 占領 きれ た 場合 ここ に 進出 する で あろ う ソ 連 の 航空 部 
隊 お よび ミサ イル 攻撃 部 隊 は 、NATO 軍 に と っ て 大 き な 脊 威 と な る 
で し ょ う 。 

ノル ウェ ー: ノルウェー は スカ ンジ ナビ ア 半 島 に お ける 唯一 の NA 
T 0 の 構成 団 で す 。 そ の 南北 に 細長 い 国土 に は 多数 の 基地 が 点 在 し て 
お り 、 ノ ルウ ェ ー 海 に お ける NATO の 軍事 作戦 の 遂行 に 貢献 し ま 
す 。 戦 時 下 に お いて は 、 こ れ ら の 沿岸 に 点 在 する 海軍 基地 は 、 ソ 連 北 
PEROW FEST. ILE BHINATOREROMK BADRA 
と し て 活動 し 、 航 空 基 地 は ムル マン スク 方 面 か ら 飛 来 す る 海軍 航空 隊 
の 爆撃 機 の 迎撃 基地 と し て 重要 な 役割 を 果たす の で す 。 

この よう に ノル ウェ ー は 戦略 的 要 衡 で ある こと か ら 、NATO 軍 
は 、 ゃ も し 第 3 次 世界 大 戦 が 勃発 すれ ば 、 ノ ルウ ェ ー は 開戦 初日 に ワル 
シャ ワリ 条約 軍 の 攻撃 を 受け る で あろ うと 予想 し て いま す 。 ノ ー ス ・ ケ 
ー プ (ノー ル 岬 ) 近郊 の 極北 の パナ ク 航 空 基地 な ど は 、 空 失 部 隊 と 地 
上 部 隊 の 共同 作戦 に より 、 即 日 占領 され て し まう で し ょ う 。 ノ ルウ ェ 
ー は この 国境 地帯 に あま り 強 力 な 軍隊 を 駐留 させ て いま せん が 、NA 
TO 同盟 国 の 駐留 は (その 政治 的 な 配慮 か ら ) 許可 し て いま す 。 も し 
も 戦争 に な れ ば 、 ノ ルウ ェ ー は NATO 軍 の 泊 遣 を 歓迎 する で し ょ う 
が 、 到 着 す る 頃 に は (侵攻 地点 に も より ます が ) 時 すでに 遅い で し ょ 
Jo 

ソ連 軍 の 進撃 を 食い 止 
め る 最初 の "要塞 " に 成 
り 得 る の は 、 ナ ルビ ク で 
す 。 こ の 町 は 、 山 々 で 氷 
河 に 囲ま れ て お り 、 し か 
も る 、 こ の あたり か ら ト ロ 
ン ヘ イム の 付近 まで 、 海 承 子 力 攻撃 洪水 能 の 役割 Role of the SSN : 戦時 下 に お ける 原子 力 攻 還 
岸 か ら ス ウェ ー ア デン 国境 詩 水 第 (SSN) は 、 敵 の 水上 部 隊 に 待ち 伏せ 攻撃 を か け 、 原 子 力 ミサ イ ) 
まで の 幅 が 非常 に 狭い の Pikes BRL ORL. RBNEAD MRC ICRALBEB RIC 
で (最短 部 で は 50 km も I し て ミサ イル 攻撃 (戦術 核 ミ サイ ル ゃ 発射 可能 ) ETT. SOKA 
な い ) まさ に 天然 の 要 突 と 同様 の 任務 を お ぴる 敵 の 原子 力 攻撃 潜水 艦 に 対し て 打撃 を 与え 
と な っ て いま す 。 軍事 的 本 、 お よそ あら ゆる 種類 の 任務 を こなす こと の で きる 比類 な き 優秀 々 
中 立 の スウ ェ ー デ ン を 通 IRT, その 重要 性 は 、 航 空母 艦 の それ に 優る と も 劣ら な い 。 2 
過す る こと の で き な い ソ be EnNGMOMBECML TIS, KERRE LCT LD 
連 軍 は 、 こ の 地域 で 苦戦 ある 。 
する で し ょ う 。 COM] 戦争 が 激しく な る に つれ て 、SSN に 課せ られ る これ ら の 任務 に 
長い 地域 で の 優位 は 総和 いっ そう 重要 性 を 増す こと だ ろう 。 第 3 次 世界 大 戦 の 勝利 の 行方 は 、 
対 で あり 、 こ の 地域 を ISN の 艦長 た る あな た の 活躍 如何 に か か っ て いる 。 
地上 軍 の み で 占領 する 
に は 数 カ月 、 い や 数 年 要する か も 知れ ませ ん 。 し か し な が ら 、 も し ゃ 
ワル シャ ワリ 条約 軍 が 何等 か の 方 法 (上 陸 作 戦 等 ) で トロ ン ヘ イム を 占 
領 す る こと に 成功 し た な ら ば 、 ナ ルビ ク 一 芝 の 地域 が どの よう な 状態 
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に あろ うと も 、 首 都 で ある オス ロ が 陥落 する 可能 性 は あり ます 。 ゃ も し 
か する と オス ロ の 方 が ナル ビク より も 先 に 占領 され る か も 知れ ませ 
ん 。 

言う まで も あり ませ ん が 、 ノ ルウ ェ ー の 航空 ・ 海 軍 基 地 は 、 防 衛 側 
の NATO に と っ て 重要 で す が 、 ノ ルウ ェ ー 海 の 奥深 く 侵攻 し よう と 
する ソ連 軍 に と っ て も 、 前 進攻 撃 基 地 と し て 非常 に 重要 で す 。 


攻撃 Offence at Sea : スピッツ ベルグ ゲン と ノー ス ・ ケ ー プ を 結ぶ 線 
より 東 の パレ ン ツ 海 は 、 ソ 連 北 洋 艦隊 に と っ て の 絶対 防衛 囲 で す 。 こ 
の 海域 は ソ連 の 核 抑止 力 の 一 細 を 担う 原子 力 ミ サイ ル 潜 水 艦 の 待機 坦 
所 で あり 、 北 洋 艦隊 に 所 属す る 全て の 艦 族 も 、 出 撃 時 と 帰投 時 に は こ 
の 海域 を 通過 し な けれ ば ぱ ば ならない から です 。 

この 海域 に お ける ソ連 の 主要 な 防衛 は 、 ム ルマン スク を 中 心 と し て 
コラ 半島 に 点 在 する 航空 基地 が 担当 し て いま す 。 こ れ ら の 基地 に は 多 
数 の 対 洪 哨 戒 機 、 パ ッ ク フ ァ イ ア ー 等 の 爆撃 機 、 さ ら に これ ら を 護 術 
する 戦闘 機 が 配備 され て いま す 。NATO 軍 の 水上 租 隊 が 、 こ れ ら の 
航空 機 を 破壊 する こと な く こ の 海域 に 侵入 す る こと は 、 ま さ に 自殺 行 
為 と いえ る で し ょ う 。 し か し 、 凌 水 艦 な ら ば それ は 可能 か も る し れ ま せ 
ん 。 ひ と た び ぴこ の 海域 に 侵入 で きれ ば 、 原 子 力 ミサ イル 潜水 艦 や 航空 
BG UOKMESVSRORES RETA ETATU: 5, $ 
た 、 航 空 基地 に 巡航 ミサ イル を 用 いて 攻撃 を か ける こと も で きま す 。 


防衛 Deffence at Sea : 一 方 、 ノ ルウ ェ ー 海 、 特 に CIUK ギ ャ ッ 
プ の 防衛 は NATO に と っ て の 絶対 防衛 時 で す 。 こ の 海域 に 展開 し て 
いる NATO 艦 隊 の 第 一 任務 は 、 ギ ャ ッ プ の 通過 を 試み る ソ連 の 水上 
秀 お よび 潜水 艦 を 、 す べ て 撃沈 する こと で す 。 こ の G I UK ギャ ッ プ 
KI SO S U S (Sound Surveillance Under the Sea) と 呼ば れる 、 高 価 で 複 
維 な 聴音 探知 網 が 海底 に 敷設 し て あり 、 こ こ を 通過 する 潜水 艦 を は と 
ん ど 全 て 発見 する こと が で きま す 。 ま た 、 そ の 情報 は 通信 衛星 を 通じ 
て 各部 隊 に 有 瞬時 に 送ら れ て きま す 。 

GIUK ギ ャ ッ プ か ら ソ 連 海軍 を 遠ざけ る こと は 、 大 西洋 輸送 航路 
の 安全 確保 に つなが り ま す 。 ノ ルウ ェ ー 海 に お ける NATO 軍 の と る 
べき 戦略 は 、 積 極 的 な 攻撃 を 行い 、 ソ 連 海軍 を この 海 か らら 追い出す こ 
と で す 。 さ ら に 可能 な ら ば 、 バ レン ツ 海 に 進出 し て 核 抑止 力 の 中 心 的 
存在 と な っ た 弾道 ミサ イル 潜水 艦 を 全て 撃沈 する こと で す 。 

グリ ー ン ラン ド 海 : グリ ー ン ラン ド と ス ビ ッッ ペル ゲン に は さま れ た 
グリ ー ン ラン ド 海 は ノル ウェ ー 海 の 戦場 の 側面 で す 。 スピ ッッ ペル ゲ 
ン は ノル ウェ ー の 領土 で す が 、 人 口 は ほとん ど な く 、 鳥 自体 に は 軍事 
的 価値 は あま りあ り ま せん (も ちろ ん 、 ノ ルウ ェ ー 北 部 沿岸 か ら こ の 
鳥 に 延び る SOSUS ラ イン は 、 戦 略 的 に 相当 な 価値 が ある ) 。 こ の 
島 は ムル マン スク より も は る か に 北方 に 位置 し て お り 、 メ キシ コ 湾 流 
の 影響 も 受け ず 、 一 年 中 水 に 閉ざさ れ て いま す 。 し か し な が ら 、 こ の 
結氷 海域 は 潜水 艦 や 潜水 艦 母 艦 の 活動 拠点 と な っ て いま す 。 い くつ か 
の 原子 力 弾道 ミサ イル 潜水 艦 な ど は 、 氷 を 押し 割っ て 浮上 し 、 ミ サイ 
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て 活動 し て いる も の も あり ます 。 
この 海域 を 、 グ リー ン ラ ンド に 沿っ て 南下 すれ ば 、G I UK ギャ ッ 
プ の 一 部 で ある デン マー ク 海 峡 に 到達 し ます 。 


海洋 戦略 の 変遷 The New Maritime Strategy 

1970 年 代 初 頭 の ノル ウェ ー 海 に お ける NATO 海 軍 の 戦略 は 、GIUK 
ギャ ッ プ に 対 潜 兵力 を 集中 し 、 ソ 連 北 洋 艦隊 、 特 に 戦略 ミサ イル 准 水 艦 の 南 
下 を 防ぐ と いう も の で あっ た 。 こ の 戦略 を 実現 する た め に 、 ア メリ カ 海 軍 は 
水中 聴音 探知 シス テム ・SOSUS を 海底 に 敷設 し 、 こ の 海域 を 細か な プ 
ロッ ク に 分 け て 哨戒 用 の S SN を 配 し 、" P—3C” (X) や " ニム ロッ 
F” (Æ) な どの 対 洪 哨戒 機 を 常時 飛行 きせ 、 さ ら に 同盟 国 と 共同 で 水上 対 
潜 部 隊 に よる 哨戒 を 行っ た 。 

1980 年 代 に 入る と 、 ア メリ カ 海 軍 は 新しい 海軍 戦略 を 発表 する に 至っ た 。 
Lehman 海 軍 長 官 は 以下 の と お り 語 っ た 。 


私 は 、 数 個 の 空母 機動 部 隊 を ノル ウェ ー 海 に 派遣 する こと な く NATO 軍 
を 勝利 に 導く こと な ど 、 想 像 する こと も で き な い 。 我々 の 為 さ ね ば な ら な い 
こと は 、 こ の 海域 に お ける ソ連 海軍 の 阻止 能力 た る 一 切 の 艦船 、 航 空 機 等 を 
すべ て 発見 し 、 撃 減 す る こと で ある 。 


この 新しい 戦略 は 、 レ ー ガ ン 政 権 に よる 海軍 力 の 増強 に 触発 され た 向き も あ 


る が 、 も は や 危険 な GIUK ギ ャ ッ プ を 通過 し な く と ゃ 直接 パレ ン ツ 海 か ら 
弾道 ミサ イル で アメ リカ 本 土 を 攻撃 し うる 戦力 (SS BN) を 手 に いれ た ソ 
連 海軍 に 対抗 する 手段 と し て 考え られ た に ほか な ら な い 。 この" 前 方 戦略 " 
と は 、 戦 争 初期 に ソ連 海軍 の 水上 部 隊 及 び 航 空力 を 叩き 、 ソ 連 沿岸 に まで 
艦隊 を 前 進 き せ て 大 規模 な 対 潜 作 戦 を 行い 、 ソ 連 の 核 抑止 力 の 一 端 を 消滅 さ 
せる と いう も の で ある 。 地下 固定 サイ ロ の ICBM が 互い の 第 一 撃 で 消滅 す 
る こと が 必至 の 現在 で は 、 生 存 性 の 高い 潜水 艦 発射 弾 人 週 ミサ イル こそ 潜在 的 
な 核 攻 撃 の 恐怖 の 元凶 で あり 、 こ れ を 早期 に 撃破 する こと は 核 抑止 の パラ ン 
ス を 一 変 さ せ 、 和 平 交 渉 の テー プル に 相手 を 座ら せる こと も 可能 と な る 。 し 
か し な が ら 、 ア メリ カ 海 軍 を 合 む NATO 海 軍 の 一 部 の 将校 及び 戦略 家達 
は 、 こ の 積極 的 な 戦略 の は らむ 危険 性 に 対し て 懸念 の 意 を 表し て いる 。 も っ 
と も 、 こ れ ま で の 海軍 作戦 の 勝利 は 、 伝 統 的 に 、 勇 敢 な 指導 者 に よっ て も た 
ら さ れ て いる の で ある が . . . 。 

仮に 、 実 戦 に お いて は 、 ア メリ カ の 戦略 家達 が も う 少 し 慎重 な 戦略 を と る 
こと に な っ た と し て も 、SSN は 、 ソ 連 北 洋 艦隊 を 攻撃 する た め に ノル ウェ 
ー 海 の 奥深 くま で 派遣 され る こと に は 変わ り が な い だ ろ う 。 





45 


ソ連 の は 、 パ レン ツ 海 に し て いる ミサ イル 
ワル シャ ワ 条 約 軍 潜水 艦 に 頼る と ころ が 大 きい 状態 で す 。 なぜなら ば 、 地 上 の 固定 サイ 
に つい て ト に 設置 され た 弾道 ミサ イル は 、 第 一 撃 に よっ て 破壊 され る 公算 が 大 

きい か ら で す 。 こ の こと は 、 ソ 連 海 軍 の 保有 する 弾道 ミサ イル 潜水 艦 
の 、 実 に 7 割 近く が 北洋 艦隊 に 集中 配備 され て いる こと か ら ゃ 伺い 知る 
こと が で きま す 。 そ れ ゆ え に 、 北 洋 艦隊 は これ ら の 重要 な 兵器 を 基 が 
非 で も 守ら な けれ ば な ら ず 、 強 力 な 対 薔 部隊 や 航空 兵力 を も っ て 、 こ 
の 海 城 の 防衛 に 努め て いま す 。 も ちろ ん 、 北 洋 艦隊 の 戦略 に は 、 ノ ル 
ウェ ー、 ア イス ラン ド に 対す る 侵攻 や 大 西洋 輸送 航路 の 破壊 も 含ま れ 
て いま す 。 

# Pons: ムル マン スク は 、 暖 か い メ キシ コ 済 流 の 到達 する 北端 に 位 
置 し て お り 、 大 西洋 方 面 に 開か れ た 不 凍 港 を も つ 北 極 園 最 大 の 都市 で 
す 。 こ こ か ら 北 に 数 キロ 離れ た セツ ヴェ ロモ ルス ク に は ソ連 "赤旗" 北 
洋 艦隊 ("赤旗 " と は 第 2 次 世界 大 戦 に お ける 功績 に より 与え られ た 称 
号 ) の 本 失地 が あり ます 。 白 海 に ある アル ハン ゲ リ ス ク は 、 防 衛 や 補 
給 の 上 で 有利 な 立地 条件 を 持っ て いま す が 、 水 深 の 浅い この 海域 は 、 
冬季 に は 凍結 し て し まい ます 。 

第 2 次 世界 大 戦 以 隆 、 ム ルマン スク を 中 心 と する コラ 半島 沿岸 地域 一 
帯 に は 、 そ の 過酷 な 自然 条件 に も か か わら ず OTH (Over The 
Horizon : 水平 線 以遠 監視 ) レー ダー、ABM (Anti Ballistic Missile : 
対 弾道 ミサ イル ) 徒 戒 シス テム 、 地 下 ト ン ネ ル 式 の 潜水 艦 基地 な ど を 
合 む 、 多 数 の 軍事 基地 ・ 施 設 が 整備 され て いま す 。 

ムル マン スク か ら は 鉄道 路線 が フィ ン ラ ンド 国境 お ょ び 白 海 沿岸 に 
沿っ て 南下 し て お り 、 ソ 連 西 部 の 主要 都市 と 結ば ぱげ れ て いま す 。 し か 
し 、 こ の 補給 路 は ノル ウェ ー 空 の ミサ イル や 航空 機 に よる 攻撃 に 対し 
て 徐 出 し て お り 、 脆 弱 で ある と いえ る で し ょ う 。 

これ と 比較 する と 、 ア ル ハ ン ゲ リス ク は 敵 の 攻撃 に 対す る 勝村 性 も 
小さ く 、 よ り 強 力 な 輸送 ネッ トワ ー ク に より ソ連 西部 の 都市 と 結ば れ 
て いま す 。 気象 状態 さえ 許せ ば 、 上 陸 部 隊 や 補給 部 隊 の 編成 は こち ら 
の 港 で 行う 方 が ソ連 に と っ て は 得策 で ある と いえ る で し ょ う 。 


北方 海域 Norhern Seas : ソ連 は 、 ム ルマン スク や アル ハン ゲ ダリ ス 
ク の 表玄関 で も ある パレ ン ツ 海 や その 東 に ある カラ 海 を 、 原 子 力 弾道 ミ 
HA rK” 聖地" と し て 非常 に 重要 視 し て いま す 。 な ぜ な ら 、 
NATO 海 軍 の " 攻撃" 基地 は 、 遼 く 離 れ た イギリス に 存在 する か ら 
Tt. これら の 海域 を 行動 する " プー マー" (Boomer: 原子 力 ミ サイ 
ル 潜 水 艦 ) は 、 ア メリ カ の 核 攻 撃 に 対す る 最後 の 切 札 で ある か ら で 
す 。 

1933 年 に 登場 し た ソ連 初 の 弾道 ミサ イル 潜水 艦 の 装備 する 弾道 ミサ 
イル の 射程 距離 は 、 わ ず か 1.000km に も みた ず 、 ア メリ カ 本 土 を 攻撃 
する た め に は 、 境 く ア メリ カ 大 西洋 沿岸 に まで 進出 し な けれ ば な り ま 
せん で し た 。 その後 、 弾 道 ミ サイ ル 凌 水 艦 は 逐次 改良 され 統 け まし た 
が 、 射 程 は 短く 、 危険 を 還 し て G I UK ギャ ッ プ を 通過 し て 南下 する 
必要 が あり まし た 。 し か し 、1972 年 に 登場 し た ” アル タ " 型 原子 力 ミ 
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で きる ミサ イル を 装備 する に 至っ た の で す 。 こ の ころ か ら 、 北 洋 艦隊 
の 第 一 任務 は 核 抑止 と た その "聖域" の 防衛 に 移行 し 、 戦 力 は 増強 の 一 
途 を た どり 始め まし た 。 

さら に 、 戦 時 下 に お いて は 、 ノ ルウ ェ ー 国 境 か ら 程 近い 基地 群 を NA 
T 0 の 攻撃 か ら 防 衛 す る た め に ノル ウェ ー に 侵攻 する 地上 部 隊 の 支 
援 、 と いう 任務 も あり ます 。 実際 、 海 上 輸送 や 科 回 上 陸 作 戦 な どの 支 
援 が な けれ ば 、 地 上 部 隊 の ノル ウェ ー 侵 攻 は ナル ビク 付近 で 頓挫 し て 
し まう で し ょ う 。 


南方 海域 Southern Seas : 仮に 、 ソ 連 海 軍 が アメ リカ ・ ヨ ー ロ ッ パ 
間 の 輸送 航路 を 寸断 する こと が で きれ ば 、 ワ ル シ ャ ワ 条 約 軍 は ヨー 
ロッ パ 地 上 戦 で 勝利 を 収め る こと が で きる で し ょ う 。 も ちろ ん 、 輸 送 
路 を 寸断 し た 途 端 に 勝利 が 訪れ る わけ で は あり ませ ん が 、 や が て は 勝 
利 す る こと に な り ま す 。 し か し な が ら 、 こ の 目標 を 実現 する た め に は 
PUENDFDMLETT o 

NATO MO MER, ZR SEAR. ATER, KERR. TL 
て SOSUS ラ イン は 、 北 洋 艦隊 の 水上 攻撃 部 隊 に 対し て 通 骨 す る こ 
と の で き な い 防衛 線 を 形成 し て いま す 。 ソ 連 海軍 航空 部 隊 の 爆撃 機 
も 、 容 易 に この 防衛 線 を 突破 する こと が で きま せん 。 凌 水 艦 の み が 辛 
うじ て G I UK ギャ ッ プ を 通過 する こと が で きる 可能 性 を 持っ て いま 
す 。 ・ 

し か し な が ら 、 も し ワル シャ ワ 条 約 軍 の 海軍 航空 部 隊 の 爆撃 様 が N 
ATO の 水上 部 隊 に 打撃 を 与え 、 ノ ルウ ェ ー や アイ スラ ンド の 航空 基 
地 を 占領 し 、SOSUS ラ イン の 破 震 に 成功 すれ ば 、 状 況 は 一 転 し ま 
す 。 ソ 連 の 水上 息 や 潜水 息 は 、 ア イス ラン ド に 進出 し た 爆撃 機 の 護衛 
の も と で 、 北 大 西洋 に お いて 自由 に 行動 で きる よう に な る で し ょ う 。 

この よう な 状況 に な れ ば 、 ソ 連 海 軍 は ノル ウェ ー 南 部 に お ける 地上 
作戦 の 支援 も 可能 と な る で し ょ う 。 そ し て 最終 的 に は 、 ヨ ー ロ ッ パ に ド に 
お ける 全て の 地上 作戦 、NAT OO 海軍 の 空母 機動 部 隊 の 堅 滅 、 さ ら に 
英国 本 土 に 対す る 侵攻 作戦 を も 成功 に 導く こと が で きる こと に な る で 
し ょ う 。 
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勝利 へ の 道 この 戦争 に お ける あな た の 仕事 は 、 他 の 戦争 と 同様 、 任 務 を 全う する 
こと で す 。 与え られ た 任務 を 遂行 する こと は 戦況 を 有利 な も の に する 
こと に な る で し ょ う 、 反 対 に 任務 遂行 に 失敗 ナ れ ば 敵 に 手 を 貸す こと 
に も な り ま す 。 

あな た に と っ て まず 最初 の 閉 題 は 、 敵 を 発見 する こと で し ょ う 。 偵 
察 衛星 、 偵 察 機 、 そ し て 自 艦 の 持つ ソナ ー に よっ て 敵 を 発見 する こと 
は で きま す 。 し か し 、 あ な た は その 敵 が 正しい 攻撃 目標 で ある か どう 
か 、 い つ で も 確信 する こと が で きる と は 限り ませ ん 。 も ちろ ん 、 潜 水 
艦隊 を 追跡 中 の 空母 機動 部 隊 と 間違え る こと な ど は あり ませ ん が 、 大 
抵 の 場合 は 実際 に 遭遇 する か 、 戦 闘 が 終わ る まで 、 そ の 相手 が 攻撃 目 
標 で ある か どう か は 判り ませ ん 。 敵 の 進路 を 見 極め る た め に 、 長 時 間 
観 宗 の み を 続け て いる と 、 英 を 取り 逃がす ば か りか 、 敵 に 任務 を 達成 
され て し まい ます 。 

真 の 攻撃 目 様 で な い 敵 の 部 隊 に 惑わ る きれ て は いけ ませ ん 。 目標 以外 
の 敵 と 交戦 する こと は 、 時 間 を 無駄 に 消費 し て 真 の 目標 を 取り 逃がす 
ば か りか 、 貴 重 な 弾 薬 を も 無駄 に 消費 し て し まい ます 。 最新 の 航空 母 
艦 、 巡 洋 能 、 原 子 力 潜水 艦 を 撃 汚 する こと こそ 、 貴 重 な 時 間 や 弾薬 を 
消費 する に 値する 行動 で あり 、 旧 式 の 潜水 艦 や 対 洪 部 隊 に 対し て 危険 
を 冒し て まで 攻撃 する こと は あり ませ ん 。 も ちろ ん 、 大 西洋 潜水 第 隊 
司令 部 が これ ら の 目標 を 攻撃 する よう に 命令 すれ ば 別 で す が . . . 。 


古典 的 な 戦術 硫 新 鋭 の 原子 力 攻 撃 潜水 艦 が 、 瑞 を 発見 し 攻撃 する 戦術 に は 、 以 下 


に 挙げ る 代表 的 な 2 つの も の が あり ます 。 

” ス プリ ント ・ ア ンド ・ ド リフ ト " (Sprintand Drift): まず 、30 ノ ッ 
ト 以上 の 速度 で 航行 (スプ リン ト ) し 、 周 期 的 に 3 ノッ ト 以 下 の 低速 で 
漂泊 (ドリ フト ) し ます 。 こ の 高速 航行 の 部 分 で 長 距離 を 移動 し 、 漂 
泊 し て いる 間 に 敵 の 出す 音 を 探知 し ます 。 

この 戦術 は 敵艦 隊 を 迎撃 する 場合 に 非常 に 有効 で す 。 な ぜ な ら 、 瑞 
艦隊 の 航行 速度 は 、 水 上 攻撃 部 隊 な ら ば 20~ー24 ノ ッ ト 、 上 陸 部 隊 や 輸 
送 艦隊 な ら ば ぱ ば 10 一 17 ノ ッ ト 、 在 来 動力 潜水 艦 な ら ば それ 以下 で あり 、 
これ ら の 敵 を 速度 の 上 で 導 鶴 し て お り 、 こ れ ら を 確実 に 捕捉 する こと 
が で きる か ら で す 。 ま た 、 敵 に 発見 され た と し て も 、 そ の 高速 を 利 し 
て 追撃 を 振り 切る こと が で きる で し ょ う 。 

敵 の 原子 力 潜水 艦 を 迎撃 する 場合 は や や 困難 で ある こと が 予想 され 
ます 。 な ぜ な ら 、 人 原子 力 薔 水 艦 は 高速 で も あり 、 自 分 と 同様 の 戦術 を 実 
行 す る こと が 可能 だ か ら で す 。 

”" エンド ・ ラ ン ・ ア ン ブ ッ シュ "(End Run Ambush): この 戦術 は 第 
2 次 世界 大 戦中 に 発明 きれ まし た 。 こ の 戦術 は 敵 の 進路 を 見 極め た 後 
T ELTA) し 、 攻 撃 に 有利 な ポジ ショ ン で 待ち 伏せ する と い 
う も の で す 。 待ち 伏せ 地点 に 到着 し た ら 、 漂 泊 す る くら い ゆい 速度 を 落と 
し ます 。 こ れ で 、 良 好 な 音 攻 状 態 を 実現 する こと が で き 、 敵 の 動き を 
的 確 に つか むこ と が で きま す 。 何より も 、 居 が こち ら に 向かっ て 来る 
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と いう こと が 、 こ の 戦術 の 有利 な 点 で し ょ う 。 

待ち 伏せ に 最適 の ポジ ショ ン は 、 英 の 斜め 前 方 で す 。 なぜなら ば 、 
この まま 待ち 続け れ ば 、 敵 艦隊 は 横 っ 腹 を 見 せな が ら 目 の 前 を パレ ー 
ド す る こと に な る か ら で す 。 し か し 、 敵 の 行う ジグ ザ グ 運 動 に よっ 
て 、 最 適 の ポジ ショ ン も 射程 距離 外 の 場所 と な る 可能 性 が あり ます 。 
この よう な 事態 を 防ぐ た め に 、 注 意 深 艦長 は 英 の 真正 面 で 待ち 伏せ 
を 行い ます 。 

仮に 、 届 艦 隊 の 後方 か ら こ れ ら を 追跡 し て いる と し まし ょ う 。 こ の 
場合 、 敵 を 捕捉 する た め に 、 あ な た は より 高速 で 航行 し な けれ ば な ら 
ず 、 こ れ に より 、 探 知能 力 の 低下 と 敵 に 発見 され る 可能 性 の 増加 を 引 
き 起 こし ます 。 も し ゃ も 、 敵 の 艦船 が 、 上 曳航 アレ イ ・ ソ ナー ゃ や VDS 
(可変 深度 ソナ ー) を 装備 し て いな いな ら ば 、 後 方 か ら の 追跡 は 有効 
で は な いか と 考え て いる 方 も いる で し ょ う 。 し か し 、 敵 も その 点 に つ 
いて は 考慮 し て お り 、 頻 築 に ジグ ザ グ を 行っ て 探知 不能 の パッ フル の 
向き を 変え て 後方 か ら の 追跡 艦 を 発見 し よう と 苗 め ます 。 それに 、 は ほ 
と ん どの 場合 、 敵 が 曳航 アレ イ ・ ソ ナー や VDS を 装備 し て いる か ど 
うか な ど 、 央 の 先制 攻撃 を 受け な い 限 り 知 る こと は で きま せん 。 





機動 部 隊 The Task Force : ソ連 艦隊 の 水上 機動 部 隊 は 標準 的 な ハ ソ連 
イ ・ ロ ー・ ミ ックス で 編成 され て いま す 。 艦隊 は 1 隻 も る し く は 数 隻 の 新 " 赤旗 " 
鋭 主力 艦 を 中 心 と し て 、 や や 旧式 の 小型 艦 を 数 隻 随伴 し て いま す 。 す 北洋 艦隊 
べ て 新鋭 艦 、 ま た は すべ て 旧式 艦 で 編成 され て いる 艦隊 は ほとん ど あ 

り ま せん 。 

准 水 艦隊 は 、 基 本 的 に は これ と は 逆 に 、 原 子 力 潜水 艦 な ら ば 原子 力 
潜水 艦 の み 、 在 来 動力 凌 水 艦 は 在 来 動力 潜水 艦 の み で 編成 し ます 。 し 

か し 例外 的 に 、 重 要 な 任務 を 環 び る 在 来 動力 潜水 艦 の 護衛 に 原子 力 攻 

撃 潜水 艇 が 随伴 する こと が あり ます 。 

護衛 の 潜水 態 Submarine Escorts : ソ連 海軍 の 水上 艦隊 は 、 通 常 1 
BEV URED MBAS MELT ET, 対 潜 部 隊 や 空 母 機動 部 

隊 な どの 、 高 速 で 移動 する 部 隊 に 随伴 する の は 原子 力 攻撃 潜水 艦 で あ 

り 、 輸 送 艦隊 や 上 陸 部 隊 な どの 、 低 速 で 移動 する 部 隊 に 随伴 する の は 
在 来 動力 攻撃 潜水 艦 で す 。 

護衛 能 隊 Covering Groups : 重要 な 任務 を 淀 び て 出 撃 す る 艦隊 に 

は 、 は ほとんど 場合 、 別 の 護衛 の 艦隊 が その 主力 を 支援 する た め に 出撃 

し ます 。 こ の 護衛 艦隊 は 水上 穫 隊 で あっ た り 、 潜 水 艦隊 で あっ た り 、 

また は その 両 方 の 場合 も あり ます 。 護衛 艦隊 は 主力 部 隊 の 前 方 また は 
側 方 に 位置 し て いま す 。 一 定 の 距離 を お いて 行動 する こと は 少な く 、 
大 抵 、 あ る 地点 で 分 散 し て 行動 し ます 。 し か し 、 ひ と た ぴ 皇 力 部 隊 か 

ら の 要請 が ある と 、 全 速 で そちら の 方 に 向かい ます 。 こ の こと は " R 
MB” 画面 で 確か め る こと が で きま す 。 も し 、 全 速 で 近付い て 来る 

部 隊 が あっ た ら 、 そ れ は 護衛 艦隊 で す の で 、 極 力 接触 を 避け る よう に 

be bape 

スペ ツナ ヅ Spetsnaz Operations : ソ連 の 特殊 部 隊 " スペ ッ ナ ツ " 

は 、 時 折 凌 水 艦 を その 移動 の 手段 と し て 使用 する こと が あり ます 。 E 
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RAE ANE. REC BORE AME OE SET OS, MLS HA AE 
の 場合 も あり ます 。 RFDBAKECHATSCERENCHA, BH 
と し て 随伴 し て いる こと は あり ます 。 





戦闘 の 展望 敵 部 隊 と 接触 し た ら 、 そ の 後 の 行動 は お お ま か に 以下 の 3 つの フェ ー 
ズ (部 分 ) に 分 けら れ ま す 。 

第 1 の フェ ー ズ は 敵 の 識別 と 位置 確定 で す 。 こ の 探索 フェ ー ズ は 探知 
機 に よる 決 還 と も 言え る で し ょ う 。 良い 探知 機 と 良い ポジ ショ ン を 獲 
得 し た 方 が 大 抵 勝 利 し ます 。 こ こ で 言う 勝利 と は 、 接 触 し た 目標 を 敵 
と 識別 し 、 攻 撃 可能 と 判断 で きる 信頼 度 の 情報 を 獲得 する こと で す 。 
アグ レッ シブ プ (攻撃 的 ) な 艦長 な ら ば 、 敵 間 の 関す る 情報 の 信頼 度 が 
$0ー60% で も ゃ 攻撃 し ます が 、NATO 海 軍 で は 最低 で も 85% の 信頼 度 が 
な いと 攻撃 し て は な ら な いと 教育 し て いま す 。 
攻撃 の 判断 を 下 し た と ころ で 探索 フェ ー ズ は 終了 し 、 攻 撃 フ ェ ー ズ 
が 始ま り ま す 。 現代 の " 必殺" 兵器 を 持っ て すれ ば 、 大 抵 の 場合 、 先 
制 攻撃 し た 方 の 勝ち と な り ま す 。 完 壁 な 先制 攻撃 を 行う こと が で きた 
な ら ば 、 兵 器 が 命中 する 直前 まで 英 に 攻撃 を 悟ら われ る こと が な く 、 対 
抗 措置 や 回 避 行 動 を 行う 胡 さ え 与 え を ませ ん 。 最良 の 攻撃 と は 、 敵 に こ 
ちら の 位置 を 知ら れる こと な く 、 素 早く 、 静 か に 行い 、 し か ゃ も 一撃 で 
確実 に 相手 を し と め る こと で す 。 兵器 を 発射 し た ら 、 離 脱 フ ェ ー ズ 
が 始ま り ま す 。 も し 、 攻 撃 中 に 、 敵 に 発見 され た り 、 目 標 以外 の 敵 が 
存在 し た 場合 、 お そら く 反 撃 を 受け る こと に な る で し ょ う 。 こ の よう 
な 状況 で は 、 ま ず 第 一 に 自己 防衛 を 考慮 し な けれ ば な り ま せん 。 し か 
レ 、 経 験 ある 艦長 な ら ば 、 こ の よう な 状況 で も 常に 反撃 の 機会 を 用 っ 
て いま す 。 攻撃 と 防御 を 同時 に 行え る 能力 こそ 艦長 に 求め られ る 資質 
な の で す 。 
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ン ナ ー・ セ ンダ サー 








潜水 径 が セン サー を 使用 する 目的 は 、 敵 を 発見 し 、 そ の 目標 に 対し 
て 正確 な 兵器 の 投射 を 行う た め に 必要 な 情報 を 得る こと で す 。 BAM 
の 装備 する セン サー の 中 で 最も 重要 な も の は ソナ ー で す 。 

潜水 艦 の 艦長 は 、 潜 水 艦 の ソナ ー の 性 能 と その 限界 に つい て 熱 知 し 
て いな けれ ば な り ま せん 。 ア メリ カ 海 軍 の 潜水 艦 は 、 総 じ て 、 ソ 連 の 
潜水 艦 よ り も 静か で 、 ソ ナー の 人 性 能 も 優れ て いま す 。 こ れ は 、 あ な た 
に と っ て 大 き な ア ド バ パン テー ジ で す 。 





ソナ ー は 水中 に お ける 音響 を 捉え る セン サー で す 。 も し 、 水 温 と 水 
圧 が 一 定 な ら ば 、 音 波 は 直進 し ます 。 しかしながら 、 海 中 で は 水温 
深度 も 一 様 で は な く 、 音 は 曲がっ て 伝わり ます 。 さ ら に 、 海 中 の 塩分 
濃度 に よっ て も 伝播 状況 は 変化 し ます 。 以 下 に 述べ る 、 海 中 に お ける 
音 略 伝播 の 性 質 を 利用 する こと に よっ て 、 ざ さまざま な 戦術 を 執る こと 
が 可能 と な り ま す 。 

KAME Temparature & The Layer : 海水 は 太陽 光線 に よっ て 海 表 
面 で 暖め られ ます が 、 こ の 海 表面 か ら 水 深 数 十 メ ー ト ル (100'ー300) の 
範囲 に は 、 対 流 や 風 に よっ て 拉 捧 され て 温度 が ほ ば 一 定 (10~20 CYS 
が 存在 し ます 。 こ の 層 を " 混合 層 " と 呼び ます 。 混 合 層 より 深い と こ 
ろ で は 水温 は 急激 に 下がり 始め ます 。 こ の 部 分 を " KRM” (th- 
ermocline また は uhermal layer) と 呼び ます 。 水温 躍 層 より ゃ 深い 部 分 で 
は 再び 温度 の 変化 は 小さ く な り 、 水 深 1.000 メ ー ト ル あ た り ま で 一 定 
( 約 4 C) と な り ま す 。 

音 の 屈折 The Curveing Paths of Sound : 潜水 艦 な ど が 発生 する 音 は 
全 周 方 向 に 広がり ます が 、 こ の 拡散 する 音 は その まま 直進 し ませ ん 。 
な ぜ な ら 、 音 の 伝播 媒体 で ある 海水 が 均質 で は な いか ら で す 。 

波 ( 音 ・ 電 波 ・ 光 ) の 伝播 速度 の 異な る 2 つの 物質 を その 波 が 通過 す 
る と き 、 そ の 境界 面 で 屈折 が 起こ り ま す 。 こ の と きま 屈折 の 法則 (スネ 
ル の 法則 ) に より 

Sina Va (。z.g は 物質 AB を 通過 する 渋 の 入射 角 、 屈 折角 ) 

Sing Vb (Va.Vb は 物質 AIB に お ける 波 の 伝播 速度 ) 

と いう 式 が 成り 立ち ます 。 





水深 と 音速 の 関係 


B( 水 温 の 低い 層 ) 


音響 伝播 と 


ソナ ー 


混合 層 (表面 層 ) 





ここ で 、 (A) 温度 の 高い 層 と (B) 温度 の 低い 層 が 、 あ る 面 を 境 に 
し て 接し て いる と し ます 。 A の 中 を 音速 a で 進ん で き øh, AHA 
a で 境界 面 を 通過 し た 後に 、 屈 折角 pp で B の 中 を 進み ます 。 さ て 、 水 
中 で の 音速 は 温度 が 低く な る に し た が っ て 小さ く な る と いう 性 質 が あ 
る の で 、 上 の 式 が 成り 立つ た め に は 、Va>Vb で すか ら s ina> 
sing と いう こと に な り 、a>gp が 導 か れ ま す 。 よ っ て 、 温 度 の 高 
い 層 か ら 低 い 層 に 入っ た 音 は 、 下 向き に 曲げ られ る こと に な り ま す 。 
この 考え を 基本 に し て 実際 の 海水 に つい て 考え て み ま す 。 実際 の 海 
水 は 温度 の 高い 層 と 温度 の 低い 層 と いう 2 つの 層 に 単純 に 分 ける こと は 
で きま せん 。 なぜなら 、 温 度 は 連続 的 に 変化 し て いる か ら で す 。 し か 
し 、 温 度 の 後 妙 に 閣 う 層 が 、 数 えら れ な いく らい 重ね られ て いる と 考 
える こと は で きま す 。 そ し て 、 そ の 無数 の 層 の 積み 重ね を 通過 する 音 
は 、 や は り 上 で 述べ た 原理 か ら 、 無 数 の 温度 の 高い 層 か ら 温 度 の 低い 
層 を 通過 し て ゆく に し た が っ て 次 第 に 下向き に 曲げ られ る こと も 理解 
で き る と 思い ます 。 

今度 は 、 深 度 と 音 の 屈折 に つい て 考え て み ま し ょ う 。 深度 が 深く な 
る と 海水 の 密度 は 大 きく な り ま す 。 音 の 伝播 速度 は 媒体 の 密度 が 大 き 
く な る に し た が っ て 速く な り ま す 。 先程 の 温度 の 場合 と 同様 に 考え る 
と 、 水 温 が 一 定 な ら ば 、 水 深 が 深く な る に し た が っ て 音 は 上 向き に 曲 
げ ら れる こと に な り ます 。 

BAR? KERR OT ORM (深海 等 温 層 ) で は 海水 の 温度 は ほぼ ば 一定 
で あり 、 水 深 が 増す に し た が っ て 音速 も 上 が り ま す 。 こ の よう な 場合 
を " TERRE” と 呼び 、 こ こ で は 音 は 上 向き に 曲げ られ ます 。 逆 に 、 水 
温 躍 層 の よう に 、 水 深 が 深く な る に し た が っ て 急激 に 温度 が 下る と 、 
水深 が 深く な る ご と に 音速 も 減少 し ます 。 こ の よう な 場合 を ” A 
度 "” と 呼び 、 音 は 下向き に 曲げ られ ます 。 

コン バー ジェ ンス ・ ゾ ー ン Convergence Zone : AM % VORB 
する 音 は 、 全 周 方 向 に 拡散 し ます が 、 斜 め 下 方 に 広がっ て ゆく 音 に つ 
いて 考え て み ま Le う 。 - 

まず 、 混 合 層 を 通過 し て 水温 躍 層 に 入っ た 音 は 、 負 傾 度 に よっ て 下 
向き に 曲がり は じ め ま す (この 音速 が 正 傾 度 か ら 負 傾 度 に 変化 する 深 
度 を 層 深 と 呼び ます ) 。 や が て 、 音 速 の も っ と も 小さ な 深度 (サウ ン 
ド ・ チ ャ ネル 深度 と 呼ぶ ) に 到達 し 、 深 海 等 温 層 に 入っ た 音 は 、 今 度 
は 徐々 に 上 向き に 曲がり 始め ます 。 そ し て 、 あ る 深度 (限界 深度 と 呼 
Z) に 達する と 、 音 は 上 方 (海面 ) に 向かっ て 進み 始め 、 下 に 向かう 
と き と 反 対 の 曲折 を 行い な が ら 海 面 に 達し ます 。 その後 、 海 面 に 達し 
た 音 は 海面 で 反射 され て 再び 下方 に 向かい 、 限 界 深 度 に 達し た 後 で 再 
び 海 面 を 目指 す の で す 。 

この よう な 現象 は 、 終 め 下方 に 向かう 一 定 範 囲 の 音 の 東 (BHR) に 見 
られ る の で す が 、 こ の 音 束 は 、 拡 散 し な が ら 下 方 に 向かい 、 そ し て 上 
方 に 向かい な が ら 再 ぴ 収 束 す る の で す 。 こ の 、 音 速 が 再び 収束 する 所 
を コン パー ジェ ンス ・ ゾ ー ン (Convergence Zone : 収束 帯 、 以 下 CZ と 
略記 ) と 呼び ます 。 こ の 音 の エネ ルギー の 大 き な 収 束 帯 は 、 海 面 上 に 
て お よそ て 30 海里 ご と に 、 流 紋 状 に 現れ ます 。 こ れ を 利用 する と 、 長 距 
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水晶 が 上 が り 
下向き に 曲げ られ る 


KR. 水圧 に よる 
sorsat 7 
ほか が よがり ON 


LA Calton} 





訣 の 敵 を 探知 する こと が 可能 で す が 、 実 際 に 探知 に 有効 な の は 第 1CZ 

(#93084) と 第 2CZ ( 約 60419) まで で す 。 

表面 層 ダ クト Surface Duct: 混合 層 の 中 に 浅い 角度 で 上 昇 し な が ら 
入っ た 音 は 、 開 票 面 で 反射 し た 後 で 上 方 に 曲げ られ 、 ま た は 水温 躍 層 
と の 間 に あ る 強い 境界 面 で 反射 され て 再び 海面 に 向かい ます 。 そ し 
て 、 再 び 海 表面 で 反射 され た 音 は 、 こ の 反射 を 繰り 返し て 、 あ る 程度 
E UZLET Snt” 表面 層 ダ クト "(Surface Duct) è vv $ 
To CORRISBATLIK BY C. FrEE CHDRE OR AH 
成 さ れ た と き に も 、 混 合 層 の 有無 に か か わら ず 発 生 す る こと が あり ま 
す 。 

シャ ドー・ ゾ ー ン Shadow Zone: 表面 層 ダ クト と 、 下 方 に 曲がっ 
て ゆく 音 束の間 に は 、 音 が 伝 棋 し な い 領 域 が 発生 し ます 。 こ の 領域 を 
シャ ドー・ ゾ ー ン と いい ます 。 この 領域 を 利用 する こと は 戦術 的 に 非 
常に 有効 で す 。 なぜなら 、 こ の 領域 に いる 敵 に こち ら の 存在 を 悟ら れ 
ず に 接近 する こと や 、 こ の 領域 に 身 と を ひそ め て 敵 の 追跡 を 逃れ る こと 
が で きる か ら で す 。 

アイ ソサ ー マ ル ・ サ ウン ド isothermal Sound: ご くま れ な ケー ス で 
す が 、 水 深 に よる 水温 低下 率 と 密度 上 昇 率 が 均衡 し て 、 水 中 を 伝播 す 
る 音 が 直進 する 場合 が あり ます 。 こ の 直進 する 音 は 、 も ちろ ん 海 表面 
や 海底 や 強い 境界 層 な ど で 反 射 し ます 。 こ の 現象 は 、 浅 海 や 、 流 水域 
の 表面 近く で 見 受け られ ます 。 

MK Dnftlce : 流水 域 で は 、 低 い 水 温 と 塩分 濃度 の 低下 (流水 の 氷 
解 に よる ) に より 水温 躍 層 は 深い 深度 に わずか に 現れ ます 。 ま た 、 流 
水 の 移動 や 衝突 や 崩壊 に より 発生 する 大 量 の 雑音 に より 、 目 標 の 探知 
距離 は か な り 小 さく な っ て いま す 。 

KAX Packlce : 永久 水 の 下 で は 、 海 表面 で 発生 する 雑音 が な い の 
で 、 大 変 静 か で す 。 ま た 、 水 久 水 の 海中 部 分 の 深き は 均一 で は な く 表 
面 層 ダク ト の 発生 を 妨げ る ば か りか 、 直 進 す る 音 さ え 遮 っ て し まい ま 
す 。 ま た 、 低 い 水 温 に より 、 水 温 躍 層 は ご く 浅 い 深度 で 発生 し ます 。 

浅海 Shallow Water : 浅海 で は 、 水 温 躍 層 は 発生 し ませ ん 。 し か 
し 、 海 底 が 平滑 な ら ば 、 音 は " 海底 反射 " (Bottom Bounce) を する の 
で 、 こ の 海 自 体 が 巨大 な "” ダク ト " と し て 機能 し ます 。 一 方 、 海 底 の 
起伏 が 激しい と 、 音 流 は きれ い に 反 射 さ れず 拡散 また は 吸収 され て し 
まう の で 、 遼 くま で 届き ませ ん 。 ま た 、 浅 海 は 表面 雑音 や 潮流 雑音 も 
多い の で 、 浅 海 で の 音 の 伝播 は 、 一 般 に 良好 で は あり ませ ん 。 

バッ フル The Buffles : プロ ペラ の 発生 する キャ ビ テ ーション ・ ノ 
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イズ や 船体 の 発生 する ウェ ー キ (航跡 ) ・ ノ イズ の た め に 、 船 (潜水 
艦 を 含む ) は 後方 60' の 範囲 の 音 略 探知 が で きま せん 。 こ の 探知 不能 
の 領域 を パッ フル と いい ます 。 傘 水 艦 の 曳航 アレ イ ・ ソ ナー、 水 上 艦 
DVDS (可変 水深 ソナ ー) 、 ヘ リコ プター の ディ ッ ピ ング (釣り 下 
FR) ソナ ー な ど は 、 こ の パッ フル の 影響 を 受け な い の で 、 全 方 向 の 
探知 が 可能 で す 。 





BORK 到 を 発見 する た め の 標 準 的 な テク ニッ ク は 、 敵 の 音 を 聞く こと で す 。 
敵 を 発見 し た ら 、 ゆ っ くり 航行 し て 、 良 好 な TMA (Target Motion 
Analysis |: 目標 動静 解析 ) を 得る た め の 情 報 を 収集 し ます 。 目標 に 関す 
る 情報 解析 が 終了 し た ら 、 最 も 有効 な 攻撃 方 法 を 選択 し 、 実 行 し ま 
す 。 

音響 探知 Listening : 應 水 艦 の 最大 の 長所 は 、 そ の 隠密 性 に あり ま 
す 。 潜水 艦 こ そ 、 海 軍艦 引 の 中 で 、 唯 一 身 の 捜 索 か ら 逃 れる こと の で 
きる 軍艦 で す 。 そ の 隠密 性 を 維持 する た め に は 和 常時 閉 行 し て な けれ ば 
な り ま せん 。 そこで 、 凌 水盤 に と っ て 最も 標準 的 な 探知 装置 は パッ シ 
ヴ ・ ソ ナー と 曳航 アレ イ ・ ソ ナー と いう こと に な り ま す 。 

一 般 に 、 曳 航 ア レイ ・ ソ ナー は 潜水 艦 の 装備 する 最も 優れ た 聴音 疲 
置 で す 。 な ぜ な ら 、 パ ッ シ ヴ ・ ソ ナー は 潜水 艦 の (機関 な ど が ) 発生 
する 雑音 や 船体 表面 の 水流 音 な ど に 妨害 され る か ら で す 。 曳航 アレ 
イ ・ ソ ナー に は その よう な 障害 が あり ませ ん 。 た だ し 、 曳 航 ア レイ ・ 
ソナ ー を 充分 に 機能 させ る た め に は 4~5 ノ ッ ト で 航行 する 必要 が あり 
ます 。 さ ら に 、 高 速 で 航行 する と 表面 流 の 雑音 発生 に より 探知 能力 は 
低下 し ます 。 

また 、 曳 航 ア レイ ・ ソ ナー は 、 そ の 重み に よっ て 対 め 後方 に わずか 
に 垂れ 下がる 形 で 自 か ん て いま す 。 つ まり 、 音 略 受 信 部 は 自 艦 よ りゃ も 
深い と ころ に ある の で 、 た と えば 、 水 温 躍 層 の 上 に いな が ら そ の 下 の 
領域 を 、 こ ちら の 存在 を 知ら れる こと な し に 探知 する こと も で きる の 
で す 。 

し か し 、 こ の 場合 自分 と 同じ 所 に いる 敵 を 、 曳 航 ア レイ ・ ソ ナー で 
探 和 する こと は で きま せん 。 ここ で 有効 な 探知 装置 は パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー で す 。 パ ッ シ ヴ ェ ・ ソ ナー の 探知 能力 は 、 雑 音 の 発生 の も っ と も 少 
な い 停止 時 に 最良 と な り ま す 。 ま た 、 水 中 環境 や 航行 条件 の 変化 に よ 
り 、 パ ッ シ ヴ ・ ソ ナー の 探知 能力 が 曳航 アレ イ ・ ソ ナー の それ を 上 回 
る 場合 も あり ます 。 

TMA (目標 動静 解析 ) : 聴音 に よっ て 最初 に 得る こと の で きる 、 目 
標 に 関す る 情報 は 、 目 棟 の 方 位 で す 。 し か し 、 コ ンピュータ 化 さ れ た 
解析 装置 は 、 さ ら に た くさ ん の 情報 を 必要 と し ます 。 水 測 員 (ソナ ー 
A) は 実際 に 音 を 開き 、 解 析 装 置 の スク リー ン を 見 な が ら 、 コ ン ピ ュ 
ー タ ・ デ ー タ を 整理 し て 、 目 標 の 動静 (行動 ) の 解析 を 行い ます 。 こ 
の 作業 で 、 目 標 の 針路 、 速 度 、 そ し て 目標 まで の 距離 を 算定 する こと 
が で きる の で す 。 ま た 、 水 測 上 員 は 探知 中 の 音 を 、 こ れ ま で に 苦 積 し て 
きた 敵 (や 味方 ) ED” EB” の ライ ブラ リ と 比較 し て 、 艦 種 の 特定 
を 行い ます 。 盤 種 が 特定 され る と 、 特 定 周 波数 以外 の 雑音 に フィ ル タ 
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ー を か ける こと が で きる の で 、 情 報 の 解析 率 が 上 昇 し ます 。 ま た 、 そ 
の 攻撃 方 法 を 決定 する こと に ゃ 役立ち ます 。 一 般 に 、 目 棟 を 長い 時 間 
追跡 する と 解析 率 は 上 昇 し ます 。 た だ し 、 目 標 を ロス ト (KR) する 
Ex 解析 率 は ゼロ に な り ます 。 

TMA で 最も 困難 な 部 分 は 、 最 後に 得 ら れる 情報 、 し か し 最も 大 切 
な 情報 で ある 距離 の 算定 で す 。 ミ サイ ル 発 射 用 の 距離 算定 を 実際 の 距 
苑 よ り 多く 見 積 っ た 場合 や 、 魚 香 発射 用 の 距離 算定 を 実際 より 小さ く 
見 積 っ た 場合 は 、 こ れ ら の 兵器 を 無駄 に する こと に な り ま す 。 





ディ ッ ピ ング ・ ソ ナー 付 
へ リコ プター 


OL TT TIT TT TTT TT CR aad lalallala eee 


RAY tr — 


曳航 アレ イ ・ ソ ナー 
曳航 アレ イ ・ ソ ナー 


WEEE: 潜水 艦 の 船体 に は 、 広 範囲 に わた っ て 精密 な パッ シ ヴ ・ ソ ナー・ ア レイ が 
取り 付け られ て いる 。 さ ら に 、 大 半 の 原子 力 潜水 艦 は 曳航 7 アレイ ・ ソ ナー も 装備 し て い 
る 。 対 潜 艦 の 一 部 は 、 海 中 探 末 の た め 、 特 に 水温 躍 層 下 の 探索 を 行う た め に VDS ( 可 
変 深度 ソナ ー) を 装備 し て いる 。 へ リコ プ ター は 海面 上 で 静止 し て 、 ア クティ ヴ ま た は 
パッ シ ヴ ソ ナー を 垂らし て 海中 を 探索 する こと が で きる 。 

雑音 の 発生 と 聴音 : 基 の 在 来 動力 型 潜水 艦 は 、 お そら く 世 界 で 最も 静か な 潜水 艦 の 部 
類 に 入り 、 探 知 は 困難 で ある 。 原子 力 潜水 艦 は 、 原 子 炉 が 常時 作動 し て いる こと か ら 、 
在 来 動力 型 よ り も 雑音 が 大 きい 。 水上 艦 は 航 走 する 限り 造 波 に よる か な り 大 き な 雑 音 を 
発生 する の で 、 そ の 探知 は 容易 で ある 。 へ リコ プター は 空中 を 飛翔 し て いる の で 、 ソ ナ 
ー に よる 直接 探知 は 不可 能 で あり 、 レ ー ダ ー を 使用 する か 、 ま た は へ リコ プター の 
ディ ッ ピ ング ・ ソ ナー や ソノ プイ の 探 信 音 を 聴音 する こと で その 存在 を 知る こと が で き 
る 。 





アク ティ ヴ ・ ソ ナー を 使用 する と 、 自 艦 の 位置 を 項 に 知ら せる こ アク テイ ヴ ・ 

と に な り ま す 。 さらに 悪い こと に は 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー の 探知 距離 ソナ ー 
SOO. RAED” ビン" (ZF) を 探知 する こと の で きる 距離 の 

方 が 大 きい の で す (MEM) o 。 そ れ ゆ え に 、 多 く の 凌 水 艦長 は アク 

ティ ヴ ・ ソ ナー の 使用 を 好ま ず 、 ま た 、 使 用 を 禁止 する 場合 も あり ま 

す 。 し か し 、 和 発生 雑音 の 大 き な 水 上 艦 に と っ て 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー 

は 潜水 艦 を 発見 する た め の 主 要 凌 備 で す 。 と いう も の の 、 水 上 艇 も 

パッ シ ヴ ・ ソ ナー を 装備 し て お り 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー で 凌 水 艦 を 発 

見 し た 後 は 、 速 度 を 落と し て (雑音 の 発生 を 押え て ) BKEOKTE 

を パッ シ ヴ ・ ソ ナー で 探知 し ます 。 
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SLOSELA, AML LBREKENHR, He LIZBM OU 
BODCAELMALKE LET, COLA, MiEBESLCHSEKS 
りゃ も 早く あな た の 艦 の 存在 を 発見 し ます 。 そ し て 、 敵 は この 有利 な 状 
肖 を 保つ た め に 、 あ な た の 艦 の 探知 範囲 外 で 追跡 を 続け 、 や が て TM 
A が 99% に 達し た と き に 、 魚 定か ミサ イル を 発射 する で し ょ う 。 こ の ト 
ラン ジェ ント (魚雷 発射 音 な ど 、 短 時 間 発 生 する 比較 的 大 き な ノ イ 
ズ ) 、 ミ サイ ル の 着 水 音 、 魚 宇 の 探 信 音 な ど に より 、 あ な た は 初め て 
敵 の 存在 に 気付 きま す 。 

この よう な 場合 、 あ な た は 回 避 行 動 を と り ま す が 、 同 時 に アク ティ 
ヴ ・ ソ ナー を 使用 する の が 標準 的 な 対抗 策 と な り ま す 。 な ぜ な ら 、 瑞 
は すでに あな た の 位置 まで 知っ て いる の で 、 こ こ で ピン を 発射 し て 
も 、 こ の 不利 な 状況 は さほど 変化 し ませ ん 。 そ れ よ り も 、 ビ ピン を 打っ 
て 敵 の 位置 を 知る こと の 方 が 重要 で す 。 も し 、 敵 が アク ティ ヴ ・ ソ ナ 
ー の 探索 範囲 外 に いる 場合 は 、 魚 宇 の 方 位 な ど に 注目 し て くだ さい 。 
お そら く 敵 は その 方 向 に 潜ん で いる で し ょ う 。 

実際 、 在 来 動力 型 薔 水 艦 な ど が 相手 の 場合 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー を 
使い 続け る の も ひと つの 戦術 で す 。 こ の " ARSD" こそ 、 最 も 危 
険 な 相手 だ か ら で す 。 し か し 、 そ れ で も アク ティ ヴ ・ ソ ナー を 使う こ 
と を 控え た い 場 合 に は 、 敵 の 魚 筆 の 接近 する 方 向 に 向け て 兵器 を 投身 
し て 、 英 に 回 避 行 動 を と ら せ 続 ける と いう 方 法 も あり ます 。 こ うな る 
と 、 敵 は こち ら の 追跡 じ こ ろ で は な く な る か ら で す 。 

また 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー は 乱戦 状態 に 陥っ た と き に も 有効 で す 。 
も し 、 あ な た が 回 避 行 動 な ど 、 高 速 で 激しい 機動 を 行っ て いる 場合 、 

曳航 アレ イ ・ ソ ナー や パッ シ ヴ ・ ソ ナー は ほとん ど 役 に 立ち ませ 


いま 、"USSub" が ビン を 1 回 発射 し た と する 。 ビ ン は 散 潜 水 艦 "A" に 到達 し 、 や が て 反射 し で 


再び 戻っ て くる 。 こ の 反射 音 に よっ て "US Sub" は 敵 潜 "A" の 正確 な 方 位 と 距離 を 知る こと が で 
きる 。 ま た 、 さ ら に 数 回 ピン を 打つ こと に よっ て "A" の 移動 を 探知 する こと が で き 、 そ の 針 冊 
及び 速度 を 解析 する こと が で きる 。 

最初 に 発射 し た 探 信 音 は その まま 海中 を 進み 、 敵 潜水 艦 "B" に も 到達 する 。 こ こ で も ピン の 
反射 は 起こ る が 、 こ の 反射 音 は 進行 距離 が 境 い こと か ら 、 海 水 に 吸収 さき れ た り 海 中 雑音 に か きき 
消さ れ た りす る 。 そ の た め に 、"US Sub" は 届 ナ 潜 "B" を 探知 する こと が で き な い 。 そ れ ば か り ヵ 
ビン は 瑞 潜 "B" に 到達 し て いる の で 、"US Sub" は "B" に 存在 及び 方 位 を 知ら れる こと に な る 。 ま 
た 、 さ ら に 数 回 ビン を 発射 する こと に よっ て 、 そ の 正確 な 位置 まで も 明らか に し て し まう 。 

この よう に 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー を 使用 する こと は 非常 に 危険 で す 。 LL., PRIEU 
艇 潜水 艦 を 発見 する 有効 な 手段 と し て 、 再 ぴ 脚 光 を 浴び 始め て いま す 。 





ん 。 た ち ま ち 追 跡 中 の 上 日 標 を ロス ト し て し まう で し ょ う 。 目標 が 水上 
艦 の な ら ば 、 ピ ン を 打ち 続け る の で 容易 に その 位置 を 知る こと が で き 
ます が 、 潜 水 艦 の 場合 は 無音 潜航 を 行い 、 あ な た の 行動 を 覧 視 す る の 
で 、 そ の 位置 を 割り 出す こと は 困難 で し ょ う 。 こ こ で あな た の と る ペ 
き 行 動 は 、 数 回 ビ ピン を 打っ て 英 潜 水 艦 の 位置 を 確定 し 、 素 早く 魚 宇 や 
ミサ イル を 発射 し ます 。 発射 後 は ピン を 打つ の を や め 、 兵 器 の コン ト 
ロー ル と 回 避 行 動 に 専念 し て くだ きい 。 





敵 の 発射 し た 探 信 音 を 受け る と 、 船 体 で 反射 し ます 。 こ の 反射 音 が 敵 SHAR 
に 到達 する と 、 敵 は こち ら の 位置 を 探 各 する こと に な り ま す 。 こ の 反 

射 の 大 き さ を 音 略 断面 積 (ACS) と 呼び ます 。 こ の ACS は 船体 の . 

向き に よっ て 変化 し 、 炎 側 を 向け て いる と き に 最大 と な り ま す 。 敵 の 

探知 を 防ぐ で た め に は ACS を 最小 に する 、 す な わ ち 盤 首 も し く は 艦 尾 

を 項 の 方 に 向け れ ば 良い の で す が 、 艦 尾 を 敵 に 向け る と パッ フル の 影 

響 に より 敵 の 探知 が 困難 に な る の で 、 艦 首 を 英 に 向け る の が 最良 の 方 
法 と な り ま す 。 





EMS レーダー 受信 機 : 芝 の 水上 盤 は 常時 レー ダー を 使用 する 傾向 が マス ト と 
あり ます 。 あ な た の 艦 の 装備 する E S M(Electronic Support Measure) 受 潜望鏡 
信 機 は 、 水 中 に お ける パッ シ ヴ ・ ソ ナー と 同様 に 、 空 中 を 伝わっ て く 
る 逆 艦 船 の 発射 する レー ダー 信号 を 受信 し ます 。 こ の ESM に より 日 
標 の 方 位 が 判明 し 、 推 測 員 は この 情報 を その 他 の ソナ ー の 情報 と 共に 
コン ピュ ー タ で 処理 し 、 目 標 の TMA 和 人 算定 に 利用 し ます 。 こ の と き 、 
ソナ ー 比 較 デ アディ スプ レイ を 定期 的 に 参照 し て くだ さい 。 も し 、 ソ ナー 
の み で 充分 追跡 が 可能 な ほど 音 的 情報 が 得 ら れる 場合 は 、E SM 探知 
を 中 止 し て すぐ さま 潜航 し て くだ さい 。 

EMS で 受信 する に は 深度 5% フ ィ ー ト 以下 まで 浮上 し 、 コ ンタ ク 
ト ・ デ ィ ス プレ イ を 表示 させ 、SIGSNSR (受信 信号 強度 ) の と ころ に 
"R" の 記号 (レー ダー 信号 受信 中 を 表す ) が 表示 され る まで 、5 フ ィ ー 
ト づつ 部 上 し て くだ さい 。 こ れ は 浮上 し 過ぎ て 英 に 発見 され る こと を 
防ぐ た めで す 。EMS を 使用 する 上 で 最も 危険 を と と は 、 敵 の レー ダ 
ー に マス ト を 発見 され る こと で す 。 で きる だ け 、 マ スト の 算出 時 間 を 
短く する よう に 心がけ て くだ さい 。 

アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー: ア クティ ヴ ・ レ ー ダ ー は E SM と 異な り 、 そ 
の 探 束 範囲 内 の 目標 に 関す る 詳細 な 情報 を 素早 く 提供 する こと が で き 
ます 。 し か し な が ら 、 こ の 装置 は 電 渋 を 発射 する の で 、 ア クティ ヴ ・ 
ソナ ー と 同様 、 項 に こち ら の 存在 を 知ら せ て し まい ます 。 アク ティ 
ヴ ・ レ ー ダ ー の 探 末 範囲 は 潜水 和解 の 深度 (つま り 海 上 に 算出 する マス 
ト の 高き ) に 強く 影響 され ん ます 。 マ スト を 適切 に 赴 出 すれ ば 、 そ の マ 
スト の 低 さ に より 遠く の 敵 に 探知 され る こと な く 、 近 く の 目 標 の 探知 
を 行う こと が で きま す 。 も ちろ ん この 場合 、 探 索 中 の 目標 に は 発見 さ 
れ て し まい ます 。 

アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー の 使用 目的 は 目標 の 探 索 で す が 、 水 中 の 音 敗 
状態 の 悪い 場合 、 た と えば 流氷 域 や 表面 層 グ ダク ト の 表 い 海域 で は レー 
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ダー の 探索 範囲 は ソナ ー の それ を 上 回 る の で 、 こ の よう な 状況 に お い 
て は アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー は 特に 有効 で す 。 

さら に 、 空 中 を 飛行 する 対 潜 ヘ リ の 正確 な 位置 を 知る に は (EMS 
で も 探知 可能 で す が ) レー ダー を 使用 する の が 最も 効果 的 で す 。 レー 
ダー の 探索 範囲 内 を 飛行 する へ リコ プター は 撃隊 す る の に 充分 値する 
危険 な 存在 と 言え を る で し ょ う 。 

これ まで 、 い くつ か アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー の 有効 性 に つい て 述べ ま 
し た が 、 こ の 装置 は 敵 に 自分 の 正確 な 位置 を 知ら せる 危険 性 の も っ と 
も 高い 装置 で も ある こと を 忘れ な いで くだ さい 。 よ っ て 、 こ の 装置 の 
使用 は 極力 避け る よう に し て くだ さい 。 

潜望鏡 : 音 格 に よる 盤 種 の 選定 が 困難 な 場合 に は 、 こ の 潜望鏡 が 役 
に 立ち ます 。 凌 望 銘 と その レー ザー 泊 距 僕 は 敵 に 探知 され る 信号 を 発 
する こと は あり ませ ん が 、 凌 塵 鏡 自 体 を 敵 の レー ダー に 発見 され て し 
まう 危険 は あり ます 。 し た が っ て 、ES M 受 信 機 と 同じ ょ うに 、 探 素 
に 必要 充分 な 深度 まで 、 少 し づつ 浮上 し な が ら 使 用 する の が 良い で 
し ょ う 。 区 を 攻撃 する の に 必要 な 情報 を 得 た な ら ば 、 す ぐさ ま 凌 航 し 
て 攻撃 に 移り 、 反 撃 を 受け る 前 に 回 避 行 動 を と り ま し ょ う 。 

潜 望 錯 の 問題 点 は 、 そ の 探索 距離 が 敵 の レー ダー の それ より ゃ も 小さ 
いこ と で す 。 敵 を 発見 する た め に は 、 よ り 高 く 洪 望 多 を 上 げ な けれ ば 
な り ま せん が 、 そ の た め に 敵 に 発見 され こと に な る で し ょ う 。 鞭 望 鏡 
の 使用 は 極力 短く 、 で きれ ば 数 秒間 に と ど め て くだ さい 。 
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FAYVADBAKEIULS DOTA. HTH B-MOMEE TEC S 接近 
ソナ ー を 装備 し て いま す 。 も し あな た が 優秀 な 艦長 な ら ば 、 あ な た は 
敵 に 発見 され る こと な く 敵 を 発見 し 、 接 近 し 、 攻 撃 を 加え る こと が で 
き ます 。 本当に 優れ た 艦長 な ら ば 、 魚 番 さ えも 区 に 気付 か れず に 命中 
きせ る こと が で きる で し ょ う 。 
も ちろ ん 、 き ま ぎ ざ まな ハイ テク 装備 を 駆使 する 1980 年 代 以 降 の ” BB 
審 攻 撃 " は 、1940 年 代 (第 2 次 世界 大 戦 当 時 ) の それ と は 比べ る まで も 
な い は ほど 複雑 で す 。 し か し な が ら 、 そ れ ら の ハイ テク 装備 の 機能 を 替 
知 し て いな けれ ば 、 現 代 の 戦場 で は 関 う こと が で きま せん 。 





a 
接近 に お ける 第 一 の 鉄則 は " MEMS” こと で す 。 つ まり 、 接 近 す 探索 中 は 
る に あたっ て 、 敵 に 関す る 充分 な TMA ( 艦 種 の 特定 及び 正確 な 位 ” 静か に 
E) が 必要 で ある と いう こと で す 。 こ の 情報 を 得る こと が で きる まで 潜航 せよ " 
は 、 お よそ 5 ノッ ト の 速度 (曳航 アレ イ ・ ソ ナー の 最高 機能 速度 ) TH 
行 す る の が よい で し ょ う 。 
この と き 、 コ ンタ クト ・ デ ィ ス プレ イ を セカ ンダ リ ・ デ ィ ス プレ イ 
に 表示 し て 、 ソ ナー の 値 を 常時 確認 する よう に し て くだ さい 。 敵 が あ 
な た の 艦 を 発見 する た め に は 、8 以 上 の 値 (探知 可能 範囲 ) が 必要 で 
す 。 と 同時 に 、 あ な た は 敵 を 発見 し 、 ソ ナー の 値 が 0-7 (追跡 可能 範 
囲 ) な ら ば 敵 を 追跡 し 続け る こと が で きま す 。 も し 、 あ な た が 英 を 知 
ら な い 場 合 に は 、 セ ン サ ー の 解析 値 は 低い まま と いう 最悪 の 状況 を 統 
ける こと に な り ま す 。 こ の 場合 は 、 敵 と 平行 に 、 ま た は 反 航 し て 移動 
し て いる 可能 性 が あり ます 。 や が て 、 散 に 関す る より 多く の 情報 を 得 
る こと が で きた な ら ば 、 あ な た は 接近 し て も 安全 か どう か の 決定 を 下 
すこ と が で きる よう に な る で し ょ う 。 
戦術 ア ィ スプ レイ に 、 マ ッ プ ・ オ ー パ バー レイ を 重ね て 海中 の 状況 を 
把握 する こと も 忘れ な いよ うに し て くだ さい 。 表面 層 ダ クト の よう な 
音 玖 伝 播 の 良好 な 領域 に 移動 する 場合 は 、 充 分 気 を 付け て くだ さい 。 
不用 竜 に 進入 する と すぐ さま 敵 に 発見 され て し まい ます 。 ま た 、 そ れ 
と は 逆 に 、 音 響 伝播 の 患 い 領域 、 た と えば 、 流 水 海 域 の 表面 付近 や 、 
水 久 氷 の 真下 や 、 浅 海域 の 表面 付近 な ど に 進入 する 場合 、 さ ら に 水温 
躍 層 を 横切る 場合 も 、 目 標 を いき な り 失 探す る 恐れ が ある の で 充分 な 
注意 が 必要 で す 。 
また 、 敵 潜水 艦 も あな た と 同様 に 、 あ な た の 艦 を 探知 する た め に 音響 
状態 の 悪い 領域 か ら 良 い 領 域 へ と 移動 する こと を 忘れ な いよ うに し て 
くだ さい 。 
相手 の 艦 種 お よび 位置 が 判明 し た ら 、 ど の 兵器 を どこ で 発射 する か を 敵 に 接近 する 
RELENNITEN THA. KEJET, KA” KCK 
R" に て 詳し く 説 明 し ます が 、 一 般 的 に 、 魚 雷 攻 撃 が 最も 効果 が ある 
と いえ る で し ょ う 。 つ まる と ころ 、 あ な た は 射程 距離 の 短い 魚雷 を 命 
中 きせ る た め に 、 敵 に 接近 し な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 
海水 の 性 質 を 利用 する : 敵 に 接近 する 場合 は 、 定 期 的 に ソナ ー 比 較 
ディ スプ レイ を 表示 し て 、 そ こ に 表示 きれ て いる 数 値 を 確認 し て くだ 
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さい 。 理想 的 な 接近 と は 、 全 て の 敵 綴 の 受信 レベ ル が 追跡 不能 の 領域 
(0 以下 ) を 攻撃 終了 時 まで 越え な い 、 つ まり 攻撃 の 終了 まで 敵 に 位置 
を 知ら れ な い 接 近 で す 。 距離 が 小さ く な る に し た が っ て 、 自 分 の 音 を 
茂 に 探知 され な いた め の 工 夫 が 必要 と な り ま す 。 最も よく 使わ れる 方 
法 は 、 水 温 躍 層 の 反対 側 の 領域 に 隠れ る 方 法 と 、 音 略 伝 播 状態 の 悪い 
BRI ws UBMTAAETT, 

有利 な 位置 ・ 低速 で 移動 する こと は 、 敵 を 探知 する うえ で 、 ま た 、 
和 茂 に 発見 され る こと を 避け る うえ で ゃ 役立ち ます 。 こ の こと は " 待ち 
伏せ " 攻撃 の 有効 性 を 裏付け る る の で す 。 な ぜ な ら 待 ち 伏せ で は 、 活 
の 正面 で 、 敵 が 射程 距離 に は いる まで 静か に 待つ こと が で きる か ら で 
す 。 


バッ フル 範囲 
( 約 60) 


曳航 アレ イ ・ ソ ナー 


バッ フル 

アク ティ ヴ お よび パッ シ ヴ ・ ソ ナー は 、 艦 尾方 向 の 一 定 範囲 の 音響 を 
全く 探知 する こと が で き な い 。 こ れ は 、 プ ロペ ラ の キャ ビ テ ーション や 
船体 の ウェ ー キ (MI) ・ ノ イズ な UA, BAP ODL AEE 
St LoaP5THS. TOY INDEM, BRK LBL EO OE 
囲 で あぁ る 。 

曳航 アレ イ ・ ソ ナー (パッ シ ヴ 方 式 ) は 、 艦 尾 か ら 遠 く は な れ た と こ 
ろ に 位置 する の で パッ フル の 影響 を 受け な い 。 





BD SRN S 時 に は 、 状 と の 距離 を 広げ な けれ ば な ら な い 場 合 も あり ます 。 苑 脱 は 
接近 より も ある 程度 は 簡単 で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 ソ ナー の 受信 レベ ル は 
次 第 に 悪く な る ば か り だ か ら で す 。 こ の 場合 問題 と な る の は 、 こ の 受信 
感度 の 低下 に よっ て 目標 を 失 探 する こと で す 。 し か し 、 受 信 感 度 の 低下 
に よる 障害 は 、 解 析 デ ー タ の 信頼 度 の 低下 か ら そ れ を 知る こと が で きる 
の で 、 そ れ を 補う 行動 を と る こと に よっ て 目 様 失 探 を 防ぐ こと が で きま 
す 。 そ の 行動 と は 、 音響 伝播 の より 良い 領域 や 目 様 と 同じ "” 層 ” に 移動 
し た り 、 海 面 近 くま で 浮上 し て 短 時 間 の EMS 探 索 を 行う こと な ど で 
す 。 
se 
BO 朗 の 水上 艇 奨 は アク ティ ヴ ・ ソ ナー を 頻繁 に 使用 し ます 。 敵 は 自分 自 
アク ティ ヴ 身 の 発生 する 雑音 が あな た に 探知 きれ 、 そ の 接近 を 許し て し まう は ほど 大 
探知 
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きい こと を 充分 承知 し て いる の で 、 身 を 隠す な ど と いう こと は せ ず 、 
アク ティ ヴ ・ ソ ナー を 使っ て あな た の 接近 を 防 ご うと 支 め て いる の で 
す 。 

怖 の 潜水 艦 に も 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー を 使用 し な が ら 航 行 す る も の 
が あり ます 。 こ れ は 発生 雑音 の 大 き な 鞭 水 艦 が よく 使う 方 法 で す 。 こ 
れ は 、 敵 は こち ら の パッ シ ヴ ・ ソ ナー の 人 性能 の 良い こと や 静 交 性 の 高 
いこ と を 承知 し て お り 、 そ の 不利 な 状況 を 補う た め に 、 こ の 方 法 を 行 
う の で す 。 

静 麻 性 の 高い 敵 の 閉 水 艦 は 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー を は ほとんど 使 用 し 
ませ ん 。 こ の よう な 凌 水 艦 ( 在 来 動力 型 潜 水 艦 や 最新 の 原子 力 潮 水 
艦 ) が 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー を 使用 する 水上 艦 な ど と 共に 行動 し て い 
る と き に は 、 細 心 の 注意 が 必要 で す 。 な ぜ な ら 、 ソ ナー の 探索 音 や 雑 
音 の た め に 、 こ れ ら の 潜水 艦 の 存在 に 気付 か な いこ と が ある か ら で 
す 。 

ピン を 避け る : 敵 の アク ティ ヴ ・ ソ ナー に よる 探知 を 避け る た め の 
最良 の 方 法 は 、 敵 の パッ フル の 範囲 内 に 身 を 隠す こと で す 。 な ぜ な 
ら 、 ア クティ ヴ ・ ソ ナー で は 、 こ の 範囲 の 敵 を 探知 する こと が で き な 
いか ら で す 。 ま た 、 音 響 伝播 の 悪い 領域 に 移動 し た り 、 遼 くに 離脱 す 
る の も 良い 方 法 で す 。 

も し も ゃ も 、 こ れ ら の 方 法 に 失敗 し て 、 不 幸 に も 敵 に 発見 され て し まっ 
た な ら ば 、 す ぐさ きま 攻撃 を 行う 以外 に 方 法 は あり ませ ん 。 実際 、 敵 は 
すぐ きま 攻撃 し て くる で し ょ う 。 あ な た に 残さ れ た 最後 の 項 望 は 、 山 
DRBEUD ZORA PT SRI. MEBCLTLEAC ETT. 









HAY ATI — 
対 潜 ヘ リコ プター は 、 水 上 艦艇 を 攻撃 中 の 潜水 艦 に と っ て まさ に 天敵 と 
言う べき 非常 に 危険 な 存在 で す 。 対 潜 ヘ リ は お よそ 80 ノ ッ ト の 速度 で 、 次 
か ら 次 へ と 新しい 探索 地点 に 向かい ます 。 探索 地点 に 到着 する と 対 潜 ヘリ 
は ソノ プイ を 投下 し 、 ホ バリ ング (空中 静止 ) し な が ら デ ィ ッ ピン グ ・ ソ 
ナー を 海中 に 降ろ し て 、 よ り 正 確 な 探索 を 行い ます 。 し か し 、 ソ ノ プ イ の 
最大 探索 距離 は お よそ 3.000ー4.000 ヤ ー ド と 短く 、 探 索 能 力も 余り 芳しく 
あり ませ ん 。 ン ソ連 の 対 著 ヘ へ リ が 投下 する ソノ プイ は 、 大 部 分 が アク ティ ヴ 
探 和 の も の で す が 、 少 数 の パッ シ ヴ 探 知 の ソノ プイ も 使用 され て いま す 。 
対 潜 ヘ リ は 軽量 の 対 潜 魚 雷 を 搭載 し て いま す 。 こ の 魚雷 の 弾頭 は 小さ 
く 、 航 走 距離 も 知 い の で す が 、 凌 水 艦 に 対し て は 充分 効果 が あり ます 。 
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魚雷 攻撃 


FECR 


完璧 な 魚雷 攻撃 は 、 ま ず 、 敵 に 発見 され る こと な く 発 射 地点 まで 移動 
する と ころ か ら 始 まり ます 。 発射 地点 に 到着 し た ら 、 で きる だ け 瑞 に 
気付 わかれ な いよ うに し な が ら 魚 雷 を 発射 し て 、 そ の 魚雷 の 航 走 を コン 
トロ ー ル し ます 。 魚雷 を アク ティ イヴ ・ モ ー ド に する の は 、 魚 雷 が 目標 
に 到達 する 数 秒 前 に 設定 し ます 。 以上 の こと を 完 壁 に 行う こと が で き 
Nit, MABE MIS CEC RMLET, 魚雷 攻撃 の 最大 の 利点 
は 、 こ の よう に 奇 藤 が 可 能 な こと で す 。 

魚 軍 を 発射 する : 魚雷 の 発射 に 最適 の ポジ ショ ン と は 、 発 射 音 に よっ 
て 敵 に 発見 され る 危険 が な ない だけ で な く 、 敵 の 捜索 か ら 身 を 隠す こと 
が で き 、 し か も 魚雷 を コン トロ ー ル する た め に 目標 を 継続 的 に 追跡 可 
能 な 地点 で す 。 

魚雷 を 発射 する と あな た の 盤 の 発生 する 雑音 レベ ル が 16AV 上 が り 
ます 。 こ れ は 発射 管 か ら 水圧 で 魚雷 を 発射 する 時 に 発生 する " トラン 
ジェ ント " に よる も の で す 。 発射 音 を 英 に 探 各 きれ な いた め に は 、 相 
手 の パ ッ シ ヴ ・ ソ ナー と 昆 航 ア レイ ・ ソ ナー の 受信 レベ ル が 探知 不能 
範囲 、 す な わ ち 0 以下 で な けれ ば な り ま せん 。 

敵艦 が 曳航 アレ イ ・ ソ ナー や VDS を 装備 し て いな い 場 合 は 、 敵 艦 
の パッ フル 範囲 内 で 発射 すれ ば 敵 に 気付 か れる こと は あり ませ ん 。 こ 
の よう な 英 に 対し て 、 こ れ は 絶好 の 位置 と 言え る で し ょ う 。 

将来 配備 予定 の ”" シー ウル フ 級 "潜水 艦 は 、 従 来 より 口径 の 大 き な 
発射 管 (333mm に 対し て 762mm) を 装備 し て お り 、" スゥ イム ・ ア ウ 
kK” タイ プ の Ma r k48 を 発射 する こと が 可能 で す 。 こ の 魚雷 は 発射 
管内 か ら 自 走 し て 出 て ゆく の で 、 ト ラン ジェ ント が 発生 し ませ ん 。 
目標 に 誘導 する : あな た は 魚雷 を 敵 に 発見 され な いよ うに し な が ら 、 攻 
撃 目 標 に で きる だ け 近 くま で 誘導 し な けれ ば な り ま せん 。 敵 は 接近 す 
る 魚 震 を 発見 する や 否や 、 回 避 運 動 ま た は 対抗 措置 を と り ま す 。 な お 
悪い こと に 、 敵 は 直ちに こち ら の 捜 赤 を 開始 し 、 見 つけ 次 第 、 攻 撃 し 
て くる で し ょ う 。 実際 、 回 避 行 動 を と りな が ら 魚 笛 を コン トロ ー ル す 
る の は 不可 能 に 近い の で 、 敵 の 反撃 が こち ら に 届く まで に 、 魚 筆 を 命 
中 きせ な けれ ば な り ま せん 。 もしくは 、 敵 に 反撃 する 余裕 さえ 与え る 
こと な く 命 中 させ た いと ころ で す 。 

魚 征 の コン トロ ー ル は 細い 誘導 ワイ ヤー を 介し て 行わ れ て いる こと 
を 、 決 し て 忘れ な いで くだ きい 。 激しい 起動 や 高速 航行 を 行う と 、 ワ 
イヤ ー を 損傷 (また は 切断 ) し て し まい ます 。 魚雷 の 制御 に は 、$ ノ ッ 
ト 程度 の 低速 で の 直進 が 適し て いる の で す が 、 も し 、 曳航 アレ イ ・ ソ 
ナー に よる 探知 を 行わ な く て 済む の で あれ ば 、 停 止 す る の が 最も 適し 
て いる と 言え る で し ょ Jo 

RCRA S NEV AB ME. ” 通過 地点 " (way-point) を 設定 する こ 
と に より 可能 で す 。 こ れ は 、 魚 重 は PAP (設定 作動 地点 : Pre-planned 
Activation Point) に 向け て 直進 する こと を 利用 する も の で 、PAP の 設 
定 を 、 魚 宇 が その PAP を 通過 する 前 に 近 次 変更 し て 、 思 い ど お り の 
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コー ス を 進ま せる と いう 方 法 で す 。 こ の よう な 方 法 が 必要 で ある 理由 
は 、 魚 雷 が アク ティ ヴ 探 知 モ ー ド に 入る と 、 そ の 探索 音 に よっ て 敵 に 
魚 軍 の 接近 を 知ら れ て し まう か ら で す 。 

最も 静か な ( 敵 に 悟ら れ な い ) 魚雷 航 走 は 、 音 響 伝 播 の 悪い 領域 に 
深度 を 調 定 す る こと で す 。 目標 の いる 領域 と 水温 虫 層 を は さん だ 反対 
の 領域 で 航 走 き せる の が 最も 良い の で す が 、 バ ッ フ プル の 方 向 か ら 接 近 
させ る 場合 に は 水温 躍 層 の 上 を 航 走 させ る の が 良い で し ょ う 。 な ぜ な 
O, REDORBIT LA YVF-PVDSKS ARAM (KG 
の 始ま る 深度 ) 以下 で 行わ れ て いる の が 一 般 的 だ か ら で す 。 
アク ティ ヴ 探 索 モ ー ド : 魚 番 の アク ティ ヴ 探 索 が 開始 され る 瞬間 まで 
敵 に 魚雷 の 接近 を 探知 され な っ か っ た な ら ば ぱ ば 、 目 標 に は 回 避 行 動 や 反 
繋 を 行う 時 間もなく 、 命 中 弾 を 受け る こと に な る で し ょ う 。 し か し 、 
突然 攻撃 を 受け た 場合 は 、 落 ち 着 いて P AP の 設定 を 確認 し て くだ さき 
い 。 突然 の 攻撃 に 驚い て 急激 な 回 避 行 動 な ど を 行う と 、 誘 導 ワ イヤ ー 
が 切断 され て し まう か ら で す 。 

も し 敵 が 魚 和 の 接近 に 気付 いた と き は 、 敵 は 回 避 行 動 を 始め る の 
で 、 す ぐさ ま 魚 震 の 探 末 モー ド を アク ティ ヴ に 切り 替え ます 。 こ の 方 
法 が 有効 な 点 は 、 そ の 魚雷 の 航 走 速度 が 増大 する と ころ に あり ます 。 
た と えば 、 ア クティ ヴ 前 の 魚雷 が 、 航 走 速 度 40 ノ ッ ト で 、 速 度 32 ノ ッ 
ト の 目標 を 追跡 し て いる と する と 、 そ の 速度 差 は わずか 8 ノッ ト で す 
が 、 ア クティ ヴ 後 の 魚雷 は 約 60 ノ ッ ト で 航 走 する の で 、 そ の 速度 差 は 
28 ノ ッ ト と な り 、 魚 近 が 目標 に 到達 する まで の 時 間 は お よそ 3 分 の 1 に 
な り ま す 。 さ ら に 、 ア クティ イヴ ・ モ ー ド の 魚雷 は コン トロ ー ラ ー で 自 
由 に 操縦 で きる の で 、 英 の 発射 する ノイ ズ メ ー カ ー や デコ イ を か わし 
た り 、 急 激 な 運動 を 行う 敵艦 を 追跡 する こと な ど が 容易 に 行え ます 。 

アク ティ イヴ ・ モ ー ド の 魚雷 に 目標 を 探知 させ る た め に は 、 魚 軍 の 航 
ETS" 層 " を 敵 盤 の 存在 する 層 に 調 定 し 、 目 標 が 魚雷 の 探索 可能 範 
囲 (前 方 90 ) 内 に くる よう に 操縦 し な けれ ば な り ま せん 。 

自 艦 の 所 在 を 隠す : こち ら の 発射 し た 魚 生 は 、 遅 か れ 早 か れ 、 毅 に そ 
の 存在 を 知ら て れ て し まい ます 。 こ の こと は 、 性 能 の 良い ソナ ー や 曳航 
アレ イ ・ ソ ナー を 装備 する 静 腐 性 の 高い 艦 が 目標 の 場合 、 特 に 鍵 著 で 
す 。 瑞 は 接近 中 の 魚 軍 を 発見 する と 、 そ の 対抗 措置 と し て 対 座 魚 宇 を 
発射 し ます 。 し か し 、 敵 は こち ら の 位置 を 知ら な い の で 、 対 凌 魚 宇 は 
魚雷 の 接近 し て くる 方 向 に 発射 され ます 。 

この こと を 利用 する と 、 た と ょ え 魚 雷 を 敵 に 発見 され て も 、 自 分 が 危 
険 な 状態 に 陥る 可能 性 は 小さ く な り ま す 。 そ の た め に は 、 ま ず 魚 宇 を 
発射 し た 後 、PAP を 目標 か ら ず らし て 設定 し 、 そ の PAP に 到達 す 
る 直前 に PAP を 設定 し な お し て 魚雷 の 向き を 大 きく 変更 し 、 あ た か 
も 魚雷 が 自分 の いる 方 向 と 全然 別 の 方 向 か ら 接近 し て くる よう に 見 せ 
か ける の で す 。 





ABI SSR: 攻撃 目標 の 方 位 の み が 判 明 し 、 距 離 が 判ら な い 場 その 他 の 
合 、 魚 宇 を その 方 向 に 発射 し 、 適 当 な 距離 を 進ん だ 後 で アク ティ ヴ ・ AB 
モー ド に する 方 法 が あり ます 。 も し ゃ 、 銀 和 宇 の 近く に 央 凌 水 艦 が いれ テク ニッ ク 
ば 、 魚 雷 の 探索 音 を 探知 し た 敵 薔 は 大 き な 音 を 立て な が ら 回 避 行 動 を 
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開始 する の で 、 そ の 位置 を つか むこ と が で き 、 し か も その 人 魚 筆 で 打撃 
を 与え る こと が で きる の で す 。 も ちろ ん 、 敵 潜 が こち ら の 発射 トラ ン 
ジェ ント を 探知 で きる ほど 近く に いた な ら ば 、 す ぐさ きま 反撃 する た め 
に 魚雷 を 発射 する の で 、 そ の 発射 音 か ら 敵 の 位置 を 知る こと も で きる 
で し ょ う 。 た だ し 、 後 者 の 場合 は 多少 の 危険 を 伴い ます 。 

ダブ ル ・ ア タッ ク : 最新 鋭 の 敵 に 対し て 完璧 な 魚雷 攻撃 を 行う こ 
は 、 不 可能 と 言っ て も 過言 で は な いで し ょ う 。 と な る と 、 早 晩 、 魚 埋 
の 接近 と (位置 は 判ら な く と も ) こち ら の 存在 に 気付 く こ と に な り ま 
Fo COLA CREM LTRIBTMASCLUADOMELBETS 
CEKOCMY, LObLARUMAHROBSAIROAEBKY CHE 
する こと は 困難 な の で 、 確 実に 目標 を 撃沈 する た め に は ” ダブ プル ・ ア 
タッ ク " (ZEKE) を 行う の が よい で し ょ う 。 

これ は 、 ひ と つの 目標 に 対し て 同時 に 2 発 の 魚 宇 を 発射 する と いう も 
の で す 。 これら 2 発 の 魚 宇 に は 全く 同じ コマ ンド を 与え ます が 、 捜 索 パ 
ター ン の み 1 発 は 左 、1 発 は 右 に 設定 し て お きま す 。 こ れ は 、 こ れ ら の 
魚 宇 が 目標 を 失 探 し た 場合 、 そ れ ぞ れ 人 違う 方 向 を 捜索 する こと に よっ 
て 敵 の 逃走 を 困難 に する た めで す 。 

この 方 法 を 応用 し た も の に " トリ プル ・ ア タッ ク "” が あり ます 。 こ 
れ は 、 先 の 2 発 の 魚 箇 に 加え て も う 1 発 、 あ る 程度 時 間 差 を つけ て 発射 
する と いう も の で す 。 こ の 方 法 だ と 、 義 が ノイ ズ メ ー カ ー や デコ イ を 
発射 し た 後に 魚 香 の 接近 し て きた 方 向 に 向かっ て 前 進 す る と いう 回 避 
方 法 を と っ た 場合 で も 、 敵 の 正面 に ある 3 発 目 に よっ て 敵 の 退路 を 絶つ 
こと が で きる の で す 。 

スナ ッ プ ショ ッ ト : も し あな た の 艦 が 、 敵 艦 と の 接近 戦 に 陥り 、 敵 
の 魚 重 や ミサ イル を 回 避 中 の 場合 は 、 と て も 誘導 ワイ ヤー の こと な ど 
に 構っ て いる どこ ろ で は な く 、 お そら くそ れ を 損傷 し て し まう で し ょ 
う 。 し か し 、P AP の 設定 が 適切 で さえ あれ ば 、 輸 送 艦 な どの " H 
い " 英 は も ちろ ん 、 対 潜 艦 の よう な "スマート (Re) " な 敵 に さえ 
魚雷 を 命中 させ る こと が で きる の で す 。 

" スナップ ・ シ ョ ッ ト " (速射 ) で は 、PAP の 設定 が 最も 重要 と 
な り ま す 。 なぜなら 、 こ の 攻撃 法 に お いて は 、 一 切 の 魚雷 の コン トロ 
ー ル が で き な く な る 区 れ が ある か ら で す 。 ま ず 、 敵 の 行動 を 予測 し 
て 、 魚 宇 が PAP に 到達 し た と き に 、 魚 雷 の 正面 (も し く は 捜索 範囲 
A) に 敵 が くる よう に PAP を セッ ト し ます 。 散 が 遠く に いる 場合 
は 、 魚 軍 が 到達 する まで の 時 間 が それ だ け 長 く な り 、 そ の 分 だ け 散 は 
長 距離 を 移動 する こと を 忘れ な いで くだ さい 。 

この 攻撃 法 は 、 先 の "” ダ プ ル ・ ア タッ ク " と 組み 合わ せ て 行う と 、 
一 層 効 果 が あり ます 。 な ぜ な ら 、 左右 両方 の 索敵 パタ ー ン を プロ グラ 
ム し て ある と 、 ど ちら か が 英 を 捕捉 する 可能 性 が ある か ら で す 。 

この 攻撃 法 を 行う に は 、 魚 定 に いく つか の 命令 を 送ら な けれ ば な ら 
な い の で 、 ワ イヤ ー 破 損 を 防ぐ 為 に 、 ま ず 、 魚 埋 発射 前 に 20 ノ ッ ト 以 
下 の 水 平 直 進 を 行い ます 。 次 に 、 航 走 深度 の 調 定 お よび 捜索 プロ グラ 
ム の 設定 を 行い ます 。" ダ プ ル ・ ア タッ ク " の 場合 は 、 捜 索 パ ター ン 
の 設定 を 1 発 づつ 左右 に 設定 し て お いて くだ さい 。 こ れ で 手続 き は 完 
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了 し レ 、 再 び 回 避 運 動 に 移る あこ と が で きま す 。 直進 する 時 間 を 長く すれ 
ば 、 そ れ だ け P AP、 航 走 深度 、 捜 索 パ ター ン を 変更 する 時 間 を 長く 
と れ ま す 。 

方 位 射撃 ・ 英 の 艦長 すべ て が 熟練 者 と は 限り ませ ん 。 た いて い の 場 
合 、 敵 の 魚雷 は 直線 コー ス で こち ら に 向かっ て くる の で す 。 そ の た 
め 、 英 の 魚雷 が 接近 し て くる 方 位 に 向け て 魚雷 を 発射 し て 、 す ぐに ア 
クティ ヴ ・ モ ー ド に する と 、 そ の 魚雷 は 敵 を 探知 する こと が で きる か 
も しれ ませ ん 。 

この ( 敵 の よく 行う ) 反 堅 方 法 は 、 素 早く 簡単 に 行え を ます が 、 精 審 
な 攻撃 方 法 で ある と は 言え ませ ん 。 そ れ で も 緊急 の 場合 に は 、 何 も し 
な いよ り も 有効 な 手段 で ある と いえ る で し ょ う 。 た だ し 、 聞 雲 に 撃つ 
だ け で は 魚雷 の 無駄 で し か な い の で 、 注 意 し て くだ さい 。 





この ロケ ッ ト 投 射 兵器 は 、 対 潜水 艦 用 と し て 開発 され た 兵器 で す 。 そ シー ラン ス ・ 
の 命中 精度 は 発射 時 の P A P の 設定 に 依存 し ます 。 ミ サイ ル が PAP ミサ イル 
に 到達 する と 、 弾 頭 部 に 搭載 され て いた 魚雷 を 切り 離し 、 魚 宇 は パラ 
シュ ー ト を 開い て 着 水 し た 後に 、 事 前 に プロ グラ ム さ れ て いた 探索 パ 
ター ン で 居 を 捜索 し ます 。 そ の た め 、PAP が 目標 か ら 境 く は な れ て 
いる と 、 魚 二 の 捜 索 範 囲 内 に 敵 を 捉え を る こと が で きま せん 。 ま た 、 発 
射 後 は 一 切 の コン トロ ー ル が 行え を な い の も 、 こ の 魚雷 の 命中 精度 の 低 
い 要 因 で す 。 

スタ ンド ・ オ フ 兵 器 : も し 、 敵 の TMA の 解析 信頼 度 が 90% を 越え て 
お り 、 か つ 、 敵 まで の 下 離 が 10k ヤ ー ド を 越え て いれ ば 、 シ ー ラ ンス を 
発射 する の は 簡単 で す 。 PAP を 敵艦 の シン ボル の 上 に 合わ せ て 、 ミ 
サイ ル を 発射 すれ ば 良い の で す 。 敵 洪 が 水上 レー ダー を 使用 し て いな 
い 限 り 、 敵 は 魚雷 が 着 水 す る まで 、 ミ サイ ル の 接近 に 気付 きま せん 。 
な お 、 敵 が 高速 で 移動 中 の 場合 は 、 敵 の コー ス を 予測 し て 発射 し な い 
と 、 魚 軍 の 探索 範囲 外 に 逃がし て し まう 可能 性 が あり ます 。 

この シー ラン ス の 様 に 、 遠 く は な れ た 敵 に 対し て 、 自 分 の 位置 を 虹 
RACES MMIC” スタ ンド ・ オ フ 兵 器 " と 呼び ま 
す 。 

シー ラン ス の 弾頭 部 に 装備 され て いる Ma r k30 短 魚雷 は 少量 の 省 
薬 し か 搭載 し て いな い の で 、" タイ フー ン 型 " の 様 な 大 型 艦 は 1 発 で 撃 
沈 す る こと が で き な い こと を 忘れ な いで くだ さい 。 

敵 を 追い 込む : 数 種 の 敵 潜 水 艇 は 非常 に 高速 な の で (" アル ファ 
型 " は 最高 43 ノ ッ ト で 航行 可能 と 言わ れ て いる ) 、 魚 雷 は 英 潜 水 艦 に 
充分 接近 し た と ころ で アク ティ ヴ ・ モ ー ド に 切り 替え な い 限 り 、 こ れ 
ら の 潮 水 艦 に 振り 切ら れ て し まい ます 。 こ の よう な 事態 を 防 で ぐために 
は 、 瑞 の 逃走 コー ス を 予測 し 、PAP を 敵 の 進路 の 前 方 に 設定 し て 、 
シー ラン ス を 発射 し ます 。 魚雷 が 着 水 し て 探索 を 開始 する と 、 英 凌 は 
目 の 前 に 現れ た ホー ミン グ 人 魚雷 を 回 避 す る た め に 変 針 し ます 。 お そら 
く 180' 回 頭 す る こと も あり 得る で し ょ う 。 ここ で 今度 は 予め 発射 し て 
お いた M a r k48 が 、 振 り 切 られ る こと な く 敵 を 追跡 す る こと に な り 
ます 。 


65 


シー ラン ス ・ ミ サイ ル は この よう な 使用 法 に お いて は 、 非 常に 有効 な 
兵器 で ある と いえ る で し ょ う 。 

水上 艦艇 に 対し て の 使用 : この シー ラン ス ・ ミ サイ ル は 、 対 水上 兵器 と 
し て は 、 あ まり 効果 の 期待 で き な い 代物 で ある と 言わ ざる を 得 ま せ 
ん 。 そ の 理由 は 、 

⑪ 弾 頭 部 に 装備 され る Ma r kKSOMB ORAS RCH). HLT 
も 敵艦 を 撃 兆 で きる ほど 破壊 力 が な い 。 

(2) こ の ミサ イル は 、 敵 の 対空 火器 に 対す る 対抗 措置 、 た と えば 巡航 ミ 
サイ ル の 様 に 低空 を 飛翔 する な ど と いう 設計 は 全く な され て お ら ず 、 
容易 に 撃隊 され る 。 

3) 芝 航 ミ サイ ル は 直接 命中 する が 、 シ ー ラ ンス は 一 度 着 水 し た 魚雷 が 
改め て 探索 を 開始 し 、 そこ で 発見 し た 目標 に 対し て 追尾 を 行う の で 、 
仮に 着 水 に 成功 し た と し て ゃ 命中 する こ と は 期待 で き な い 。 

(4) シ ー ラ ンス の 発射 は 敵艦 に 自分 の 位置 を 凌 忠 し 、 攻 撃 の 隅 審 性 を 
失っ て し まう 。 

な ど で す 。 


BREE ASRHFA 

KY HEM RAMA. BRECERL ESM, TNOWTK THERA Hb VRORM 
核兵器 で ある わけ で は な い 。 た と えば 米 海軍 の 装備 する "”" サ プ ロ ッ ク " の 弾頭 は 、 せ い ぜ い 1 キ 
ロト ン の 破壊 力 し か な い 。 

アメ リカ の " トマホーク" や ソ連 の "SS-N-21” な ど は 、 艦 姓 攻 皿 用 の 核 弾頭 を 搭載 で き 、 こ 
れ を 敵 の 機動 部 隊 の 上 空 で 考 裂 させ 、 艦 船 の レー ダー な どの 上 部 構造 物 を 破壊 し 、 火 災 を 発生 
させ 、 放 射 能 で 汚染 する こと が 可能 で ある 。 

きら に 、 そ の 他 の ミサ イル や ロケ ッ ト に は 核 爆 筆 を 装備 する も の が ある 。 MRE. HB 
発 の 衝撃 で 潜水 艦 を 撃 法 す る も の で 、 そ の 有効 利 囲 は 爆 心 か ら 半径 38 キロ メー トル の 円 内 で あ 
る 。 し か し 核 爆 軍 を 使用 する と 、 数 時 間 に わ た っ て 爆発 海域 の 音 略 探 索 が 不可 能 に な る 。 こ の 
BUBB tits, KELMRNA ( 米 軍 の " アス ロッ ク " や ソ連 の "SUW-N-1" ) や 、 潜 水盤 発射 用 
( 米 軍 の " サ プ ロ ッ ク " や ソ連 の "SS-N-15" ) な ど が あり 、 こ れ ら の 投射 用 ロケ ッ ト ・ ミ サイ 
ル の 多く は 通常 弾頭 も 装備 可能 で ある 。 

潜水 息 お よび 水上 艦 の 搭載 する 対地 攻撃 用 の 戦略 巡航 え ミサ イル は 、 そ の 大 き さ は 通常 の 巡航 
ミサ イル と 同じ な が ら 、200 キ ロト ン 級 の 核 弾頭 を 搭載 で き 、 こ の こと は これ ら の 和解 衣 が 全面 核 
戦争 を 引き 起こ す た め の 核 攻 撃 能 力 を 保有 する こと を 示し て いる 。 (ちな み に 、 米 軍 の 戦略 巡 
航 え ミサイル" BGM-109A ト マ ホ ー ク "は ロサ ン ゼ ルス 級 攻 撃 潜水 艦 か ら ゃ 発射 可能 で ある 。) 

も し 第 3 次 世界 大 戦 が 、 ト ム ・ ク ラン シー が その 著書 " レッ ドス トー ム ・ ラ イジ ング " で 描い 
た よう に 、 了 恨 定 通常 戦争 の 範囲 で 勃発 し た と すれ ば 、 東 西 両 陣営 は その 戦争 を 核 戦争 の レベ ル 
まで 引き 上 げ る こと は な いで あろ う 。 両 陣営 の 首脳 は 、 仮 に その 発端 が 限定 核 の レベ ル か ら 始 
まっ た と し て も 、 そ れ が 全面 核 戦争 に 移行 する の は 必至 と 考え て お り 、 い か な る 核兵器 の 使用 
も 許可 し な いか ら で あ る 。 

1950 年 代 か ら 1960 年 代 に か け て の 、NATO 加 盟 国 と し て の アメ リカ の 核 戦 略 は 、 ソ 連 (7 
ル シ ャ ワ 条 約 軍 ) の 地上 軍 お よび 海軍 に 対し て 、 そ の 保有 戦力 基 を 相殺 する た め に 核兵器 を 限 
定 的 に 使用 する と いう も の で あっ た 。 し か し 1970 年 代 に 入る と 、 全 面 核 戦争 へ の 移行 の 区 怖 
や 、 ヨ ー ロ ッ パ に お ける 政治 的 圧力 、 そ し て 、 東 西 両 陣営 の 実質 的 な 戦力 差 は ほとん ど 無 いと 
いう 事実 か ら り 、 ア メリ カ は この 核 戦 略 を 再考 する に 至っ た 。 
今日 、NATO 軍 の 核 戦 略 は " 必要 が あれ ば 使用 する " と いう も の で あり 、 ワ ル シ ャ ワ 条 約 軍 
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の それ は " 先制 攻撃 に は 使用 し な い "” と いう も の で ある 。 こ れ は 、 核 戦争 の 恐怖 を 払拭 する 明 
る い 兆 し の 一 端 で は あろ う が 、 ま だ 、 核 戦争 勃発 の 可能 性 を 全面 的 に 否定 する に は 主 ら な い 。 
し か し それ で も ヨー ロッ パ で 勃発 する で あろ う 戦 争 は 、 非 核 通常 戦争 に 始終 する と 思わ れる 。 


ーー 

ミサ イル の 選択 アメ リカ 海軍 の 潜水 艦 は 、2 種 類 の 巡航 ミサ イル を 1G ge 
装備 する こと が 可能 で す 。" トマ ホー ク TASMCTomahawk Anu-Ship ミサ イル 
Missile : BGM-109B)” は 破壊 力 の 大 き な 弾頭 (重量 450kg) と 長 射程 

( 約 450km) を 誇り ます 。" ハー プー ン (UGM-84A)"” it, BD ( 弾 
頭重 量 250kg) や 射程 距離 ( 約 130km) こそ 劣り ます が 、 非 常に 小型 
(直径 34 セ ンチ 、 全 長 3.8 メ ー ト ル ) な の で 、 簡 単に は 敵 の 対空 砲火 に 
Psn ta. 多く の 潜水 艦長 は 、 打 撃 力 の 大 き な ト マ ホ ー ク を 使 
用 する こと を 好み ます 。 

PAP と ミサ イル 防御 : ハー プー ン お よび トマ ホー ク ・ ミ サイ ル の 命 
中 率 は 、P AP の 設定 に 大 きく 依存 し ます 。 な ぜ な ら 、 ミ サイ ル 自 体 
の 信頼 性 は 非常 に 高く 、 目 標 を 捉え た ミサ イル は 、 撃隊 され な い 限 り 
ほ ば 100% 命 中 する か ら で す 。 

PAP を 設定 する こと で 、 ミ サイ ル の 飛 北 方 位 と ミサ イル の アク 
ティ ヴ 探 索 開始 地点 が 決定 され ます 。 ここ で 注意 し て も らい た い の 
は 、 ミ サイ ル の 探索 範囲 は 前 方 90 の 範囲 て で し か な く 、PAP を 敵 の 近 
くに 設定 する と 、 高 速 で 移動 する 敵艦 を ミサ イル の 捜索 芝 囲 外 に 逃し 
て し まう こと が ある か ら で す 。 遼 くに いる 目標 に 対し て ミサ イル 攻撃 
を 行う 場合 は 、PAP の 設定 を 若干 手前 に する と 良い で し ょ う 。 

し か し 一 方 、 敵 の 対空 破 火 は トマ ホー ク や ハー プー ン に と っ て 大 き 
“RECT, これら の ミサ イル が シー カー (探索 装置 ) を 作動 させ て 
いる と 、 発 見 お よび 撃隊 は さら に 容易 と な り ま す 。 で すか ら 、 シ ー カ 
ー の 作動 を 遅らせ る と 、 そ れ だ け ミ サイ ル の 生存 性 は 高く な る わけ で 
す 。 

これ ら の 相反 する 性 質 を 良く 考慮 し な いと 、 ミ サイ ル 攻 撃 は 成功 し 
ませ ん 。 一 般 に 、 高 い 命中 精度 を 得る た め に は PAP は 手前 に 、 高 い 
生存 性 を 望む な ら PAP は 目標 近く に 設定 し ます 。 こ れ は 、 目 標 の 艦 
種 な を ど に よっ て 左右 され 、 た と えば 、 輸 送 艦 な どの 対空 火器 を 持た な 
い 船 に 対し て は 命中 精度 を 、 最 新鋭 の 戦闘 艦艇 に 対し て は 生存 性 を 僚 
先 る させ る と いう 具合 で す 。 

目標 が 複数 の 場合 : ハー プー ン ヤ トマ ホー ク は 、 そ の シー カー が 最 
初 に 発見 し た 目標 に ホー ミン グ し ます 。 ま た 複数 の 目標 を 同時 に 発見 
し た 場合 は 、 最 も 近い 目 様 に ホー ミン グ し ます 。 BR. KoD 
は 複数 の 護衛 艦艇 に 囲ま れ て いる の で 、 こ れ ら の ミサ イル で 主力 艦 に 
攻撃 を 加え る 場合 に は 、 目 標 以外 の 艇 艇 に ホー ミン グ し な いよ うに P 
A P を 設定 する 必要 が あり ます 。 こ の よう な 攻撃 は 、 目 様 ま で の 距離 
が 大 きい 場合 は 、 多 少 困難 に な り ま す 。 な ぜ な ら 、 ミ サイ ル が 目 様 に 
到達 する まで の 間 に 盤 隊 の 陣形 を 変え て 、 主 力 艦 に 対す る ミサ イル 攻 
撃 に 対処 する こと が で きる か ら で す 。 





この 小型 軽量 の S AM (対空 ミサイル) は 対 ヘ リコ プター 用 の 自衛 兵 ステ イィ イン カー・ 
器 で す 。 こ の ミサ イル の 有効 倖 程 下 離 は 6.000 ヤ ー ド 程度 と 非常 に 短い ミサ イル 
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の で 、 射 撃 の 際 に は 、 目 標 が 射程 距離 内 に いる か どう か 充分 確認 し て 
くだ さい 。 

また 、 ス ティ ン ガ ー を 発射 する と 、 そ の 他 の ミサ イル の 発射 と 同様 
に 自分 の 位置 を 技 十 し て し まい ます 。 も し 、 ミ サイ ル が ヘリコプター 
に 命中 し な か っ た 場合 は 、 近 距離 で 対 潜 魚 震 を 発射 され る こと に な 
り 、 大 変 危 険 な 状態 に 陥り ます 。 ま た 、 水 上 艦 胡 や 潜水 艦 に 探知 さ 
れ 、 そ の 攻撃 を 受け る か も 知れ ませ ん 。 さ ら に 悪い こと に は 、 ス ティ 
ン ガ ー 発 射 時 は 浅 深 度 ま で 浮上 し て お り 、 敵 に 探知 され や すい 状態 に 
ある と いう こと で す 。 

危険 を 胃 し て まで ステ ィ ン ガ ー を 発射 する 必要 が 無い 場合 は 、 静 か 
に 逃走 を 図る ほう が 無難 で し ょ う 。 





ミサ イル 発車 後 の あな た の 艇 が ミサ イル (シー ラン ス 、 ハ ー プ ー ン 、 ト マ ホ ー ク 、 ス 
逃走 行動 テア ィ ン ガ ー) を 発射 する と 、 英 の 水上 レー ダー は その ミサ イル が 水上 
に 飛び 出 た と ころ で 発見 し ます 。 す る と 、 こ の 飛び 出し 地点 が 敵 の 対 
潜 攻 撃 の 基準 点 と な り 、 こ の 地点 に 向け て 対 潜 ミ サイ ル や 対 潜 ロケ ッ 

ト を 集中 的 に 発射 する みこ と に な り ま す 。 
そこ で 、 ミ サイ ル 攻 撃 を 行っ た 場合 は すぐ さま その 発射 地点 か ら 逃 
走 し な けれ ば な り ま せん 。 最 も 一 般 的 な 逃走 行動 は 、 深 々 度 (800 フ ィ 
ー ト 以上 ) まで 落 航 し て 最大 速度 で 直進 航行 し ます 。 深 々 度 ま で 洪 航 
する こと に よっ て 、 最 大 速度 で 航行 し て も キャ ビ テ ーション の 発生 を 
押え る こと が で きる の で 、 探 知 き され る 可能 性 が 低く な り ま す 。 し か 
も 、 英 の 対 潜 魚 軍 は 浅 深 度 か ら 探索 を 開始 する の で 、 水 温 躍 層 の 下 に 
いる 凌 水 和解 を すぐ に は 発見 する こと が で きず 、 表 面 層 を 探索 し て いる 

間 に 境 くま で 逃れ る こと が で きま す 。 
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HORBE DDT, ROMEMLOLF KART SOeHOcH 瑞 の 魚雷 攻撃 
れ ば な り ま せん 。 こ れ は 、 あ な た と 魚雷 に 搭載 され た コン ピュ ー タ の 


知恵 くら べ で あり 、 あ な た が 勝っ た 


き 残 る こと が で きる の で す 。 

蛇行 探索 : 敵 の 魚 軍 は 、 ア クティ 
ヴ ・ モ ー ド に 入る と 、 直 進 す る こと 
は ほとん ど な く 、 蛇 行 し な が ら 目 標 
を 探 末 し ます 。 こ れ は 、 左 右 に 向き 
を 変え る こと に よっ て 魚雷 の 探索 範 
囲 を 広げ る た めで す 。 

ホー ミン グ : アクティヴ 探索 を 
行っ て いる 敵 の 魚 宇 は 、 お よそ 2.000 
ー4.000 ヤ ー ド の 距離 (海中 状況 に よ 
り 変化 する ) まで 目標 に 接近 する 
と 、 そ の 目標 を 探知 し て ホー ミン グ 
(追尾 ) を 開始 し ます 。 ホ ー ミ ング 
し た 魚雷 は 航 走 深度 を 目標 と 同一 深 
度 に 変更 し て 、 目 標 に 向かっ て 直進 
し ます 。 目標 を 失 探 し た 場合 は 、 あ 
ら か じ め セ ッ ト さ れ た プロ グラ ム に 
し た が っ て 旗 回 探索 を 始め ます 。 
英 の 魚 宇 に は "8 の 字 " の 軌跡 を 描 


き な が ら 探 索 を 行う も の も あり ます 。 
探索 プロ グラ ム : 敵 の 魚雷 の 一 般 B 


な 探索 プロ グラ ム に は 、 上 記 の " 


行 " と "旋回 " が あり ます が 、 敵 の 練 


度 が 上 が る (ゲー ム の 難易 度 を ”" 


B 以上 に 設定 する ) &. MORER 
より 高度 な を プログ ラム で 探索 を 行い ま 


す 。 


その ひと つ は 、" スパ イラ ル " LD 
ば れる も の で 、 こ れ は "旋回" プログ | 
ラム が 、2 次 元 的 な 機動 で も ある の に 対 


し て 、 旋 回 し な が ら 沈 降 す る と いう 
次 元 的 な 機動 を 行う も の で す 。 こ の 


ログ ラム に よっ て 、 初 め に 水温 躍 層 の 
上 を 、 そ こ で 目標 を 探 各 で き な か っ た 


場合 は 層 深 下 を 探索 し ます 。 


も う ひ と つ は " ドラ イヴ ・ ア ラウ ン 
ド " (遠回り ) と 呼ば れる も の で 、 こ 
hit, PBORREAAKS K2- 





と きだ け 生 


この 図 は 、 探 索 プ ログ ラム が 左旋 
回 パタ a ン の 例 で ある 。 

(1) 魚雷 の 探索 範囲 内 に ノイ ズ メ 
ー カ ー が 存在 する と 、 シ ー カ ー は 
時 盲目 状態 に な り 、"” ドラ イヴ ・ 
ラウ ンド "” の プロ グラ ム が 作動 し 
め る 。 

(QABiL7AZA-—H—*& BE 
る た め に 、 ま ず 右 に 旋回 する 。 

(3) ノ イズ メー カー が 魚雷 の 探索 
範囲 外 に 消え た 瞬間 、 シ ー カ ー の 機 
能 が 回 復 し 、 魚 雷 は 左旋 回 の 探索 パ 
ター ン を 再開 する 。 

この プロ グラ ム だ と 、 目標 が 右 に 
急 回 頭 を 行っ た 場合 は (2) の 位 箇 
で 、 左 の 場合 は (3) の 位置 で 目標 
再び 捕捉 する こと が で きる 。 






















ドラ イヴ ・ ス ルー (通り 抜け ) 

この 図 は 、 探 索 プ ログ ラム が 太 
旋回 パタ ン の 例 で ある 。 

(1) 魚雷 の 探 素 範囲 内 に ノイ ズ メ 
ー カ ー が 存在 する と 、 シ ー カ ー は 
一 時 盲目 状態 に な り 、" ドラ イ 
ヴ ・ ス ルー" の プロ グラ ム が 作動 
し 始め る 。 

②) 魚 宇 は ノイ ズ メ ー カ ー を 達 ! 
ず に 、 そ の まま 直進 する 。 

(3) 魚雷 が ノイ ズ メ ー カ ー を 通過 
する と 、 シ ー カ ー の 機能 が 回 復 
し 、 魚 雷 は 左旋 回 の 探索 パタ ー・ 
を 再開 する 。 

この プロ グラ ム の 場合 は 、(1) カ 
ら (2) ま で の 盲目 航 走 の 時 間 が 長 v 
の で 、 探 索 を 再開 し た 時 に は 日 杜 
は 探索 範囲 外 に 既に 逃れ て いる 。 


1-PELEF ABS. BBOY-—A-DMECHHENEV ILIKE 
行方 向 を 変更 し て 、 そ の ノイ ズ メ ー カ ー の と ころ で あたかも 遠回り の 
様 な 機動 を 行う プロ グラ ム で す 。 こ の プロ グラ ム の 効果 は 、 た と え ノ 
イズ メー カー で 目標 を 失 探 し て も 、 シ ー カ ー が 探知 不能 な 状態 に な ら 
な いこ と で す 。 BHD” ドラ イヴ ・ ス ルー" (通り 抜け ) プロ グラ ム 
で は 、 ノ イズ メー カー を 通過 し て 、 シ ー カ ー が その 機能 を 回 復 す る ま 
で 目標 を 一 切 探 和 和 で きま せん 。 お そら く こ の 隙 に 、 目 標 の 逃走 を 許し 
て し まう こと で し ょ う 。 

対 潜 ミ サイ ル : ソ連 の "SS-N-14" (水上 艦 発 射 ) や "SS-N-16" (潜水艦 
発射 ) な どの 対 潜 ミ サイ ル は 、 ア メリ カ の シー ラン ス ・ ミ サイ ル と 同 
様 、 そ の 弾頭 部 に 対 薔 魚 宇 を 装備 し て お り 、 そ の 対 潜 魚 一 は スパ イラ 
ル ん 探索 を 行う よう に プロ グラ ム さ れ て いま す 。 こ の 魚雷 の 弾頭 は 小型 
で あり 、 破 壊 力 は あま り 大 きく あり ませ ん 。 

また 、 ソ 連 の 対 薔 ヘリ が 搭載 し て いる 対 凌 魚 箇 は 、 こ の 対 潜 ミ サイ 
ル に 搭載 され て いる も より は や や 小型 で す が 、 探 索 方 法 な ど は 基本 的 
に 同じ で す 。 

R BU 無 誘導 対 溝 ロ ケッ ト : ソ連 の ほとん どの 戦闘 艦 克 は 、R BU と 
呼 ば れる 短 距 離 用 の 無 誘導 対 潜 ロケ ッ ト 爆 軍 の 発射 機 を 装備 し て いま 
す 。 こ の 発射 様 に は $ つ の 種類 が あり 、 そ の 射程 距離 に よっ て 形式 番号 
(RBU-600,-1000,-1200,-2500,-6000) が つけ られ て いま す 。 こ の ロケ ッ 
ト は 目標 に 向かっ て 一 斉 投 射 さ れ 、 調 定 深 度 で 、 も し く は 近接 信管 に 
よっ て 、 目標 付近 で 爆発 し ます 。 





回 避 一 般 に 、 魚 宇 を 回 避 す る た め に 最も 重要 な こと は 高速 で 移動 する こと 
テク ニッ ク で あり 、 最 低 で も 20 ノ ッ ト の 速度 が 必要 で す 。 速度 が 低い と 、 魚 雷 を 
か わす た め の 運 動 能力 が 得 ら れん ま せん 。 ま た 、 魚 生 は アク ティ ヴ 探 
を 行う の で 、 高 速 航行 に お ける 機械 音 や キャ ビ テ ーション な どの 発生 
雑音 は 魚 宇 の 探知 に 影響 し ませ ん 。 も ちろ ん 、 大 き な 雑 音 を 発生 する 
と 敵艦 に 探 和 され て し まい ます が 、 緊 急 の 場合 は その よう な こと に 
構っ て いら れ ま せん 。 
ノイ ズ メ ー カ ー : 魚雷 を 回 避 す る た め の 最 も 簡単 な 方 法 は 、 ノ イズ メ 
ー カ ー を 放出 する か 、 も し く は ノイ ズ メ ー カ ー と 同様 の 働き を する " 
ナッ クル "(30 ノッ ト 以 上 で 急 回 頭 を する と 発生 する 渦 ) を 発生 させ 
る こと で す 。 こ れ ら の 強力 な 雑音 発生 源 に よっ て 、 魚 雷 の シー カー が 
狂わ され て いる 間 に 進 路 を 変え て 、 魚 雷 の 探索 範囲 外 に 脱出 する の で 
す 。 
次 の イラ スト の 様 に 、 魚 雷 が ノイ ズ メ ー カ ー を 避け る 方 向 に よっ 
て 、 魚 宇 か ら 逃 げ ら れる か 、 ま た は 魚雷 に 再び ホー ミン グ さ れる の か 
が 決定 され ます 。 ま た 、 魚 香 か ら な る べく 速く 逃れ る た め に は 、 魚 香 
の 接近 角度 や その 旋回 方 向 を すばやく 見 極め 、 ど ちら の 方 位 に 変 針 す 
る か を 短 時 間 の うち に 決定 し な けれ ば な り ま せん 。 
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“ドラ イヴ ・ ア ラウ ンド (遠回り ) 

この 図 は 、 探 索 プ ログ ラム が 左旋 回 パタ ー ン の 例 で 
ある 。 

(1) 魚雷 の 探索 範囲 に ノイ ズ メ ー カ ー が 存在 する 
と 、 シ ー カ ー は 一 時 盲目 状態 に な り 、" ドラ イヴ ・ ア 
ラウ ンド "の プロ グラ ム が 作動 し 始め る 。 

②) 魚 年 は ノイ ズ メ ー カ ー を 避け る た め に 、 ま ず 右 に 


旋回 する 。 

(3 う ) ノ イズ メー カー が 魚雷 の 探索 範囲 外 に 消え た 肝 
間 、 シ ー カ ー の 機能 が 回 復 し 、 魚 雷 は 左旋 回 の 探索 パ 
ター ン を 再開 する 。 

この プロ グラ ム だ と 、 目 標 が 右 に 急 回 頭 を 行っ た 場 
合 は (2②) の 位置 で 、 左 の 場合 は G③) の 位置 で 目 棟 を 再び 捕 
捉 す る こと が で きる 。 





この 機動 で 最も 危険 な を こと こと は 、 急 回 頭 で 曳 航 ア レイ ・ ソ ナー が 全く 
機能 し て いな い 時 に 、 敵 の 魚雷 が 艦 の 真後ろ み 、 つ まり パッ フル の 範囲 
内 に 入り 込ん で し まい 、 鋼 雷 の 位置 を 突然 見 失っ て し まう こと で す 。 
デコ イ : 下 の 図 は 、 ア コイ を 使用 し て 後方 か ら 迫 る 魚 宇 を か わす 方 
法 で す 。 アコ イ を 追い 越す と 、 魚 震 は 手前 に ある アコ イ に ホー ミン グ 
し ます 。 そ し て 、 魚 和 宇 が デア コイ を 追跡 し て いる 間 に 進 路 を 変え て 、 魚 
雷 の 探索 範囲 外 に 脱出 し ます 。 

魚 番 が アコ イ を 追い 越し て 目標 を 見 失う と 、 魚 筆 は 再び プロ グラ ム 
に よる 探索 を 開始 し ます 。 も し も ゃ も 、 あ な た の 艦 が 探索 範囲 か ら 脱 出し 
て いな けれ ば 、 魚 宇 は 再び あな た を 追跡 し 始め ます 。 


デコ イ ・ ラ ン 

(1) 魚 軍 が 艦 尾方 向 か ら 接近 
する 。 こ の 接近 は 曳航 ソナ ー 
で 探知 する こと が で きる 。 
(2) 鞭 水 艦 が 最高 速 に お いて 
デコ イ を 発射 する 。 デ コイ の 


速度 は 20 ノ ッ ト で あり 、 凌 水 
KUT CK P34 tm 
To 

(3) 魚 雷 は より 近い 目標 ( ア 
コイ ) に ホー ミン グ す る 。 そ 
の 間 、 潜 水 艦 は 魚 宇 の 探索 範 
囲 外 に 逃走 する 。 
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海水 を 利用 する : KERR ORM, tebdb, MBOBEIO Li 
いれ ば その 下 に 、 送 信 よ り 下 に いれ ば その 上 に 移動 する の は 、 魚 雷 を 
か わす た め の 有 効 な 手段 の ひと つ で す 。 なぜなら 、 水 温 躍 層 は 、 そ れ 
を 横切る 音 の 伝 描 が 暑い の で 、 魚 雷 の 探知 能力 が 低下 する か ら で す 。 
注意 し な けれ ば な ら な い の は 、3 次 元 的 な 機動 を 行う 魚 箇 が ある こと で 
す 。 こ の よう な 魚雷 に 対し て 、 こ の 方 法 は 短 時 間 (同じ 層 に 入っ て く 
る まで ) し か 効果 が あり ませ ん 。 

マッ プ ・ オ ー パ ー レ イ で 音響 伝播 の 愚 い 海域 を 捜し 出し 、 そ こ に 移 
動 す る の も 、 や は り 敵 魚雷 の 探知 能力 の 低下 を 促進 する の で 効果 が あ 
る と いえ ます 。 

また 、 浅 海域 や 氷 久 水 の 下 で は 、 敵 の 魚雷 を 海 床 や 氷塊 に 衝突 させ 
て 、 そ れ を 破壊 する こと が 可能 で す 。 敵 の 魚雷 は 目標 に ホー ミン グ す 
る と 、 そ の 目標 と 同じ 深度 まで 沈降 また は 浮上 し ます 。 そ こ で 、 魚 協 
を 水 塊 や 海底 山 が ある 海域 まで 誘い 込み 、 衝 突 す る ギリ ギリ の と ころ 
で ノイ ズ メ ー カ ー を 放出 し て 急 回 頭 し ます 。 す る と 、 シ ー カ ー を 狂わ 
され て 直進 する 魚 憲 は 、 そ の まま 衝突 し て し まい ます 。 こ の 回 避 方 法 
を 成功 させ る た め に は 、 絶 妙 の タイ ミン グ と 正確 な 操 艦 が 要求 され ま 
Fo も しゃ 操 艦 を あや まっ て 海底 な ど に 衝突 する と 、 被 宇 し た 時 より 
も ゃ 大き な ダメ ー ジ を 受け る こと に な り ま す 。 

最終 的 な 脱出 ・ 魚 征 を か わす こと は 防御 の 第 一 歩 に し か すぎ ませ ん 。 
あな た の 最終 目標 は 敵 に 攻撃 を や め さ せ る こと で あり 、 そ の 和 目標 を 達 
成す る た め の 最 も 有効 な 手段 は 、 英 を 撃 法 する こと で す 。 そ れ が 不可 
能 な ら ば 、 敵 の 追跡 か ら 逃 れる まで ひたすら 逃げ 回 る 方 法 が あり ま 
す 。 た だ し 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 敵 は こち ら を 見 失う 瞬間 ま 
で こち ら を 追跡 し て お り 、 失 探し た 地点 を 中 心 に 盲目 攻撃 を 仕掛 け て 
くる こと が ある と いう こと で す 。 





致命 的 な ミス ここ で は 、 経 験 の 浅い 艦長 が 回 避 行 動 を 行う 上 で 引き 起こ す 致 命 的 
な ミス を 、 い くつ か 挙げ て お きま し ょ う 。 

パッ フル を 忘れ る な : 経験 の 浅い 艦長 は 、 回 避 機 動 中 に し ば し ば 曳 
航 ア レイ ・ ソ ナー が 正しく 機能 し て いる か どう か を 確認 する こと を 忘 
れ て し まい ます 。 そ の 結果 、 パ バッフル に 入っ た 魚雷 を 見 失っ て し ま 
い 、 そ れ が 自分 の 艦 に 命中 し て 初め て 魚雷 の 存在 を 思い 出す の で す 。 

タイ ミン グ を 間違う な : ノイ ズ メ ー カ ー の 放出 や ナッ クル の 発生 は 、 
それ ら が 効果 的 に 機能 する た め に は 、 適 切な タイ ミン グ で 行わ れ な け 
れ ば な り ま せん 。 タ イミ ング が 早 す ぎる 場合 は 、 魚 宇 は 遠回り を する 
か 、 さ も な くば 、 そ れ ら を 無視 し て 直進 し て きま す 。 逆 に 、 遅 すぎ る 
場合 は 、 シ ー カ ー が 狂う 前 に 命中 し て し まう で し ょ う 。 英 の 魚雷 が 
1.000 ヤ ー ド 以内 に 迫っ て きた ら 、 何 等 か の 対抗 措置 を と ら な けれ ば な 
り ま せん 。 

敵 の 魚 定 に 包囲 され る な : 複数 の 魚 宇 に 包囲 さん れ 、 な お か つ 、 そ れ ら 
全て に ホー ミン グ さ れ て いれ ば 、 そ れ は 考え られ 得る 最悪 の バ パターン 
と いえ る で し ょ う 。 なぜなら 、 あ る 魚 和 宇 か ら 遼 ざか っ て も 、 別 の 魚雷 
に 接近 する こと に な る か ら で す 。 全 て の 魚雷 の 方 位 と 距離 に 充分 注意 
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し て 、 こ の よう な " 絶 体 絶命 " の 位置 に 問 違 っ て も 入ら な いよ うに し 
ま し ょ Jo 

RBUEHSE: MBEPOTCEEMEMSNT, MOMBET 
ど に うっ か り 接 近 し 、R BU の 射程 距離 内 に は いる と 、 こ の 恐ろし い 
兵器 の 攻撃 を 受け て し まい ます 。 こ の 爆 宇 の 破壊 力 は すき まじ く 、 一 
埋 射 で 撃沈 きれ る か 、 も し く は 致命 的 な 損傷 を 被っ て 行動 不能 に 陥る 
と と で も し ょ う 。 

必ず 反撃 せよ : あな た の 艦 は 高速 航行 で 魚 第 を か わし て いる 間 、 常 
に 大 き な 雑 音 を 発生 し て お り 、 敵 は あな た の 艦 の 位置 を 継続 的 に 追跡 
し て いる こと は 明白 で す 。 こ の よう な 不利 な 状況 を 打破 する た め に 
は 、 そ の 敵 に 対し て 反撃 を 行う こと で す 。 た と え 命 中 し な く て も 、 魚 
宇 が 到達 すれ ば 、 敵 は 高速 で 回 避 行 動 を 行わ な けれ ば な ら な く な り 、 
あな た の 綴 を 失 探 し て し まう で し ょ う 。" 攻撃 は 最大 の 防御 " な の で 
す 。 た だ し 、 敵 に 回 避 行 動 を と ら せ る だ け の 精度 は 必要 で あり 、 た だ 
の 盲 撃ち で は 通用 し ませ ん 。 
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JETRE OD H KER A 





VEIL bMCROBEC ASHE. TA) HAREE A a 
MEE FHDBMLTUEF, tnik, VULbBROMEKERE 
は 、 で きる だ け 早 期 に 英 潜 水 艦 を 発見 する こと に 主眼 を 置き 、 た と え 
自身 の 存在 を 知ら れ よ うと も 、 積 極 的 で し か ゃ 攻撃 的 な 戦闘 を 行う よ 
うに 規定 され て いま す 。 で すか ら 、 彼 ら は 弾薬 を 惜 し か ひこ と な く 、 ま 
た 、 そ れ ら が 命中 する こと を 期す る こと な し に 、 届 潜水 艦 を 見 つけ 炊 
第 攻撃 を 開始 し ます 。 

ソビエト 海軍 の 水上 艦 お よび 潜水 艦 は 、 通 常 、 複 数 艦 に よる グル ー 
プ を 編成 し て 行動 し 、 単 盤 に よる 行動 は ほとん ど 行 いま せん 。 そ の た 
め 、 ソ ビエ ト 海 軍 の 潜水 艦 は し ば し ば 潜望鏡 深度 まで 浮上 し て 、 水 上 
艦 族 や へ リコ プター、 ま た は 味方 の 潜水艦 と 通信 を 行い 、 そ れ ら と 瑞 
浴 に 関す る 情報 交換 や 、 誤 認 に よる 同士 討ち を 防ぐ た め の 相 互 確認 を 
行っ て いま す 。 さら に 、 彼 等 、 対 潜 部 隊 の 各 艦 長 は 、 そ の 最終 目的 
で ある 味方 主力 艦 (原子 力 弾道 ミサ イル 壮 水 艦 や 航空 母艦 ) の 保護 を 
達成 する た め に 、 英 潜水 艦 と 刺し 閣 え る 覚悟 を 持っ て 、 そ の 任務 を 送 
行 し て いる こと を 付け 加え て お きま す 。 こ れ は 、 長 期 的 な 海軍 戦略 の 
視点 か ら 評 価 す る と 決し て 良い 方 策 と は 言え ませ ん 。 し か し 、 ソ ビエ 
ト 海 軍 の 上 層 部 は 、 彼 等 に その 戦闘 の 結果 を 強く 求め て いる の で す 。 





水上 態 隊 の ASW 水上 機動 部 隊 は " RE” OPERE, CLA. MERE Sin 
陸 艦 や 輸送 艦 な どの 周り に 、 潜 水 艦 を 含む 様々 な 種類 の 護衛 艦 組 を 配 
し て いま す 。 時 に は 、 純 粋 に 対 潜 水 艦 作戦 を 意図 し て 編成 され た 部 隊 
も 存在 し ます 。 

ソビエト 海軍 の 水上 艦隊 は アク ティ ヴ ・ ソ ナー に よる 探索 や ヘリ コ 
プター に よる 哨戒 を 絶え ず 行 っ て いま す 。 し か し 、 こ の 水上 能 隊 と 行 
動 を 共に する 深水 艦 は 静馬 を 保ち 、 水 上 艦 の 発する 探 信 音 を 常に モニ 
ター し て 、 異 常 な 反射 、 つ まり 敵 潜 の 存在 を 探知 する こと に 全力 を 注 
いで いま す 。 

和 能 隊 が 敵 潜 また は 接近 中 の 魚雷 な ど を 探知 する と 、”" 高価 値 " OK 
は 攻撃 を 避け る た め に それ ら の 田 威 的 存在 と 反対 の 方 向 に 退避 し 、 護 
MULT OBR Po CHACKHLEF, LT, SHAN 
発射 を 確認 し た ら そ の 発射 地点 に 対し て 対 潜 ミサ イル を 、 魚 雷 の 接近 
を 探知 し た ら そ の 方 向 に 魚雷 を 発射 し ます 。 彼ら は 、 敵 潜 が 攻撃 を か 
わす た め に 速度 を 上 げ 、 そ の 結果 と し て 敵 が 存在 位置 を 暴 起 す る こと 
を 期待 し な が ら 、 こ の よう な 攻撃 を 行う の で す 。 

それ ら の 護衛 艦 引 は 、 探 知 し た 敵 や その 攻撃 開始 地点 に 接近 する 
E, RETRO CREO RMERAT ACE CBOEF, OL. Re 
を 探知 で き な か っ た 場合 は 、 再 び 元 の 進路 に 戻り ます が 、 何 か を 探知 
し た 場合 は 、 魚 宇 や ロケ ッ ト に よる 攻撃 を 続け ます 。 そ の 間 、 中 核 艦 
は 誠 険 な 海域 か ら 充 分 離れ た 後 で 、 元 の 進路 に 戻っ て いま す 。 RHO 
探知 が 困難 で 長 時 間 に わ た る 捜索 が 必要 な 場合 、 設 術 艦 の うち 数 隻 
は 、 再 び 中 核 艦 の 護衛 に 戻る た め に その 海域 を 離れ ます 。 


74 


護衛 艦艇 が 英 潜水 艇 の 追跡 を 行う 場合 、 中 核 艦 の 護衛 を 全く 行わ ず 
に 、 全 艦 で 捜索 を 行う 傾向 が ある こと に 注意 し て くだ さい 。 こ れ は 、 
ソビエト 海軍 は アメ リカ 海軍 の 潜水 径 が" ウル フ ・ パ ッ ク 戦 術 " ( 狼 
群 戦 術 と も 呼ば れる 、 複 数 の 潜水 能 に よる 組織 的 同時 攻撃 。 第 2 次 大 戦 
中 、 ド イツ の U ボ ー ト 艦隊 が 行っ た 戦術 。) を 単に 行わ な い だ け で な 
く 、 実 際 、 意 識 的 に 複数 艦 が 同一 海域 で 行動 する こと を 避け る よう 努 
め て いる の で 、 同 時 に 2 方 向 か ら 攻撃 を 受け る 心配 が な いこ と を 知っ て 
いる か ら で す 。 し か し 、 こ の よう な 行動 は アメ リカ 海軍 の 潜水 艦 に 、 
単独 と な っ た 中 核 艦 を 攻撃 する チャ ンス を 与え て し まう こと に も ゃ も つ な 
が り ます 。 

ソビエト 海軍 の 潜水 艦 は 、 通 常 "” スプ リン ト ・ ア ンド ・ ド リフ ト ” 戦 潜水艦 の ASW 
術 を 行い ます 。 そ れ ら は キャ ビ テ ーション の 発生 を 防ぐ た め に 深々 度 

まで 潜航 し て 高速 移動 し 、 減 速 し た 後 で 水温 躍 層 の 上 まで 浮上 し て 、 
漂泊 も しく は 無音 潜航 を 行い ます 。 こ の 低速 移動 中 に 水上 まで レー ダ 

ー・ マ スト を 上 げ て 水上 艦 組 の 存在 を 確認 し た り 、 無 線 用 の マス ト を 
上 げ て 通信 を 行い ます 。 ま た 、 グ ルー プ で 行動 中 の 潜水 艦 は ジグ ザ グ 
航行 を 行う 際 、 一 斉 に 回 頭 し ます が 、 こ の 回 頭 は 艦隊 が 低速 移動 中 の 

と き に 行わ れ ま す 。 

また 、 グ ルー プ で 行動 中 の 場合 、 あ る 特定 の 潜水 艦 、 特 に 発生 雑音 
の 大 き な 潜 水 慎 の み が ア クティ ヴ ・ ソ ナー に よる 探索 を 低速 航行 時 に 
数 回 答 い な が ら 航行 し て いま す 。 こ れ は 、 ど の みち 音 の 大 き な 凌 水盤 

は 敵 に 探知 きれ る こと か ら 、 積 極 的 に アク ティ ヴ 探 索 を 行っ て 租 隊 に 
近付く 静か な 英 凌 水 艦 を 早期 に 発見 し よう と する 戦術 で す 。 

在 来 動力 型 潜水 艦 は 、 し ば し ば 電池 を 充電 する た め に 潜 妄 続 深度 ま 

で 浮上 し 、 シ ュ ノ ー ケ ル 航 走 を 行い ます 。 こ の 場合 に 潜水 艦 の ディ ー 

ゼル 機関 が 発生 する 騒音 は 相当 大 きく 、 容 易 に その 存在 を 探知 する こ 

と が で きま す 。 

ソビエト 海軍 の 潜水 艦 は 敵 の 潜水 艦 を パッ シ ヴ ・ ソ ナー で 探知 する 

と 、 で きる だ け 静 か に ゆっ くり と その 目標 に 接近 し ょ うと し ます 。 ま 

た 、1 隻 が 攻撃 を 行っ て 敵 に 回 避 行 動 を させ て いる 間 に 、 そ の 他 の 鞭 水 
船 が と ど め の 一 皿 を 加え る た め に 敵 に 肉薄 する と いう 戦法 も あり ま 
す 。 

BFA RRS tt DAK SV EL REOSSBNIZ, REG 
KELUK HAI EK L RE OIRAO OE CHMLTV ET. 

それ ら は 深々 度 や シャ ドー・ ゾ ー ン や 流水 の 下 な どの 探知 の 困難 な と 

ころ で 、 極 め て 低速 ( 約 3 ノッ ト ) で 、 静 か に 移動 し て いま す 。SSB 

N の 最終 目的 は 探 各 きれ な いこ と で あり 、 も し ゃ 攻撃 を 受け た 場合 

は 、 常 に 随伴 し て いる 護衛 の 攻撃 潜水 艦 に 反撃 を 任せ て 、 自 身 は 速 や 

か に 逃走 し ます 。 こ の と き 、 護 衛 の 潜水 艦 は すぐ さま アク ティ ヴ 探 索 

を 開始 し て 、 目 棟 を 探知 する と 同時 に 攻撃 を 行い ます 。 あ な た が ソ ビ 
エト 海軍 の SS BN に 攻撃 を 仕掛 ける 場合 、 最 初 に 探知 する 目標 は 雑 
音 の 大 き な 攻 撃 潜水 艦 で ある 場合 が ほとん ど で し ょ う 。 これ ら の 哨戒 
線 を くぐり 抜け て SS BN を 探索 する の は 非常 に 困難 で す 。 


75 




















sa 








77 


FHV DEKERURE 





Mark48 人 魚雷 性 能 諸 元 
直径 : 533mm 
全長 :5.8m 
重量 :1.580kg 
弾頭 重量 : 267kg 
BR ・ 巡航 時 40kt。 最大 60kt 
最大 射程 46km 
最大 深度 : 3,000ft 
誘導 方 式 : 有線 誘導 , 音響 誘導 
備考 


1972 年 より 装備 が 開始 され た 対 薔 ・ 対 艦 用 の 長 魚 和 憲 で 、 米 海軍 の 潜水 
艦 す べ て に 搭載 され て いる 。 誘 導 方 式 は 魚雷 と 凌 水 艦 が 相互 情報 交換 
可能 な 有線 誘導 だ が 、 ア クティ ヴ 及 び パ ッ シ ヴ 音響 に よる 追尾 も 行 
Jo 

生産 開始 以来 、M o d 1 か ちら Mo d 4 へ と 誘導 装置 や 細部 の 改良 等 
を 逐次 行っ て きた が 、 高 速 か つ 深々 度 潜 航 可能 な "アル ファ " Riek 
艦 に 対処 する た め 、ADCAP 計 画 と 呼ば れる 大 幅 な 性 能 向 上 計画 に 
より 最新 型 の Mo d5 が 開発 され 、1987 年 に 装備 が 開始 され ん た 。 こ の 
Mo d 5 で は 、 誘 導 疲 置 が アナ ログ 回 路 か ら LS 1 技術 を 用 いた デジ 
タル 回 路 に 変更 され て お り 、 ホ ー ミ ング 性 能 や 対 TCM 性 能 そ し て 信 
頼 性 が 飛躍 的 に 向上 し て いる 。 ま た 、 誘 導 装 置 の 小型 化 に よる 搭載 燃 
料 の 増加 に より 射程 距離 が 延長 され 、 さ ら に 、 和 埋 体 の 形状 変更 に より 
最大 速度 が SS ノット か ら 60 ノ ッ ト に 向上 し て いる 。 

1995 年 装 工 予定 の " シー ウル フ " 級 S SN に は 、 発 射 時 に トラ ン 
ジェ ント を 発生 し な い " スウ ィ ム ・ ア ウト " (泳ぎ 出し ) 式 に 改良 き 
れ た Mark48 が 搭載 され る 予定 で ある 。 


UGM 一 8 4A ハー プー ン 対 態 巡航 ミサ イル 


性 能 諸 元 
直径 :0.34m 
全長 :4.58m 
ol 重量 :670kg 

弾頭 重量 : 227kg 

巡航 速度 : 360kt 

最小 射程 : 6.000yds 

最大 射程 : 110km 

誘導 方 式 慣性 誘導 アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー・ ホ ー ミ ング (終末 誘 

導 ) 
備考 


1977 年 より 配備 が 開始 され た 米 海軍 の 標準 的 な 対外 ミサ イル 。 薔 水 
艦 発射 用 の UGM の 他 に 、 水 上 盤 発射 用 の R GM、 空 中 発射 用 の AG 
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M 等 の タイ ブ が 存在 し 、 フ リ ゲ ー ト か ら 戦 艦 ま で 、 米 海軍 の は ほとんど 
の 戦闘 盤 姓 に 搭載 され て いる 。 

ハー プー ン は 角 電 発射 答 か ら キ ャ ニス ター ご と 射出 され 、 海 上 で 
キャ ニス ター を 投棄 し た 後 、PAP ま で 慣性 誘導 に より 超 低 空 (数 
フィ ー ト ) を 飛翔 する 。PAP に 到達 する と アク ティ ヴ ・ レ ー ダ ー に 
よる 目標 探索 を 開始 し 、 目 標 を 発見 する と 直ちに ロッ ク ・ オ ン し て 追 
必 を 開始 する 。 シ ー カ ー・ ヘ ッ ド の レー ダー は 探 信 電波 の 周波 数 を 頻 
繁 に 切り 替え る こと に よる ECCM 機 能 を 有する 。 

初期 型 の ハー プー ン は 命中 する 前 に 一 度 急上昇 し 、 再 度 急降下 し て 
目 様 に 突入 する よう プロ グラ ム さ れ て いた が 、 探 知 及 び 迎 撃 の 恐れ が 
ある こと か ら 、 後 期 型 は 巡航 高度 の まま 目標 に 突入 で きる よう に 改め 
られ た 。 


トマ ホー ク TASM (BGM—109B) 対 艦 巡航 ミサ イル 
TLAM (BGM-109C) 
対地 巡航 ミサ イル 


(配備 年 度 ・1988 年 以降 ) ー ー 
性 能 諸 元 (TASM) 

直径 :0.533m 

全長 :6.4m (ロケ ッ ト ・ プ ー ス ター 

付 ) 

重量 :1.200kg 

弾頭 重量 : 450kg 

巡航 速度 : 475kt 

最小 射程 6,000yds 

最大 射程 450km 

誘導 方 式 : 慣性 誘導 , アクティヴ ・ レ ー ダ ー・ ホ ー ミ ング RKE 

導 





備考 

トマ ホー ク は 米 海軍 の 潜水 盤 発射 用 戦術 核 ミ サイ ル と し て 1972 年 に 
開発 が 開始 され た が 、 そ の 後に 計画 され た 空軍 向け 地上 発射 式 の BG 
M- 1 0 9G の 開発 が 、 ソ 連 の 新型 戦術 核 ミ サイ ル "” SS-20" に 
対抗 する た め に 優先 され 、 潜 水 艦 お よび 水上 艦 発射 用 の 開発 は 大 幅 に 
遅れ た 。G 型 は 1983 年 に ヨー ロッ パ に 配備 が 開始 され た が 、 戦 術 核 ミ 
サイ ル の A 型 と 対 艦 攻撃 用 の B 型 は 1984 年 6 月 、 対 地 遂 常 攻撃 用 の C 型 
は 1986 年 に 配備 が 開始 され た 。 - 

TA SM の 誘導 装置 は ハー プー ン の 誘導 装置 を 流用 ・ 改 良し た も の 
で ある 。 それに 対し TL AM の 誘導 は 、 慣 性 航法 に "TERCOM" 
(地形 等 高 線 照合 ) と 呼ば ん る コー ス 判 断 シ ステ ム を 組み 合わ せ た 航 
HEL,” DSMAC” (デジ タル 情景 照合 ) と 呼ば れる より 精密 
な 終末 誘導 装置 に よっ て 行わ れる 。 TL AM の 命中 誤差 は 、 最 大 射程 
1.350km を 飛行 し た 後 で も 僅か 数 メー トル と いう 。 

トマ ホー ク は 、 先 の 湾岸 戦争 に お いて 初め て 実戦 投入 され 、 米 戦艦 
及び 巡洋艦 か ら 300 発 以上 の TL AM が 発射 され た 。 そ こ で 、 そ の 命中 
精度 の 高 さ を 証明 し た が 、 目 標 付 近 の 情報 不足 に よる 終末 誘導 失敗 や 
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運用 の 柔軟 性 欠如 、 巡 航 速 度 が 低く 対空 砲火 に 対し て 脆弱 で ある 、 な 
どの 欠点 も 赴 星 し た 。 殊 に 、 報 道 用 テレ ビ カ メ ラ に その 飛行 中 の 姿 を 
収め られ る よう で は 、 光 学 照 準 式 の 対空 秦 に さえ 撃墜 され る こと が 暑 
念 さ れる 。 

TA SM は 、 ハ ー プ ブー ン の 2 倍 の 破壊 力 と 長大 な 射程 距離 を 持つ 対 艇 
攻撃 兵器 と し て 注目 及び 期待 を 集め て いる が 、 実 戦 の 結果 か ら 、 そ の 
生存 性 に 多少 の 不安 を 抱か ざる を 得 な い 。 


シー ラン ス VUUM—-125A 対 潜 ミサ イル 


(配備 年 度 :1992 年 以降 ) 性 能 諸 元 (Mark50 魚 雷 ) 
直径 :324mm 
全長 :2.97m 
eee Fis: 
弾頭 重量 : 4Skg (推定 ) 
BR : 60ku 以 上 
最大 深度 : 1.250m 以 上 (推定 ) 
(ミサ イル 本 体 ) 
直径 :410mm 
全長 :3.79m 


重量 :103Skg 備考 

弾頭 ・MkS0 魚 雷 シー ラン ス ・ ミ サイ ル は 、 弾 頭 に W5 5 BR 

飛翔 速度 ・ 超 音速 雷 を 装備 する " サ プ ロ ッ ク " に 代わ る 米 海軍 

最大 射程 ・194km 初 の 凌 水 艦 用 スタ ンド ・ オ フ 通 常 対 潜 兵 器 と 

し て 開発 され て いた が 、 統 玩 す る トラ ブ プル の 

た め に 、1990 会 計 年 度 に 計画 は 中 止 さ れ た 。 
し か し な が ら 、 ソ 連 海 軍 の 潜水 艦 は 同様 の 兵器 (SS 一 N 一 16) を 
装備 し て お り 、 凌 水 艦 用 の スタ ンド ・ オ フ 対 潜 兵 器 の 必要 性 は 今後 
益々 高まり 、 場 合 に よっ て は 、 計 画 再 開 や 新しい 兵器 の 開発 が 行わ れ 
る 可能 性 が ある 。 

シー ラン ス は カプ セル に 入っ た 状態 で 魚雷 発射 管 か ら 射出 され 、 カ プ 
セル が 海上 に 出 た と ころ で ロケ ッ ト ・ モ ー タ ー に 点火 し て 上 昇 を 始め 
る 。 こ れ は 、 ロ ケッ ト の 音 を 央 潜 水 艦 に 探 各 さる されない ため の 配慮 で あ 
る 。 ミ サイ ル が PAP に 到達 する と 、 弾 頭 の Mark50 魚 香 を 切り 
離し 、 魚 雷 は パラ シュ ー ト を 開い て 着 水 する 。 

Mark50 は 、1967 年 に 配備 が 開始 され た Mark46 短 魚雷 の 
後継 と し て 開発 中 の 対 潜 魚 雷 で 、 や が て 実戦 配備 が 開始 され る 予定 で 
ある 。 こ の 魚 箇 は クロ ー ズ ド ・ サ イク ル (燃焼 ガス を 排出 し な い 内 燃 
機関 ) を 推進 機関 と し て 搭載 し て いる 。 こ の 機関 の 長所 は 、 燃 焼 ガス 
を 水圧 に 抗 し て 排出 する 必要 が な い の で 、 深 度 に 関係 な く 一 定 の 性 能 
を 保つ こと が で きる こと で あり 、 こ の 魚 和 宇 は 1.250 メ ー ト ル と いう 荻 く 
べき 最大 航 走 深度 と 、 そ の 深度 に お いて 60 ノ ッ ト で 航 走 す る こと を 可 
能 と し て いる 。 ま た 、 こ の 魚雷 は 最新 の アジ タル 回 路 に よる 音響 誘導 
装置 を 有 し て お り 、 北 水 艦 の みな ら ず 水上 艦 や ヘリ コ プ タ ー の 対 潜 兵 
器 の 主力 と し て 期待 きれ ん て いる 。 
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ステ ィ ン ガ ー FIM-92A 対空 ミサ イル 
(配備 年 度 :1992 年 以降 ) 

性 能 諸 元 

直径 :0.052m 

全長 :1.5m 

QE :0203m ES 
弾頭 重量 : 3kg 

飛翔 速度 : 1.260kt 

最小 射程 : 200yds 備考 

最大 射程 : 6.000yds ステ ィ ン ガ ー は 地上 部 隊 の 携帯 式 自衛 
誘導 方 式 I 赤外線 追尾 兵器 と し て 開発 され た 対空 ミサ イル で あ 
り 、 歩 兵 が 携行 する だ け で な く 、 軽 車両 や ヘリ コブ プター 等 に ゃ 広く 搭 
載 き され て いる 。 ま た 、 こ の ミサ イル は アフ ガニ スタ ン 紛 争 で ゲリラ に 
ょ っ て 使用 され 、 ソ 連 の へ リコ プター を 多数 撃隊 し た こと で 一 時 話題 
と な っ た 。 

現在 実用 化 さ れ て いる 潜水 艦 発射 用 の 対空 ミサ イル に は 、 英 ヴィ ッ 
カー ス 社 の S L A M(Submarine Launched Airflight Missile) が ある 。 こ れ 
は セイ ル に 装着 され た 耐圧 容器 の 中 に 、6 発 の ミサ イル ・ キ ャ ニス ター 
と テレ ビ カ メ ラ を 先端 に 取り 付け た マス ト が 格納 され て お り 、 セ イル 
頂部 を 海面 に 赴 出 させ て 容器 の ハッ チ を 開き 、 マ スト を 上 げ て テレ ビ 
カメ ラ の 画像 で 照準 し て 発射 する と いう も の で ある 。 こ の よう な 兵器 
は 、 確 か に 対 潜 へ ヘリ 等 の 香 威 に 対し て 効果 が ある が 、 対 潜 ヘ へ ヘリ と 行動 
CREF AKLEK AROMEB*LALECRET ARASH. SR 
に 装備 し て いる 鞭 水 艦 が 存在 する か どう か は 不明 で ある 。 

し か し な が ら 、 こ の 種 の 兵器 は 潜水 艦 の 緊急 用 の 最終 自衛 手段 と し 
て 注目 され て お り 、 こ の ゲー ム に お いて は 、 米 海軍 が この 兵器 を 実用 化 
し て 装備 を 開始 し た と 仮定 し て その 効果 を 確か め る こと と し て いる 。 


PHY BDBEONRRSSKEA 
原子 力 攻撃 潜水 態 パー ミッ ト 級 SSN Permit 


要 目 
基準 排水 量 : 3,750k ト ッ 
水中 排水 量 : 4,300h7 





全長 ・84.9m 

幅 ・9.6m 

主機 ・ 原 子 炉 1 基 ノ 蒸気 
ター ビン 2 基 , 1% 

出力 > 15,000 

速力 : 水中 30/? ト 

攻撃 兵 装 : 533mm 魚 宣 発 射 管 4 門 (Mk48,UGM-84,TASM,TLAM 等 
発射 可能 ) 


水 測 兵 装 : BQQ-? ソ ナー・ シ ステ ム , BPS-15 水 上 探索 レーダー, 
81 


着脱 式 曳航 ソナ ー 

乗員 ・127 名 

備考 

1962 年 か ら 67 年 に か け て 配備 され た S SN で 、 同 型 艦 は 合計 14 隻 建造 
され た が 、1 番 艦 の " スレ ッ シ ャ ー" が 1963 年 、 オ ー パ ー ホ ー ル 人 後 の 
深々 度 潜航 試験 中 に 沈没 事故 を 起こ し て 寝 失 し た た め 、 ク ラス 名 は ス 
レッ シャ ー 級 か ら パ ー ミ ッ ト 級 へ と 改め られ た 。 

発生 雑音 は ソ連 海軍 の 標準 的 な 原 浴 より も 小さ い が 、 ス ター ジョ ン 級 
や ゃ ロサンゼルス 級 と 比較 する と 大 きい 。 ス ター ジョ ン 級 と 同様 、 逐 次 
改良 が 施さ れ 、 よ り 高 性 能 な ソナ ー を 搭載 し 、 ト マ ホ ー ク の 発射 も 可 
能 と な っ て いる 。 こ の クラ ス は 耐用 年 数 が 近付き つつ あり 、89 年 か ら 





一 部 が 退役 を 始め て いる 。 
原子 力 攻 撃 潜水 艦 スタ ー ジ ョ ン 級 SSN Sturgeon 
要 目 
基準 排水 量 : 4,460 ト > 
水中 排水 量 : 4,960}7 
全長 ・92.1m 
幅 : 9.7m 
主機 ・ 原 子 炉 1 基 プ 蒸 気 ター 
ビン 2 基 , 1% 
出力 ・13.000 馬 力 
速力 ・ 水 中 307? ト 
KERE :333mm 魚 雷 発射 管 4 門 (Mk48.UGM-84,TASM.TLAM 等 
発射 可能 ) 
水 測 兵 装 : BOOQO-5 ソ ナー・ シ ステ ム , BPS-14/15 水 上 探索 レー ダ 
ー, TB-16 曳 航 ソ ナー 
乗員 ・107 名 
備考 


1967 年 か ら 75 年 に か け て 37 隻 就役 し 、 現 在 も な お 全 艦 が 在籍 中 で あ 
り 、 ロ サン ゼル ス 級 が その 数 を 上 回 る まで 最多 同型 隻数 を 誇っ た 攻撃 
潜水 艦 。 こ の クラ ス は パー ミッ ト 級 の 改良 型 で 、 氷 海 下行 動 能力 が 向 
上 し て いる 。 

29 番 盤 の "” アー チャ ー フ ィ ッ シュ" (SSN-678) か ら ソ ナー・ シ ステ ム 
が それ まで の BQQ-2 か ら 、 ロ サン ゼル ス 級 の 搭載 する BQQ-5 に 変更 さ 
れ 、 音 略 探 知能 力 が 向上 し た 。 それ 以前 の 艦 も オー バ パー ホー ル 時 に 
BQQ-5 に 返 次 換装 され 、FCS (射撃 指揮 シス テム ) も Mk113 か ら 全 デ 
ジタル 式 の Mk117 に 換装 きれ て いる 。 こ れ ら の 能力 向上 に より 、 こ の タ 
ィ イプ の 攻撃 能力 は ロサ ン ゼ ルス 級 と 殆ど 変わ ら な い が 、 や や 旧式 の た 
め に 静 庶 性 や 搭載 能力 な ど が 劣り 、 総 合 的 な 戦闘 能力 は ロサ ン ゼ ルス 
級 の それ を 下回る 。 


原子 力 攻撃 潜水艦 ロサ ン ゼ ルス 級 SSN Los Angeles 





要 目 
基準 排水 量 : 6.000 ト ツ 
水中 排水 量 : 6.900! ツ hn 
全長 ・ 109.7m » 
幅 ・10.1m の 
主機 ・ 原 子 炉 1 基 プ 蒸気 ター ビ 
ン 2 基 , 1% 
出力 : 35,0005 
速力 ・ 水 中 307? ト 強 
KERE : 533mm 魚 雷 発射 管 4 門 (Mk48.UGM-84.TASM,TLAM 等 
発射 可能 ) 
水 測 兵 装 : BQQ-5 ソ ナー・ シ ステ ム , BPS-15A 水 上 探索 レーダー, 
BQR-23 曳 航 ソ ナー 
乗員 ・127 名 
備考 


1976 年 か ら 就役 を 開始 し た 攻撃 潜水 艦 で 、 (1991 年 3 月 末 ) 現在 、44 

隻 が 就役 し て お り 、 ス ター ジョ ン 級 を 抜い て 第 2 次 世界 大 戦 以降 の 最大 
同型 隻数 を 更新 中 で ある 。 こ の クラ ス は 90 会 計 年 度 に 計画 され た 最終 
WE (1997 年 商工 予定 ) を 含め 、 合 計 62 隻 が 建造 され る 予定 。 ロサ ン 
ゼル ス 級 で は 機関 の 出力 が それ まで の 2 倍 に 高め られ 、 静 化 対策 も 充 
分 に 行わ も れ て お り 、 ま た 、 新 し い ソ ナー の 搭載 や トマ ホー ク の 運用 能 
力 の 追加 な ど に よっ て 総合 的 な 戦闘 能力 が スタ ー ジ ョ ン 級 より 向上 し 
た 。 し か し 、 艦 が 大 型 化し て 2.000 ト ン 近 くも 排水 量 が 増え 、 さ ら に 、 
氷 海 下 で の 行動 能力 を 失う な どの 弊害 も 生じ た 。 


原子 力 攻撃 潜水 艦 改 ロ サン ゼル ス 級 SSN Improved Los Amgeles 


要 目 
基準 排水 量 : 6.080 ト ッ 
水中 排水 量 : 6,927h7 








全長 : 109.7m 

幅 ・10.1m 

主機 ・ 原 子 炉 1 基 ノ 蒸気 タ 
ー ビ ン 2 基 , 1% 

出力 > 35,000.57 

速力 ・ 水 中 307? ト 強 

攻撃 兵 装 : 533mm 魚 雷 発射 管 4 門 (Mk48.UGM-84.TASM,TLAM 等 
発射 可能 ) 


トマ ホー ク VLS (垂直 発射 シス テム ) 12 基 

水 測 兵 装 :BSY-1 ソ ナー・ シ ステ ム , BPS-15A 水 上 探索 レー ダー, 
TB-23 曳 航 ソ ナー 

乗員 ・133 名 
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備考 

ロサ ン ゼ ルス 級 S SN は 長年 に わた る 建造 期間 に お いて 逐次 改良 され 
て きた が 、1983 年 に 就役 し た 第 32 番 艦 " プロ ヴィ デン ス " (SSN-719) よ 
り ト マ ホ ー ク 垂直 発射 シス テム が 追加 され た 。 こ の VLS は 秀 首 の 球 
状 ソ ナー と 面 圧 帝 の 間 を 利用 し て 設置 され て いる 。 ま た 、 静 腐 性 を 向 
上 する た め に 、 吸 音 タ イル が 本 格 的 に 装着 され た 。 こ の よう な 大 規模 
な 改修 を 行っ た 第 32 番 艦 以降 に 建造 され た 逢 は 、 改 ロサ ン ゼ ルス 級 と 
し て 区 別 き れ て いる 。 

1987 年 に 就役 し た 第 40 番 盤 " サン ・ フ ァ ン " (SSN-751) で は 、 統 合戦 
関 情 報 処理 レス テム BSY-1 を 搭載 し て お り 、 さ ら に 氷 海 下 に お ける 行動 
を 考慮 し た セイ ル ・ プ レー ン の 船体 前 部 へ の 移設 と セイ ル の 強化 を 
行っ て いる 。 

この タイ プ は 、 現 在世 界 で 最も 優れ た SS N で あり 、 次 期 主 力 の シ 
ー ウ ルフ 級 が 出現 し て も 、 し ば らく は 米 海軍 潜水 艦 部 隊 の 主力 と し て 


その 座 を 守り 続け る で あろ う 。 
原子 力 攻 撃 潜水 艦 シー ウル フ 級 SSN Seawolf 
要 目 
水中 排水 量 : 9,150b7 
全長 ・99.4m 
幅 ・12.9m 
主機 ・ 原 子 炉 1 基 ノ 蒸気 タ 
ー ビ ン , 1% 
出力 : 60,000.57) 
速力 ・ 水 中 35/71 





攻撃 兵 装 : 762mm, 533mmŘ Æ 
発射 管 , 計 8 門 (Mk48.UGM-84.TASM,.TLAM 等 発射 可能 ) 

KRE :BSY-2 シ ステ ム , 水上 探索 レー ダー, TB-23 曳 航 ソ ナー 
乗員 ・130 名 
備考 

シー ウル フ は 199$ 年 配備 予定 (現在 建造 中 ) の 米 海軍 最新 鋭 の SSN 
で ある 。 こ の 艦 は 将来 登場 が 予想 され る 大 型 ミ サイ ル や " スウ ィ ム ・ 
7Y” 式 魚 宇 の 発射 を 可能 と する た め に 、 大 口径 762mm の 魚雷 発射 
管 を 持ち 、 最 新 の BSY-2 統 合戦 闘 情報 処理 シス テム の 採用 や 、 魚 重 ・ ミ 
サイ ル の 搭載 数 の 増加 等 に より 現在 主力 の ロサ ン ゼ ルス 級 の 3 倍 の 攻撃 
力 を 持つ と 予想 され て いる 。 ま た 、 戦 闘 シ ステ ム の 発達 に 対処 する た 
め に 船体 も 大 型 化 され て お り 、 排 水量 、 出 力 共 に ロサ ン ゼ ルス 級 の 約 
1.$ 倍 と な っ て いる 。 

現在 、 建 造 費 の 高 勝 な どか ら 計 画 は 遅延 し て お り 、 軍 事 費 前 江 の 煽 
り で 建造 計画 自体 が 危機 に 瀬 し て いる 。 
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航空 母艦 トビ リ シ 級 CV Tbilisi 





要 目 
満載 排水 量 : 67.000 ト ? 
全長 ・ 302m 
幅 : 69m (飛行 甲板 ) 
主機 ・ 蒸気 ・ ガ ス 複 合 ター 
ビン , 4 軸 
出力 ・270.000 馬 力 
速力 : 32/94 
兵 装 ・SS-N-19 SSM 
SA-N-6 SAM, SA-N-9 SAM 
76.2mm 連 装 砲 , CADS-N-1 対 空 機関 砲 
RBU-12000%F 49 0 7 y F 
セン サー 1" スカ イ ・ ウ ォ オッ チ " 3 次 元 対空 探索 レー ダー, ESM 
搭載 機 数 :30 機 以上 (Su-27.MIG-29 等 の CTOL 機 の 運用 試験 中 ) 
乗員 ・ 約 2,100 名 
備考 


トビ リ シ は 1989 年 に 竣工 し た ソ連 海軍 初 の 本 格 的 空母 で 、 現 在 艦載 機 
等 の 運用 テス ト を 合 む 公 試 中 で あり 、1992 年 に 就役 する 予定 で ある 。 
この 空母 が 起工 され た 当初 、 ソ 連 海 軍 が 原子 力 空母 を 建造 中 と の 情報 
が あっ た が 、 推 進 機関 は 蒸気 ター ビン と ガス ・ タ ー ビ ン に よる 複合 方 
式 と 考え られ て いる 。 ま た 、 艦 首部 分 は 特徴 的 な スキ ー・ ジ ャ ンプ 式 
の 飛行 甲板 を 備え て いる が 、 こ れ は 艦載 機 の 射出 カタ パル ト の 実用 化 
が 間に合わ な か っ た 由 と 推測 され て お り 、 現 在 建造 中 の 3 番 艦 " ウリ ャ 
ノ フ スク "” は フラ ッ ト な 飛行 甲板 と カタ パル ト を 備え る も の と 考え ら 
れ て いる 。 

" トビリシ" お よび 2 番 能 の "リガ" と いう 盤 名 は 、 グ ル ジ ア 7 共和国 
と ラトビア 共和 国 の 首都 に 由来 し て いる が 、 最 近 の 国内 情勢 か ら 不 適 
当 と の 意見 に より 、" ヴィ チャ ー ジ "” "ワリ ヤー ダグ" と 変更 きれ た 。 





航空 母 能 キエフ 級 CV Kiev 





要 目 
滴 載 排水 量 37,100} 
全長 ・249.5m 
幅 ・47.2m (飛行 甲板 ) 
主機 ・ 蒸気 ター ビン , 4i 
出力 ・200.000 馬 力 
速力 ・3277 ト 
兵 装 ・SS-N-12 SSM 連 装 


発射 筒 4 基 
SA-N-2 SAM 連 装 発射 機 2 基 , SA-N-4 SAMMER RHR 
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2 基 
76.2mm 連 装 砲 2 基 , 30mmCIWS 対 空 機関 砲 8 基 
SUW-N-1 SUM 連 装 発射 機 1 基 , RBU-6000 対 潜 ロ ケッ ト 


発射 機 2 基 
333mm3 連 装 魚雷 発射 管 2 基 
セン サー 水上 対空 捜索 レー ダー, アク ティ ヴ ノ バッ シ ヴ ・ ソ 
ナー, VDS 
搭載 機 数 :Ka-25.Ka-27 対 潜 ヘ リ , Yak-38 VTOL 戦闘 機 , 計 30 機 
乗員 ・ 約 1.200 名 


備考 

キエフ は 1973 年 に 就役 し た ソ連 海軍 初 の 空母 だ が 、VTOL お よび 
へ リコ プター の 運用 能力 し か 持た な い の で 本 格 的 な 空母 に は 程 境 く 、 
その 巡洋艦 並 の 強力 な 対 艦 攻撃 能力 か ら 、 ソ 連 海 軍 の 呼称 どおり 戦術 
航空 巡 洋 和 角 と 呼ぶ に ふさ わし い 戦 闘 艦 で ある 。 

この 空母 は 対 蒼 ヘリ" ホー モン " (Ka-25) RU" ヘリ ックス " (Ka-27) 
と VTOL 戦 闘 機 " フォー ジャ ー" (Yak-38) を 搭載 する が 、 対 潜り は 
さき さておき 、VTOL 戦 闘 機 に つい て は その 人 性 能 の 低 さ か ら 、 運 用 方 法 
や その 存在 さえ も が 疑問 視 き され て いる 。 

現在 この 空母 は 1 番 艦 " キエフ " と 4 番 艦 " パ バクー" が 北洋 艦隊 に 、2 
EE” ミン スク "と 3 番 艦 " ノヴォ ロ シ ー ス ク " が 太平 洋 艦隊 に 配備 さ 
れ て いる 。 





へ リコ プター 母艦 モス クワ 級 CH Moskva 











H 
滴 載 排 水量 17,500} 
全長 ・189m 
te ・34.1m (飛行 甲 
板 ) 
主機 ・ 蒸 気 タ ー ビ ン , 2 
軸 
出力 ・ 100.000 馬 カ 
速力 30/7} 
兵 装 ・SA-N-3 SAM 連 装 発射 機 2 基 
57mm 連 装 砲 2 基 
SUW-N-1 SUM 連 装 発射 機 2 基 , RBU-6000 対 薔 ロケ ッ ト 
発射 機 2 基 
セン サー  : 水上 ノ 対 空 捜索 レー ダー, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ 
ナー, VDS 
搭載 機 数 : 対 潜 ヘ リ ェ i4 機 
乗員 ・ 約 830 名 
備考 


この クラ ス は ソ連 初 の 本 格 的 航空 機 搭載 艦 で 、1967 年 に 1 番 艦 " モス 
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クワ ” D, Bostec2sen” レニングラード" が 就役 し た 。 こ の クラ 
ス を ソ連 海軍 は 対 潜 巡 洋 艦 と 称し て お り 、 ソ 連 に と っ て 脊 威 的 存在 で 
ある 米 海軍 の SS BN 駆逐 を 目的 と し て 建造 され た 。 対 潜 兵 力 は 当時 
と し て は 充実 し て いた が 、 米 潜水 盤 発射 弾道 ミサ イル の 射程 が 増加 し 
た こと に より 能力 不足 と 判定 され 、 そ の 戦略 的 存在 価値 を 失い 、 建 造 
は 2 隻 の み に と ど ま っ た 。 

現在 は 2 隻 と も 黒海 角 隊 に 所 属し て いる が 、 有 事 の 際 、 特 に 対 潜 兵 
力 が 必要 な 場合 に は 、 大 西洋 方 面 で 行動 する 可能 性 も 有り 得る 。 


eS 


原子 力 ミ サイ ル 巡 洋 艦 キー ロフ 級 BCGN Kirov 





要 目 
満載 排水 量 : 24.0001〉 
全長 : 248m 
te : 28m 
主機 ・ 原 子 力 ・ 化 石 燃 
料 ズ 蒸気 ター ビン , 
2 軸 
出力 ・ 150,000) 
速力 : 32/74} 
兵 装 ・SS-N-19 SSM VLS20 基 
SA-N-6 SAM VLS 124, SA-N-4 SAM 連 装 発射 機 2 基 
100mm 単 装 砲 2 基 , 30mmCIWS 8 基 
SS-N-14 SUM 連 装 発射 筒 1 基 , RBU-6000 対 落 ロ ケッ ト 
発射 機 1 基 
RBU-1000 対 浴 ロ ケッ ト 発 射 機 2 基 , 533mm4 連 装 魚雷 発 
射 管 2 基 
セン サー  : 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ プ パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー, VDS 
搭載 機 数 : 対 潜 ヘ リ 3 機 
乗員 ・ 約 800 名 
備考 


キー ロフ は 1980 年 に 就役 し た 大 型 戦闘 艦 で あり 、 こ の クラ ス は 第 2 次 
世界 大 戦 以 降 に 登場 し た 航空 母 艇 を 除く 戦闘 邊 で は 世界 最大 で ある 。 
これ に つい て は 、 強 力 な 水上 打撃 力 と 充実 し た 対空 ・ 対 対 兵 装 、 さ ら 
に 艦隊 旗艦 と し て の 指揮 通信 設備 を 搭載 する た め の 必 然 と の 見 方 も あ 
る が 、 現 代 で は この よう な 大 型 艦 の 存在 意義 は 、 依 然 疑問 可 き れる 傾 
向 に ある 。 し か し 技術 的 に は 、 原 子 力 と 在 来 動力 の 併用 に よる 推進 方 
式 や 、 ミ サイ ル の 重 直 発射 管 を 水上 艦 と し て 本 格 的 に 採用 する な ど 注 
目 す べき 点 も 多い 。 

現在 、1 番 盤 " キー ロフ " お よび 3 番 艦 "カリー ニン" が 北洋 艦隊 
に 、2 番 艦 ” フル ン ゼ " が 太平 洋 艦隊 に 配属 され て お り 、4 番 艦 " ユー 
リ ・ ア ンド ロ ポ フ " が 1991 年 就役 予定 で ある 。 な お 本 級 の 建造 は 、3 番 
艦 の 建造 中 止 に より 4 隻 で 終了 する 。 
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ミサ イル 巡洋艦 カー ラ 型 CG Kara 


要 目 
満載 排水 量 : 9.700 ト > 
全長 ・173m 
幅 ・18.6m 
主機 ・ ガ スタ ー ビ ン , 2 
軸 
出力 ・120.000 馬 力 
速力 : 34/74 
RR > SA-N-3 SAM 連 装 


発射 機 2 基 , SA-N-4 SAM 連 装 発射 機 2 基 
76mm 連 装 砲 2 基 , 30mmCIWS 4 基 
SS-N-14 SUM 連 装 発射 筒 2 基 , RBU-6000 対 潜 ロ ケッ ト 
発射 機 2 基 
RBU-1000 対 装 ロ ケッ ト 発 射 機 2 基 , 533mm3 連 装 魚雷 発 
射 管 2 基 
セン サー  : 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー, VDS 
搭載 機 数 RAI 1 機 
乗員 ・ 約 530 名 
備考 
1973 年 か ら 80 年 に か け て 同型 盤 が 7 隻 就役 し た ミサ イル 巡洋艦 。 ソ 連 
海軍 で は 大 型 対 潜 艦 と 呼称 し て お り 、 そ の 名 の 通り 充実 し た 対 潜 兵 装 
を 持つ 。 し か も 、SS--N 一 1 4 対 潜 ミ サイ ル や SS 一 N 一 3 対空 ミ 
サイ ル は 水上 攻撃 に 転用 も 可能 で ある 。 ま た 、 こ の 和 能 は 上 陸 部 隊 や 航 
空母 艦 の 護衛 艦隊 の 旗艦 と し て の 指揮 通信 能力 も 備え て いる 。 
現在 、 本 級 は 黒海 艦隊 に 3 隻 、 太 平 洋 艦隊 に 4 隻 配備 され て いる が 、 
有事 に は 大 西洋 に 回 航 さ れる 可能 性 も ある 。 


ミサ イル 巡洋艦 クレ スタ | 型 CG Krestall 


要 目 
満載 排水 量 : 7,70047 
全長 > 159m 
幅 ・16.9m 
& h Ln 主機 : 蒸気 ター ビン , 2 
軸 
出力 : 100,000 
速力 : 34/74 
兵 装 ・SA-N-3 SAM 連 装 発射 機 2 基 , SA-N-1 SAM 連 装 発射 機 


2 基 
57mm 43 8 22, 30mmCIWS 4 基 
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SS-N-14 SUM 4 連装 発射 筒 2 基 , RBU-6000 対 潜 ロ ケッ 
ト 発 射 機 2 基 

RBU-1000 対 潜 ロ ケッ ト 発 射 機 2 基 , 333mm3 連 装 魚 埋 発 
射 管 2 基 

セン サー ‘PBRL-¥-, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー, VDS 

搭載 機 数 (iwana 

乗員 ・ 約 380 名 


1960 年 代 後 半 に 登場 し た 近代 的 ミサ イル 巡洋艦 。 対 艦 攻撃 用 の 1 型 と 
対 潜 攻 撃 用 の 型 が それ ぞ れ 4 隻 、10 隻 建造 され た 。 本 級 は 北洋 艦隊 に 
4 隻 配備 され て お り 、 対 潜 部 隊 の 主力 と し て 健在 で ある 。 な お 、 こ の ク 
ラス に は VDS を 装備 し て いな い 艦 も 存在 する 。 


巡洋艦 ス ヴ ェ ル ドロ フ 級 CL Sverdlov 


要 目 
満載 排水 量 : 17.200 ト 〉 
全長 : 210m 
幅 ・22m 
主機 : 蒸気 ター ビン , 2 
出力 ere 
速力 ・3277 ト 
RE : 152mm 3 連装 砲 4 





#, 100mm 連 装 
砲 6 基 
37mm 連 装 機関 砲 16 基 
セン サー  : 捜索 レー ダー, ESM 
乗員 ・ 約 1.000 名 


1951 年 か ら 356 年 に か け て 14 徹 建造 され た 、 戦 後 第 1 世代 の 巡洋艦 で あ 
り 、 砲 雷 兵 装 を 重視 し て 建造 され た 最後 の 巡洋艦 で ある 。 派生 型 に S 
AM 搭載 型 や 指揮 型 、 さ ら に 近接 防御 支援 能力 を 強化 し た 型 が あり 、 
艦隊 旗艦 や 上 陸 作 戦 の 支援 艦 と し て 使用 され る 。 

現在 本 級 は その ほとん ど が 予備 役 へ 編入 され 、 第 一 線 を 退 い て いる 。 


ミサ イル 駆逐 第 ウ ダ ロ イ 級 DDG Udaloy 


要 目 
満載 排水 量 : 8.400 ト 〉 
全長 > 163.5m 
t ・19.3m 
主機 ・ ガ スタ ー ビ ン , 24% 
出力 : 120,000 馬 力 
速力 234/74 
RR ・SA-N-9 SAM VLS 8 





基 
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100mm 単 装 砲 2 基 , 30mmCIWS 4 基 
SS-N-14 SUM 4 連装 発射 筒 2 基 , RBU-6000 対 潜 ロ ケッ 


ト 発射 機 2 基 
533mm 4 連装 魚雷 発射 管 2 基 

セン サー  : 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー, VDS 

搭載 機 数 : 対 潜 ヘ リコ プター2 機 

乗員 ・ 約 300 名 


1980 年 代 に 就役 を 開始 し た ソ連 海軍 最新 の ミサ イル 駆逐 艦 。 本 級 は 
REMC DMENTWAM, PLAT MMB Se LO ZKMETSH 
ND. Vite AAT LOPE LTS, EORR E B NDIRI 
対 潜 兵器 と 充実 し た 探索 技 置 を 搭載 し て お り 、 は ほ ば 同級 の 駆逐 艦 ソ プ 
レ メ ン ヌイ 級 (後述 ) と 共に 、 ほ ば 年 間 1 隻 の ペー ス で 増強 を 続け て い 
る 。 





ミサ イル 駆逐 第 ソ ブ レ メン ヌイ 級 DDG Sovremennyy 








ZA 
満載 排水 量 : 7,90047 
全長 ・156m 
幅 ・17.3m 
主機 ・ 燕 気 タ ー ビ ン , 2% 
出力 : 100,000 %7 
速力 : 34/7} 
兵 装 ・SS-N-22 SSM 4 連装 
RAT 23 
SA-N-7 SAM 単 装 発射 機 2 基 


130mm 18:38 fd 2 基 , 30mmCIWS 4% 
RBU-1000 対 薔 ロ ケッ ト 発 射 機 2 基 , 533mm 4 連装 魚雷 
発射 管 2 基 

セン サー  : 捜 索 レ ー ダ ー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナー 


搭載 機 数 ・ へ リコ プター1 機 

乗員 ・ 約 380 名 
備考 

ウ ダ ロ イ 級 と 同様 、1980 年 代 に 登場 し た ミサ イル 駆逐 艦 。 本 級 も ク 
レス タ 級 巡洋艦 に 匹 矯 する は ど 大 型 で も あり 、 ク レス タ I 型 を 建造 し た 
レニ ング ラー ド の ズ ダ ノ フ 人造 船 所 の 同一 の ライ ン で 建造 が 続け られ て 
い る 。 本 級 は 水上 打撃 力 に 主眼 を お いて 設計 され て お り 、 対 薔 能力 主 
眼 の ウ ダ ロ イ 級 と 対称 を な し て いる 。 そ し て 、 本 級 の ほとん ど が 水上 
攻撃 部 隊 に 編入 され て いる 。 
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ミサ イル 駆逐 艦 カシ ン ( 改 ) 型 DDG Kashin(Mod) 





要 目 
満載 排水 量 : 4,90047 
全長 ・147m 
幅 : 15.8m 
主機 ・ ガ スタ ー ビ ン , 2% 
出力 ・ 96,0005 
速力 : 38/7} 
兵 装 ・SS-N-2c SSM 発射 筒 
4 基 
SA-N-1 SAM 連装 発射 機 2 基 
76mm 連 装 砲 2%, 30mmCIWS 4% 
RBU-6000 対 潜 ロ ケッ ト 発 射 機 2 基 , 533mm 5 連装 魚雷 
発射 管 1 基 
セン サー  ・ 捜 索 レ ー ダ ー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー, VDS 
搭載 機 数 : な し (へ ヘリコプター 発着 パッ ド 装 備 ) 
乗員 ・ 約 280 名 
備考 


1962 年 か ら 73 年 に か け て 就役 し た ミサ イル 駆逐 艦 で 、 世 界 で 初め て 全 
ガス ター ビン 推進 を 採用 し た 航 洋 艦 と し て も 知ら れ て いる 。 合計 20 隻 
建造 され た が 、 そ の うち の 6 和 隻 が 艦 尾 の 延長 と VDS の 装備 、SS 一 N 
ー 2 対 艦 ミ サイ ル の 装備 、R BU 一 1 0 0 0 DMKECHEAMAC I 
W S へ の 換装 な どの 近代 化 改 修 を 受け 、 カ シン ( 改 ) 級 と な っ た 。 ソ 
連 海軍 で は 大 型 対 潜 艦 と 呼称 し て いる が 、 オ ー ル ラウ ンダ ー 的 な 性 格 
の 艦 で ある 。 


ミサ イル 駆逐 艦 カニ ン 型 


要 目 
満載 排水 量 : 3.7001〉 
全長 : 139m 
幅 ・15m 
主機 : 蒸気 ター ビン , 2% 
出力 : 80,000 馬 力 
速力 : 34/3} 
兵 装 ・SA-N-1 SAM 連装 発 


射 機 1 基 
57mm 4 連装 砲 2 基 , 30mm 連 装 機関 砲 4 基 
RBU-6000 対 潜 ロ ケッ ト 発 射 機 3 基 , 533mm 5 連装 魚雷 
発射 管 2 基 

セン サー  : 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナー 

搭載 機 数 : な し (へ ヘリコプター 発着 パッ ド 装 備 ) 

乗員 ・ 約 300 名 
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備考 

本 級 は 1959 年 か ら 61 年 に か け て 就役 し た 本 格 的 な S SM 搭載 駆逐 艦 
クル ッ プ ヌイ 型 を 、70 年 代 後半 に S AM 搭載 艦 に 改め た も の で 、 そ の 
大 規模 な 改造 に より 、NATO の コー ド ネ ー ム も クル ッ プ ヌイ か ら カ 
ニン に 変更 され た 。 

現在 、 本 級 は 全て が 第 一 線 を 退き 、 補 助 的 な 任務 に 就 い て いる 。 





SAM 7 Tp IIR FFG Krivak 





ZA 
満載 排水 量 : 3,900}7 
全長 : 123.5m 
幅 ・14m 
主機 ・ ガ スタ ー ビ ン , 2 軸 
出力 : 69,0005) 
速力 : 32/9} 
兵 装 ・SA-N-4 SAM 連装 
発射 機 2 基 
100mm 単 装 砲 2 基 
SS-N-14 SUM 4 連装 発射 筒 1 基 , RBU-6000 対 落 ロ ケッ 
ト 発射 機 2 基 
533mm 4 連装 魚 筆 発射 管 2 基 
セン サー  : 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー, VDS 
乗員 ・ 約 300 名 


備考 

本 級 は 1970 年 か ら 就 役 を 開始 し た クリ ヴァ ク 【 型 駆逐 艦 の 76mm 連 装 
砲 を 100mm 単 装 砲 に 改め た も の で 、73 年 か ら 82 年 に か け て I 型 と 平行 
に 建造 され て いる 。 建造 数 は それ ぞ れ 21 隻 と 14 隻 で ある 。 ソ連 海軍 は 
ABE. 4D, KAMAE CPR LT ot, RIEN RHE FEL 
て いる ( 米 海 軍 は ミサ イル ・ フ リグ ゲイト に 分 類 し て いる ) 。 WHR 
は 充実 し て お り 、SS 一 N 一 14 対 潜 ミ サイ ル は も と より 、VDS な 
ども 初め か ら 装備 し て いる 。 

82 年 に 一 時 建造 は 終了 し た が 、84 年 か ら 国 境 警 備 隊 向け に 搭載 装備 
を 改め た 皿 型 の 建造 が 再び 開始 され た 。 


ERE グリ シャ 型 FFL Grisha 








zA 

満載 排水 量 : 930 ト 〉 

全長 ・71.6m 

幅 ・9.8m 

主機 : ディー ゼル ナガ スタ 
ー ビ ン , 2 軸 

出力 : 31,000.57) 

速力 : 30/74 
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兵 装 ・SA-N-4 SAM 連 装 発射 機 1 基 
57mm 連 装 砲 1 基 , 30mmCIWS 1 基 
RBU-6000 対 潜 ロ ケッ ト 発 射 機 2 基 


533mm 連装 魚雷 発射 管 2 基 

セン サー ・ 捜 索 レ ー ダ ー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー, VDS 

乗員 ・ 約 60 名 


備考 
1968 年 か ら 就役 し て いる 1.000 ト ン 級 の 警備 艦 で 、 1 型 か ら V 型 まで 所 
次 改良 を 施 き れ た 泊 生 型 が あり 、I 型 以外 は すべ て 小型 対 薔 艦 で あ 
る 。 こ の 型 は 現在 32 令 在籍 し て いる 。 

安価 で し か も 強力 な 対 潜 艦 で ある が 、 小 型 の た め に 航 統 距離 が 短 
く 、 外 洋 に お ける 行動 も 望め な い 。 沿岸 の 対 潜 哨戒 や 、 上 陸 部 隊 や 輪 
送 艦隊 の 護衛 な どの 任務 に 就 い て いる 。 


戦車 揚陸 艦 ロ プ ー チ ャ 型 LST Ropucha 





要 目 
基準 排水 量 2,200}7 
滴 載 排水 量 : 3.800 ト ? 
全長 ・113m 
幅 ・14m 
主機 ・ デ ィ ー ゼ ル , 2 軸 
出力 : 10,0007) 
速力 : 18/7} 
兵 装 : SA-N-5 SAM 4 連装 発 
射 機 4 基 (一 部 の 艦 の み ) 
37mm 連 装 砲 2 基 
セン サー  : 捜索 レー ダー 
乗員 : 乗組 員 約 60 名 , 兵員 約 230 名 
備考 


1975 年 か ら 85 年 まで に 19 隻 が 就役 し た 航 洋 能 力 を 持つ "ロー・ ロ ー” 
BM ( 姫 の 前 後に 扉 を 持ち も 、 ク レー ン 等 を 使用 せ ず 自 走 に て 車両 の 
搭載 が 可能 ) 。 装 甲兵 員 輸送 車 な どの 車両 約 25 両 と 兵員 約 230 名 を 一 度 
に 搭載 で きる 能力 が ある 。 ま た 、 対空 ミ サイ ル ゃ 上 陸 支 援用 の 76mm 砲 
を 装備 し て いる 。 


25 AKERE ウ グ ラ 型 AS Ugra 
基準 排水 量 : 6.750+ ッ 
滴 載 排水 量 : 9.650 ト ? 


全長 ・141m 

te ・17.6m 

主機 ・ デ ィ ー ゼ ル , 2%% 
出力 ・8.000 馬 力 


速力 : 17/7} 





RE > SA-N-5 SAM 4 連装 発射 機 2 基 
57mm 連 装 砲 4 基 

セン サー  : 捜索 レー ダー 

搭載 機 数 ・ な し (へ ヘリコプター 発着 パッ ド 装 備 ) 

乗員 ・ 約 430 名 


1960 年 代 か ら 70 年 代 に か け て 10 隻 程度 が 就役 し た 潜水 艦 母 艦 。 潜水艦 
母艦 と は 、 洋 上 で 汗水 艦 に 燃料 、 弾 薬 、 食 料 、 水 な ど を 補給 し 、 必 要 
な 場合 に は 簡単 な 修理 工作 を 行う 支援 艦船 で ある 。 練習 艦 と な っ た 2 隻 
以外 に 、 現 在 も 7 隻 が 在籍 中 で ある 。 


MAM アン ディ ザー ン 級 AE Andizhan 


要 目 
基準 排水 量 : 4.500 ト > 
満載 排水 量 6,74047 


全長 ・104m 

幅 : 14.5m 

主機 : ディー ゼル 
出力 : 2.300 馬 力 
速力 ・1477 ト 

兵 装 : な し 





セン サー 3 RUS 
ERAK :・ な し (ヘリコプター 発着 パッ ド 装 備 ) 
乗員 ・ 約 100 名 


1930 年 代 後期 に 建造 され た 輸送 艦 で 、 現 在 2 隻 が 海軍 に 在籍 し て お 
り 、 戦 闘 角 の ミサ イル 補給 な どの 任務 に 従事 し て いる 。 


補給 態 ドゥ ブナ 級 AOR Dubna 


ZA 
基準 排水 量 4,30047 
満載 排水 量 : 11.100 ト 〉 
全長 ・130.1m 


幅 ・20m 
| 主機 ・ デ ィ ー ゼ ル , 1 軸 
( 出力 : 6,000 馬 力 
速力 : 16/7} 
兵 装 : な し 
セン サー RRL F- 
乗員 ・ 約 60 名 


備考 

1974 年 か ら 79 年 に か け て フィ ン ラ ンド で 4 隻 建造 され た 補給 艦 で 、 主 
に 艦船 へ の 燃料 な どの 補給 を 任務 と する 。 こ の 艦 は 航行 し な が ら 同 時 
に 3 隻 の 盤 船 に 対し て 燃料 を 補給 する こと が 可能 で ある 。 
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WER ボリ ス ・ チ リキ ン 級 AOR Boris Chilikin 





要 目 
基準 排水 量 : 8.730 ト ? 
満載 排水 量 : 24,500 ト 7 
全長 ・162.3m 
幅 ・21.4m 
主機 ・ デ ィ ー ゼ ル , 1% 
出力 ・ 9.600 馬 カカ 
速力 ・16.577 ト 
兵 装 ・ な し (37mm 連 装 
砲 2 基 MERA) 
セン サー  : 和 警戒 レー ダー 
乗員 ・ 約 60 名 
備考 


1970 年 代 に 6 隻 建造 され た 本 格 的 な 洋上 補給 艦 。 燃料 の 他 に 弾薬 、 食 
料 、 水 、 消 耗 品 等 を 搭載 し て いる 。 こ の 艦 も 航行 中 同時 に 2 隻 の 艦 に 補 
給 可能 で ある 。 





輸送 艦 アム グ ェ マ 級 AP Amguema 

要 目 
基準 排水 量 9,05017 
満載 排水 量 15,700} 





全長 : 133.1m 

幅 ・19m 

主機 ・ デ ィ ー ゼ ル ・ エ レク 
トリ ッ ク 

出力 : 7.200% 

速力 16/7} 

兵 装 : な し 

セン サー  : 航海 レー ダー の み 

乗員 : 約 75 名 
備考 


本 級 は 耐水 構造 を 持つ 中 型 輸送 盤 で 、15 隻 の 同型 盤 の うち " VOY” 
(Yausa) の み が 正 式 に ソ連 海軍 に 在籍 し て いる 。 し か し 、 有 事 の 際 に は 
他 の 艦 も 作戦 任務 に 従事 する で あろ う 。 
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ROKK Y. パル チ ザ ン 級 AK Y.Partizan 





要 目 
基準 排水 量 : 2,800b7 
滴 載 排水 量 ・ 5,950b7 
全長 ・ 88.7m 
ts ・12.8m 
主機 ・ デ ィ ー ゼ ル 
出力 : 2,080 7 
速力 > 13/94 
兵 装 ・ な し 


セン サー  : 航海 レー ダー の み 

乗員 ・ 約 25 名 
備考 

小型 で 史 水 の 浅い 輸送 艦 で 、 現 在 、24 隻 の 同型 艦 の うち 4 隻 が ソ連 海 
軍 に 在籍 し て いる 。 BREED ANS AME KIEV OC, ELS 
隊 の 補給 艦 と し て の 任務 に 就く 。 


原子 力 弾道 ミサ イル 潜水 艦 タイ フー ン 型 。 SSBN Typhoon 





要 目 
水中 排水 量 26,500} 
全長 ・171.5m 
te ・24.6m 
主機 ・ 原 子 炉 2 基 プ 蒸 気 タ 
ー ビ ン 2 基 , 2% 
出力 : 80,000.57) 
速力 ・ 水 中 27/? ト 
兵 装 ・SS-N-20 SLBM 20 基 


650mm 魚 雷 発 射 管 4 門 (AE, SS-N-16 UUM) 
333mm 魚 雷 発射 管 2 門 (魚雷 , SS-N-15 UUM) 
セン サー  : 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ ソ ナ 
ー, TASS 
乗員 ・ 約 150 名 
備考 
1982 年 に 1 番 艦 が 就役 し た 世界 最大 の S S BN, 登場 以来 1 年 に 1 隻 の 
ベー ス で 就役 が 行わ れ て いた が 、89 年 に 凌 工 し た 6 番 艦 を も っ て 建造 を 
終了 し た 。 従来 の 潜水 艦 と は 一 線 を 画 し た 野心 的 な 設計 で 、 特 に その 
幅広 い 船体 と ミサ イル 配置 は 他 に 類 を 見 な い 。 ま た 、 大 型 の セイ ル 
や 、 船 体 前 部 に 設置 きれ た 引込 み 式 鞭 艇 な どか ら 、 こ の 艦 の 水 海 下 に 
お ける 行動 能力 は 充分 高い も の で ある と 想像 で きる 。 し か し な が ら 、 
当初 の 予想 (3 隻 建造 予定 と され て いた ) を 丁 し て 建造 を 終了 し 、 そ の 
後 、S S BN 戦力 の 整備 が アル タ IV 型 に 移行 し て いる こと か ら 、 単 に 
財政 上 の 問題 で 対 費用 効果 の 高い アル タ IV が 選ば れ た の か も 知れ な い 
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が 、 本 型 に は 技術 面 や 運用 面 で 何等 か の 不具 合 が 発生 し て いる と も 想 
像 で きる 。 


カカ カカ 


原子 力 弾道 ミサ イル 潜水 艦 デル タ M 型 SSBN DeltaV 


要 目 

水中 排水 量 : 12.150 ト メ 

全長 ・166m 

W : 12m 

主機 ・ 原 子 炉 2 基 プ 蒸気 タ 
ー ビ ン 2 基 , 2 軸 

出力 ・60.000 馬 力 

速力 ・ 水 中 2477 ト 

兵 装 ・ SS-N-23 SLBM 16 基 





533mm 魚 雷 発射 管 6 門 (魚雷) 
セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ グ パッ シ ヴ ・ 
ソ + — 
乗員 ・ 約 130 名 
備考 
1984 年 に 登場 し た ソ連 海軍 最新 の S S BN で 、 現 在 まで に 年 1 隻 の ペ 
ー ス で 合計 6 隻 が 就役 し て お り 、 さ ら に 4 隻 が 建造 中 で ある 。 原型 の アデ 
ル タ I 型 が 1972 年 に 登場 し て 以来 、 逐 次 改良 され 続け て お り 、 そ の 堅 
実 な 設計 は 野心 的 な を タイフーン か ら SSBN 主 力 の 座 を 守り 通す こと 
に 成功 し て いる 。 こ れ は アル タ ・ シ リー ズ の 実績 の 高 さ に 因 る と ころ 
が 大 きい が 、 最 新型 S し BM の SS 一 N 一 2 3 が 、 デ ル タ で も 搭載 運 
用 が 可能 な SS 一 NRN 一 1 8 と ほぼ 同 サ イズ で ある こと も 多少 は 関係 し 
て いる か も し れ な い 。 


原子 力 弾 道 ミ サイ ル 潜 水 艦 FL SII SSBN Deltalll 


za 

水中 排水 量 : 11,750}7 

全長 ・160m 

幅 ・12m 

主機 ・ 原 子 炉 2 基 プ 蒸 気 タ 
ー ビ ン 2 基 , 24% 

出力 : 50,000.57) 

速力 ・ 水 中 2477 ト 

兵 装 ・SS-N-18 SLBM 16 基 





(一 部 SS-N-23 SLBM 16 基 搭載 ) 
333mm 魚 雷 発射 管 6 門 (AE) 
セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ 
ソナ ー 
乗員 ・ 約 130 名 
1973 年 に 登場 し た デア デルタ ・ シ リー ズ の 3 作 目 で 、 合 計 14 隻 が 建造 され 
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て いる 。 一 部 の 艦 は 搭載 ミサ イル を 最新 式 の SS 一 N 一 2 3 に 換装 し 
て 打撃 力 は 向上 し て お り 、 タ イフ ー ン 型 に 劣る の は 発生 雑音 の 大 きき 
と 、 水 海 下 か ら 浮 上 し て ミサ イル を 発射 する 能力 が な いこ と だ け と も ゃ 


言わ れる 。 
原子 力 ミ サイ ル 潜 水 艦 オス カー 型 SSGN Oscar 
要 目 
水中 排水 量 : 12.500! ツ 
全長 ・143m 
幅 ・18.2m 
主機 ・ 原 子 炉 2 基 プ 蒸気 タ 
ー ビ ン 2 基 , 2% 
出力 ・ 90.000 馬 カカ 
速力 ・ 水 中 30/7 ト 
兵 装 ・SS-N-19 USM 24% 





650mm 魚 埋 発射 管 4 門 (AE, SS-N-16 UUM) 
533mm 魚 震 発射 管 4 門 (魚雷 , SS-N-15 UUM) 
セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ プ パッ シ ヴ ・ 
ソナ ー 
乗員 ・ 約 130 名 
備考 
1982 年 に 登場 し た 最新 の ミサ イル 潜水 艦 。 ミ サイ ル 痢 水 艦 と は ソ連 海 
軍 の み が 保 有する 独特 の 潜水 艦 で 、 魚 雷 発射 入 の ほ は か に 水上 攻撃 用 の 
対 艦 ミ サイ ル 発 射 筒 を 装備 し て いる 。 (し か し 、 近 年 ロサ ン ゼ ルス 紋 
も VLS を 装備 し て いる の で 一 概 に ソ連 独特 と は 言え な い ) 本 型 の 搭 
載 す る ミサ イル は キー ロフ 級 巡 洋 艦 の 搭載 する SS 一 Nー19 で あ 
り 、 さ ら に 8 円 の 魚雷 発射 管 を 装備 し て お り 、 そ の 打撃 力 は 非常 に 大 き 
い 。 
ミサ イル 発射 筒 は 時 圧 殻 の 両 外 個 に 片 徹 12 基 づつ 、 そ れ ぞ れ 前 方 に 
約 40 度 傾け て 装備 し て いる 。 そ の た め 船 体 の 外形 は 、 タ イフ ー ン 型 と 
同様 に 幅広 いも の と な っ て いる 。 ま た 、 本 型 は SS BNO MAKE 
で は 世界 最大 で ある 。 


原子 カミ サイ ル 潜 水 艦 チャ ー リ ー|「 型 SSGN Charliell 


要 目 

水中 排水 量 : 5,500 ト ッ 

全長 ・102m 

bs : 9.9m 

ーー ニニ 主機 : RFPL EAS 

ー ビ ン 1 基 , 1% 

出力 ・13.000 馬 力 

速力 ・ 水 中 2477 ト 

兵 装 ・SS-N-9 USM 3 基 


33mm 魚 雷 発射 管 6 
P (4438, SS-N-15 UUM) 
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セン サー ‘KEBRL-7-, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ 
ソナ ー 

乗員 ・ 約 90 名 

備考 

1960 年 代 後半 に 登場 し た チャ ー リ ー I 型 は 、 ソ 連 初 の 水中 発射 可能 
な SS-N 一 7 対 艦 ミ サイ ル を 装備 し た ミサ イル 潜水 艦 で 、I 型 は 搭 
載 ミ サイ ル を 新しい SS 一 NRN 一 9 に 変更 し た 改正 型 で ある 。 本 型 の 建 
造 は わずか 6 隻 で 終了 し た が 、 こ れ は 推進 装置 が 1 組 し か 搭載 され て い 
な いこ と に よる (通常 は 2 組 ) 機械 的 トラ ブル に 悩ま され た 結果 か も 知 
れ な い 。 

本 型 の ミサ イル 発射 筒 は ロサ ン ゼ ルス 級 の VSL と 同様 に 、 艦 首部 
分 に 垂直 に 並べ られ て いる 。 





原子 力 攻撃 潜水 艦 シエラ 型 SSN Sierra 





要 目 
水中 排水 量 8,1007 
全長 ・107m 
幅 : 12m 
主機 ・ 原 子 炉 2 基 ノ ター 
ボ ・ エ レク トリ ッ 
クノ 発電 機 2 基 , 1 軸 
出力 : 40,000 馬 力 
速力 ・ 水 中 347? ト 
兵 装 : 650mm お よび 533mm 魚 雷 発射 管 6 門 
(魚雷 , SS-N-21 SLCM, SS-N-16 UUM, SS-N-15 
UUM) 
セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ グ パッ シ ヴ ・ 
ソナ ー, TASS 
乗員 ・ 約 100 名 
備考 


1983 年 に 就役 が 始ま っ て 以来 、 比 較 的 穏やか な ペー ス で 建造 され て い 
る 最新 の 攻撃 潜水 艦 。 本 型 は や は り 最 新鋭 の アク ラ 型 と 平行 し て 建造 
され て いる が 、 ア クラ 型 は 太平 洋 艦隊 の み の 配 備 で あり 、 本 型 は 北洋 
艦隊 の み の 配 備 と な っ て いる 。 こ れ ら は 現在 ソ連 海軍 で 最も 静か で 攻 
堅 能 力 の 高い S S N で ある 。 

本 型 は チタ ン 合 金 製 の 船体 と 液体 金属 冷却 型 原子 炉 を 持っ て いる た 
め 、 工 作 に 時 間 が か か り 、 な お か つ 建 造 費 も か さん で いる 。 これら も 
本 型 の 建造 ペー ス の 遅い 要因 で あろ う 。 
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原子 力 攻撃 潜水 艦 アル ファ 型 SSN Alfa 


要 目 
水中 排水 量 : 3.600 ト ツ 
全長 > 81.5m 
bs : 9.5m 
主機 : 原子 炉 2 基 ノ タ ー ボ ・ 
エレ クト リッ クノ 発電 機 2 基 ノ 電動 機 
1 基 , 1% 
出力 ・47,000 馬 力 
速力 : 水中 45/7 ト 
兵 装 : 533mm 魚 雷 発射 管 6 門 (AFE, SS-N-15 UUM) 
セン サー 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ プ パッ シ ヴ ・ 
Y ナー 
乗員 ・ 約 45 名 


備考 

現在 、 実 戦 用 潜水 艦 と し て 世界 最大 の 航行 速度 と 潜航 深度 を 誇る 攻撃 
深水 艦 。 ま た 、 そ の 人 性 能 を 実現 する た め に 、 船 体 材料 に チタ ン 合 金 を 
採用 し 、 コ ン パ クト で 高 出力 の 浴 体 金属 冷却 方 式 の 原子 炉 を 搭載 、 さ 
ら に 機器 の 操作 を 自動 化し て 乗員 を 大 幅 に 削減 する な どの 革新 的 な 試 
み は 、 そ の 後に 出現 し た ソ連 海軍 の 潜水 艦 ば か りか 、 米 海軍 の 対 潜 水 
艦 戦術 に も 影響 を 与え て いる 。 し か し 、 登 場 年 度 も や や 古く 実験 艦 的 
な 性 格 を 持つ この 艦 は 静 廣 化 対 策 が 万 全 と は 言え ず 、 現 在 の 西側 の レ 
ベル か ら す る と か な り 大 き な 雑 音 を 発生 する 。 

本 型 は 1970 年 代 初 期 に 試験 艦 が 建造 され 、 そ の 後 79 年 か ら 83 年 まで 
に 6 隻 が 建造 され た 。 


原子 力 攻撃 潜水 艦 ヴィ クタ ー| 了 型 SSN Victorlll 








要 目 
水中 排水 量 : 6.000 ト ? 
全長 ・107m 
幅 ・10.6m 
主機 ・ 原 子 炉 2 基 プ 蒸気 タ 
ー ビ ン 1 基 , 1% 
出力 ・30.000 馬 力 
速力 ・ 水 中 30/ ッ ト 
RR : 650mm 魚 埋 発射 管 4 門 (魚雷 , SS-N-16 UUM) 
$33mm 魚 香 発射 管 2 門 (E, SS-N-21 SLCM, SS-N- 
15 UUM) 
セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ 
ソナ ー, TASS 
乗員 ・ 約 100 名 


備考 
ヴィ クタ ー 型 の 最終 発 遂 型 で 、1978 年 か ら 現 在 ま で 24 隻 が 就役 し 、 
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いま な お 建造 が 続け られ て いる 。 こ の 型 お よび シエラ 型 は 縦 能 の 頂部 
に 流線型 の ポッ ド を 取り 付け て いる が 、 こ れ は 当初 超電導 を 利用 し た 
新しい 補助 推進 機関 で ある と か 、 ア コイ の 発射 機 で ある と の 推測 も 
あっ た が 、 現 在 で は TASS (曳航 アレ イ ・ ソ ナー) の 収納 部 で ある 
と され て いる 。 本 型 よ り 大 型 の 650mm 魚 雷 発射 管 を 装備 し 、S S 一 
N- 1 6 対 潜 ミサ イル も ゃ 装備 可能 と な り 、 攻 撃 力 が 向上 し て いる 。 ま 
Pt, RRTANFUTROGOMICH ods, AML OMT ANG 
を 同軸 に 2 個 装 備 TBO, UP YUN ABIL FBR REL 








し た 。 
原子 力 攻撃 潜水 艦 ヴィ クタ ー| 型 SSN Victorll 
要 目 
水中 排水 量 : 3.800 ト 〉 
全長 : 103m 
幅 ・10.6m 
主機 : 原子 炉 2 基 ノ 蒸 気 タ 
ー ビ ン 1 基 , 1 軸 
出力 ・ 30,000.57 
速力 ・ 水 中 30/7 ト 
兵 装 : 533mm BRAT E 6P (AE, SS-N-15 UUM) 
セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ 
ソナ ー 
乗員 ・ 約 100 名 
備考 


後 輝 の ヴィ クタ ー1 型 の 発達 型 で 、 船 体 が 延長 され て いる こと か ら 、 兵 
器 搭載 量 な ど が 増大 し た も の と 考え られ て お り 、 ヴ ィ ク ター 想 型 と 同 
様 に 650mm 魚 雷 発射 管 を 装備 し て いる と の 説 も も ある 。 ま た 、 あ る 程度 
は 静 席 性 な ども 改善 され て いる 可能 性 も ある 。 

いずれ に せよ ヴィ クタ ーI 型 まで の つなぎ 的 存在 で 、 合 計 7 隻 し か 建 





造 さ きれ て いな い 。 
原子 力 攻撃 潜水 艦 ヴィ クタ ー| 型 SSN Victor | 

要 目 

水中 排水 量 5,300} 

全長 ・94m 

幅 : 10.5m 

主機 ・ 原 子 炉 2 基 プ 蒸気 

ター ビン 1 基 , 1% 

出力 ・30,000 馬 カ 

速力 ・ 水 中 3277 ト 

兵 装 : 533mmA BRM 





管 6 門 (魚雷 , SS-N-15 UUM) 
セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ バッ シ ヴ ・ 
ソナ ー 
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乗員 ・ 約 90 名 

備考 

1968 年 か ら 73$ 年 に か け て 16 隻 が 就役 し た ソ連 海軍 の 標準 的 な SSN。 
本 型 は 第 2 世代 に 属し て お り 、 涙 滴 型 船体 や 1 軸 推 進 方 式 を 採用 する な 
ど 第 1 世代 S SN の ノ ヴ ェ ン パー 型 か ら 大 きく 発展 し て いる が 、 現 在 の 
レベ ル か ら す る と 静 廣 性 な ど は 標準 を 下回っ て いる 。 

本 型 は 最新 の シエラ 型 な ど が 整備 され る に つれ 順次 退役 する も の と 
思わ れる 。 


原子 力 攻撃 潜水 艦 ノ ヴ ェ ン バー 型 SSN November 


要 目 
水中 排水 量 : 4.200 ト > 


全長 ・109.7m 
ts : 9.1m 
主機 ・ 原 子 炉 2 基 プ 蒸気 ター 


ビン 2 基 , 2 軸 
出力 : 30,000.57) 
速力 ・ 水 中 32/ ッ ト 
兵 装 : 533mm 魚 雷 発射 管 6 門 (AB) 
セン サー 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ グ パッ シ ヴ ・ 
Y + — 
乗員 ・ 約 90 名 
備考 


1958 年 か ら 63 年 に か け て 13 隻 が 就役 し た ソ連 海軍 初 の 原子 力 潜水 艦 。 
プロ ペラ は 小型 で 高速 回 転 の も ゃ の を 2 個 装 備 し て お り 、 発 生 雑 音 は か な 
り 大 きい 。 攻 撃 潜水 艦 と し て は 既に 旧式 化し て お り 、 現 在 順 次 退役 し 
て いる 。 


ミサ イル 潜水 艦 ジュ リエ ッ ト 型 SSG Juliett 





要 目 
水中 排水 量 3,850}7 
全長 ・87m 
= 幅 ・10m 
トリ ッ ク ノ 発電 機 3 基 ノ 電動機 2 基 , 
2 軸 
出力 ・3.300 馬 力 
速力 ・ 水 上 197 ッ トン 水中 1477 ト 
兵 装 ・SS-N-12 SSM ま た は SS-N-3a SSM 4 基 


533mm 魚 雷 発射 管 6 門 (魚雷 ) 

セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ 
Y + — 

乗員 ・ 約 80 名 
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備考 

1961 年 か ら 68 年 に か け て 就役 し た 在 来 動力 型 の ミサ イル 潜水 艦 で 、 同 
様 の ミサ イル を 同じ 形態 で 装備 する 原子 力 ミ サイ ル 蒼 水 艦 エ コー 型 と 
平行 し て 建造 され た 。 本 型 は ミサ イル 発射 時 に 浮上 し な けれ ば な ら な 
い の で 、 水 上 戦闘 艦 に 対す る 攻撃 より も 通商 破壊 戦 な ど に 向い て い 
る 。 

現在 、 旧 式 化 に より 順次 退役 する 予定 と も 言わ れ て いる が 、 特 殊 部 
隊 の 輸送 な ど に 使用 され る こと も ある 。 


攻撃 潜水 艦 キロ 型 SS Kilo 





要 目 
水中 排水 量 : 3,000 ト ッ 
全長 ・73m 
幅 : 9.5m 
主機 ・ デ ィ ー ゼ ル ・ エ レク 
トリ ッ ク ノ 発電 機 2 基 ノ 電動 機 1 基 , 
1 軸 
出力 ・ 6.000 馬 力 
速力 ・ 水 上 117? ヵ トノ 水 中 1777 ト 
兵 装 ・533mm 魚 香 発射 管 6 門 (魚雷 ) 
セン サー -KEBRL-Y-, ESM, アク ティ ヴ グ パッ シ ヴ ・ 
T= 
乗員 ・ 約 50 名 
備考 


1982 年 より 就役 が 続い て いる ソ連 海軍 最新 鋭 の 在 来 動力 型 攻 撃 潜 水 
艦 。 現在 , 年 間 4 隻 の ペー ス で 建造 され て お り 、 東 欧 諸国 や イン ド な ど 
に ゃ も 多数 輸出 され て いる 。 本 型 は ソ連 海軍 の 潜水 艦 と し て 初め て 涙 滴 
型 船型 を 採用 し 、 プ ロペ ラ も 1 軸 推 進 に 改め られ 、 そ の 静 廣 性 は 世界 の 
トッ プ ・ レ ベル に ある 。 主 に 治 岸 防衛 や 特殊 な 護衛 任務 な ど に 就 い て 
いる 。 

また 、 本 型 は ソ連 海軍 潜水 艦 で 初め て S AM を 装備 し た と も 伝え ら 
れ て いる が 、 事 実は 確認 され て いな い 。 


攻撃 溢水 艦 タン ゴ 型 SS Tango 


要 目 

水中 排水 量 : 3.800 ト 〉 

全長 : 92m 

: 9.5m 

主機 ・ デ ィ ー ゼ ル ・ エ レ 
クト リッ クノ 発電 機 3 基 ノ 電動 機 3 
基 , 3% 

出力 ・3.200 馬 力 

速力 ・ 水 上 20/ ッ トノ 水中 16 


ノット 
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兵 装 ・333mm 魚 雷 発射 管 6 門 MES) , 4 門 (#8) 
セン サー  ・ 水 上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ バッ シ ヴ ・ 
ソナ ー 

乗員 ・62 名 
備考 

1972 年 か ら 82 年 に か け て 就役 し た 在 来 動力 型 攻 撃 潜水 艦 。 こ の 型 は 戦 
闘 用 の 在 来 動力 型 潜 水 艦 と し て は 世界 最大 で あり 、 攻 撃 能 力も 高い 。 
近年 、SS 一 N 一 1 6 の 運用 能力 も 追加 され た と の 情報 6 も ある 。 し か 
し 、 ソ 連 海 軍 の 在 来 動力 型 潜 水 艦 に 標準 的 に 採用 され て いる 3 軸 推 進 
は 藤和 謝 性 の 面 で キロ 型 な ど に 採用 され て いる 1 軸 推 進 の 潜水艦 に 劣る 。 


攻撃 潜水艦 フォ ックス トロ ッ ト 型 SS Foxtrot 


要 目 
水中 排水 量 : 2,500}7 
全長 ・ 91.Sm 
幅 ・ 8m 


ERE 


リッ クノ 発電 機 3 基 ノ 電動 機 3 基 , 3 軸 





出力 ・ 3.200 馬 力 
速力 ・ 水 上 18 ノ ッ ト ン 水中 16/7 ト 
兵 装 ・333mm 魚 雷 発射 管 6 門 (ME) , 4 門 (MER) 
セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ パッ シ ヴ ・ 
ソナ ー 
乗員 > 75% 


備考 

1958 年 か ら 67 年 に か け て 就役 し た 在 来 動力 型 攻撃 潜水 艦 で 、 自 国 向 け 

に 62 隻 が 建造 され た が 、 そ の は ほか に 多数 が 輸出 され 、 そ の 建造 は 80 年 

代 前 半 ま で 続い た 。 

就役 当時 は その 航 洋 力 に より 世界 中 の 海 に 展開 し た が 、 現 在 で は バ 

ルト 海 や 黒海 な どの 閉鎖 的 な 海域 で の み 行 動 す る 。 な お 、 本 型 は 既に 

順次 退役 が 進ん で お り 、 在 籍 数 は 40 隻 を 下回っ て いる 。 
eee 
攻撃 潜水 艦 ウイ スキ ー 型 。 SS Whiskey 


要 目 
水中 排水 量 : 1.350 ト 〉 
全長 ・76m 
te : 6.5m 
主機 ・ デ ィ ー ゼ ル ・ エ レ 


クト リッ クノ 発電 機 2 基 ノ 電動 機 2 
基 , 244 
出力 ・4.000 馬 力 
速力 ・ 水 上 18/ ッ トン 水中 
14/7} 
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RE : 533mm 魚 雷 発射 管 4 門 (ER) , 2 門 ( 艦 尾 ) 

セン サー  : 水上 捜索 レー ダー, ESM, アク ティ ヴ ノ バッ シ ヴ ・ 
ツー 

乗員 ・34 名 


ソ連 海軍 が 第 2 次 世界 大 戦後 に 計画 ・ 建 造 し た 初め て の 中 型 潜水 艦 
で 、1951 年 か ら 37 年 に か け て 約 240 隻 と いう 膨大 な 数 が 建造 され た 。 し 
か し この 数 字 は 、 原 子 力 潜 水 艦 の 実用 化 を 優先 する た め に 、 当 初 の 計 
画 の 340 隻 か ら 縮 小さ れ た も の で あっ た 。 現在 は 、40 隻 余 を 残し て 退役 
し て お り 、 全 て が 退役 する の も 時 間 の 問題 と 言わ れ て いる 。 

本 型 の 1 隻 が 1981 年 10 月 ノル ウェ ー 沖 で 、 い わ ゆ ゅ る" ウイ スキ ー・ オ 
ン ・ ザ ・ ロ ッ ク " 事件 と いう 座礁 事件 を 起こ し た が 、 こ の 時 放射 能 が 
検出 され た こと か ら 、 こ の よう な 旧式 な 潜水 角 で きえ も 核兵器 を 搭載 
し て いる こと が 西側 関係 者 に 衡 撃 を 与え た 。 
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AERA 


BS, THI 
ABM 
ADCAP 
ASW 
Boomer 
COMSUBLANT 
CTOL 
ECCM 
ECM 
ELF 
ESM 
Helo 
kyds 
OTH レ ー ダ ー 
RBU 
SAM 
SATCOM 
SLBM 
SLCM 
SOSUS 
SSM 

S UM 
STOL 
TASM 
TASS 
TLAM 
TMA 

U GM 
USM 

U UM 
VDS 
VLS 
VTOL 
XO 


(Anti Ballistic-missile Missile) 弾 道 弾 迎撃 ミサ イル 

(Added Capabiity) 能 力 向 上 型 

(Anti Submarine Wsrfare) 対 潜水 艦 戦 

(プー マー) 原子 力 弾道 ミサ イル 潜水 艦 の ニッ ク ネ ー ム 

大 西洋 潜水 艦隊 司令 部 

(Conventional TakeOff and Landing) 在 来 方 式 離着陸 

(Electronic Counter Counter Measure) 対 電子 対策 

(Electronic Counter Measure) 電 子 対策 

(Extremely Low Frequency) 極 超 低 周 波 . 潜水艦 の 通信 に 用 いる 
(Electronic Support Measure) 電 子 支援 策 

海軍 に お ける へ リコ プター の 一 般 的 な 呼び 名 

(kilo-yards) キロ ヤー ド . 1 ヤー- ト ' は 約 914m に 相当 . 

(Over The Horizon) 水 平 線 以 謗 レー ダー 

(Rakemaya Bombometnaya Ustanovka) ロ シア 語 で 対 港 ロ ケッ ト の 意 
(Surface-to-Air Missile) 艦 ( 地 ) 対空 ミサ イル 

(Sattelite Comunicaton) 衛 星 通 信 . NAVSATCOM: 海 軍 衛 星 通 信 
(Submarine Launched Ballistic Missile) 潜 水 艦 発射 弾道 ミサ イル 
(Submarine Launched Cruise Missile) 潜 水 艦 発射 巡航 ミサ イル 
(SOund Surveillance Under the Sea) 海 中 音響 監視 シス テム 
(Surface-to-Surface Missile) 対 水上 目標 ミサ イル 
(Surface-to-Underwater Missile) #$ 3 t+ 4 JV 

(Short TakeOff and Landing) 短 距離 離着陸 

(Tomahawk Anti-ship Missile) ト マ ホ ー ク 対 艇 ミサ イル 

(Towed Array Sonar System) 曳 航 ア レイ ・ ソ ナー・ シ ステ ム 
(Tomahawk Land Attack Missile) ト マ ホ ー ク 対地 攻撃 ミサ イル 
(Target Motion Analysis) 目 標 動静 解析 

(Underwater Guided Missile) 水 中 発射 ミサ イル 
(Underwater-to-Surface Missile) 水 中 発射 水上 目標 ミサ イル 
(Underwater-to-Underwater Missile) 水 中 発射 対 装 ミサ イル 
(Variable Depth Sonar) 可 変 深度 ソナ ー 

(Vertical Launch System) 垂 直 発射 シス テム 

(Vertical TakeOff and Landing) 垂 直 離 着陸 

(Executive Officer fi #E A KI Fe 
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米 海軍 の 艦艇 呼称 一 覧 


BB 
BBG 
BC 
BCGN 
CV 
CVN 
CH 
CG 
CGN 
CL 
DD 
DDG 
FF 
FFG 
SS 
SSG 
SSGN 
SSN 
SSBN 


戦艦 ( 在 来 動力 ) : Battleship,conventionally powered 

ミサ イル 戦艦 : Guided missile battleship,conventionally powered 
在 来 動力 巡 洋 戦艦 : Battlecruiser,conventionally powered 
原子 カミ サイ ル x 芝 洋 戦 艦 Guided missile battlecruiser, nuclear powered 
航空 母艦 : Aircraft carrier,conventionally powered 

原子 力 空母 Aircraft carrier, nuclear powered 

へ リコ プター 母艦 : Helicopter carrier,conventionally powered 

344 UKE | Guided missile cruiser,conventionally powered 
AFJ = +4 VK EK | Guided missile cruiser,nuclear powered 

軽 巡洋艦 : Light cruiser,conventionally powered 

駆逐 艦 : Destroyer,conventionally powered 

ミサ イル 駆逐 艦 : Guided missile destroyer,conventionally powered 
フリ ゲイ ト : Frigate,conventionally powered 

ミサ イル ・ フ リ ゲ イ ト : Guided missile frigate convenionally powered 
在 来 動力 型 攻撃 潜水 艦 : Attack submarine,diesel/electric powered 
在 来 動力 型 ミ サイ ル 浴 水 艦 : Guided missile submarine,diesel/electric 
原子 力 ミ サイ ル 洪 水盤 : Guided missile submarine,nuclear powered 
原子 力 攻撃 潜水 艦 Attack submarine,nuclear powered 
原子 力 弾道 ミサ イル 蒼 水 艦 Ballistic missile submarine,nuclear powered 


Credits 


Game Design 
Sid Meier 
with Amold Hendrick 


Original C-64 Programming 
Sid Meier and Richard Orban 
with Silas Warner 


Original Computer Graphics 
. Murray Taylor 
with Max Remington 


Original Music & Sound Effects 
Ken Lagace 
with Sid Meier 


Manual 
written by Arnold Hendrick 


Manual Graphics 
, apes by Murray Taylor 
with Barbara Bents and Jackie Ross 


Technical Advice & Research 
Larry Bond and Tom Clancy 


Original Version Quality Assurance 
Chris Taormino 


Original Version Playtesting 
Chris Taormino, Alan Roireau, Roy Gibson, 
Bill Stealey, Vicki Smith, Larry Martin, 
Pete Simonetti, Silas Warner, Arnold Hendrik, 
Sid Meier, Steve Meyer, Larry Bond, 
Chris Carlson, Jim Baker, Sam Baker, 
Pat Slocomb, Dave Markov 


Japanese version crew 


Manual Text 
M. Hidaka 


Layout 
Y. Horikawa 


108 








MEMO 


MEMO 


MEMO 


Silver Star 





Congressional Medal of Honor 
で いい で 


| 


a= 5 ダン 


Navy Cross | Distinguished Service Medal 


a 


| Bronze Star for Valor Navy Commendation 








